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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4011　4012　4013　4014

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

スタートアップ演習Ａ

Basic Learning Skills A

前期 1 1

布施梓

ナンバリング：G11C01（1年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

(授業内容)
大学における専門科目を学ぶためだけでなく、就職試験に向けて、また社会人としての基礎を築くため、学び
の基盤と就職活動に必要な日本語能力を身につける。個別学習（オンデマンド授業）では問題を解くことで基
礎的な日本語能力（読解・語彙・論理）を鍛え、相互学習（対面授業）ではクループワークで言語運用能力
（伝達・思考・協働）を発展させる。これらの相補的な演習を繰り返し行うことで、学科での専門的な学びを
深めるためのアカデミック・スキルや、就職活動に必要な日本語基礎力を養う。
(授業目標）
基礎問題において、図や文章の読み取り、ものごとの因果関係を理解することができる。
(学習成果）
◎Ｄ：課題への取り組みを通して大学生としてふさわしいアカデミック・スキルを身につけ、ある程度まと
まった文章をわかりやすく伝えることができる。
○Ｅ：一般的な就職試験問題を無理なく解くことができる。

授業計画 1 ガイダンス【対面】
プレイスメントテスト：読解問題、SPI問題
講義の目的と目標、授業のルールと流れの確認
（ICTの活用：e-learning）

2 説明の流れを読み取る、SPI言語⑴（グループワーク、ディスカッション、PBL）【対面】
演習問題：SPI推論、テーマについての説明、検索／社会人言語運用トレーニング
（ICTの活用：e-learningにて事後学修）

3 説明の流れを読み取る、SPI言語⑵【オンデマンド】
読解問題：SPI推論、説明文読解問題、SPI言語問題
（ICTの活用：e-learningにて事後学修）

4 指示語の内容をとらえる、SPI言語⑶（グループワーク、ディスカッション、PBL）【対面】
演習問題：SPI推論、テーマについての説明、検索／社会人言語運用トレーニング
（ICTの活用：e-learningにて事後学修）

5 指示語の内容をとらえる、SPI言語⑷【オンデマンド】
読解問題：SPI推論、説明文読解問題、SPI言語問題
（ICTの活用：e-learningにて事後学修）

6 話の展開を読み取る、SPI言語⑸（グループワーク、ディスカッション、PBL）【対面】
演習問題：SPI推論、テーマについての説明、検索／社会人言語運用トレーニング
（ICTの活用：e-learningにて事後学修）

7 話の展開を読み取る、SPI言語⑹【オンデマンド】
読解問題：SPI推論、説明文読解問題、SPI言語問題
（ICTの活用：e-learningにて事後学修）

8 修飾語をとらえる、SPI言語⑺（グループワーク、ディスカッション、PBL）【対面】
演習問題：SPI推論、テーマについての説明、検索／社会人言語運用トレーニング
（ICTの活用：e-learningにて事後学修）

9 レポートの書き方⑴、SPI言語⑻【オンデマンド】
レポートの構成、文体、テーマの選び方について／SPI言語問題
（ICTの活用：e-learningにて事後学修）

10 主語と述語をとらえる、SPI言語⑼（グループワーク、ディスカッション、PBL）【対面】
演習問題：SPI推論、テーマについての説明、検索／社会人言語運用トレーニング
（ICTの活用：e-learningにて事後学修）

11 レポートの書き方⑵、SPI言語⑽【オンデマンド】
レポートの引用・出典の書き方について／SPI言語問題
（ICTの活用：e-learningにて事後学修）

12 事実と意見を読み分ける、SPI言語⑾（グループワーク、ディスカッション、PBL）【対面】
演習問題：SPI推論、テーマについての説明、検索／社会人言語運用トレーニング
（ICTの活用：e-learningにて事後学修）

13 事実と意見を読み分ける、SPI言語⑿【オンデマンド】
読解問題：SPI推論、説明文読解問題、SPI言語問題
（ICTの活用：e-learningにて事後学修）

14 要点をとらえる（ミニプレゼンテーション）【対面】
ビブリオバトル
（ICTの活用：e-learningにて事後学習）- 1 -



14 要点をとらえる（ミニプレゼンテーション）【対面】
ビブリオバトル
（ICTの活用：e-learningにて事後学習）

15 要点をとらえる、SPI言語⒀【オンデマンド】
読解問題：SPI推論、説明文読解問題、SPI言語問題
（ICTの活用：e-learningにて事後学修）

到達目標・基準
C評価になる基準

◎Ｄ：論理的な文章の基本型を理解し、読み書きができる。
○Ｅ：基礎的な就職試験問題を解くことができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習
e-learning上の指示された課題に取り組む。(60分程度)
事後学習
授業内容を復習する。課題は合格点に達するまで繰り返し復習する。文章課題を完成させる。(60分程度)
※毎週、期限内にGoogle Classroomへ課題を提出する。

指導方法・フィー
ドバック方法

オンデマンド授業で個々に取り組む読解問題学習と、対面授業でのグループワークという隔週授業が基本であ
る。
フィードバックの仕方：オンデマンド・対面授業共に、課題に対して総括のコメントを行うとともに、必要に
応じて個別に指導する。
※質問には、1階総合教養センターにて、授業時間外でも対応する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎Ｄ：課題の提出状況で評価する。
〇Ｅ：課題の提出状況で評価する。
課題90%、平常点（授業内ワーク、授業貢献度）10％（総合的に評価する）

テキスト テキスト：なし。毎回課題をClassroomに配信する。

参考書 『2026最新版 史上最強SPI&テストセンター超実戦問題集』オフィス海著(ナツメ社)
『大学生　学びのハンドブック』6訂版（世界思想社編集部）
『アカデミック・スキルズ ――大学生のための知的技法入門』第3版（慶応義塾大学出版会）

履修上の注意 ・やむを得ず授業を欠席した場合は、速やかに課題を確認するため1階・総合教養センターへ行き、休んだ分の
課題もこなしておくこと。毎回の演習・課題を積み上げることで最終的に目標が達成できるしくみとなってい
るため、全講座の受講と共に課題における平均点以上の獲得を目標にすること。
・本授業を受けるにあたり、障がい(難病・慢性疾患等を含む)に起因して合理的配慮を要する場合は、学生部
に相談すること。プライバシーを尊重しながら配慮希望を確認し、委員会承認後に配慮開始となる。
・受講者の理解度、参加意識などに応じて、授業内容を一部変更する場合がある。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

PBL型授業、ディスカッション、グループワーク、ミニプレゼンテーション

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4021　4022　4023

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

スタートアップ演習Ｂ

Basic Learning Skills B

後期 1 1

吉川尚志

ナンバリング：G11C02（1年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
■C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

(授業内容)
大学における専門科目を学ぶためだけでなく、就職試験に向けて、また社会人としての礎を築くため、基礎と
なる計数分野を学修する。

(授業目標）
高校までに修得した、修得すべき数学を見直し、得意な人は復習し、苦手な人はマスターする。

(学習成果）
〇Ｃ：与えられた課題を計画性を持って自身で解くことができる。
◎Ｄ：就職試験の非言語分野において、大半の問題を自身で解くことができる。

授業計画 第1回 【オンデマンド1回目】少数の四則演算
少数の四則演算を学びます。
解説についてはGoogle Classroomの動画を参照してください。
課題は第1回の対面講義時に配布し、第5回の対面講義の前日までに提出してください。

第2回 【オンデマンド2回目】分数の四則演算、年齢算
分数の四則演算と年齢算を学びます。
解説についてはGoogle Classroomの動画を参照してください。
課題は第5回の対面講義時に配布し、第9回の対面講義の前日までに提出してください。

第3回 【オンデマンド3回目】複雑な四則演算、虫食い算
複雑な四則演算と虫食い算を学びます。
解説についてはGoogle Classroomの動画を参照してください。
課題は第9回の対面講義時に配布し、第13回の対面講義の前日までに提出してください。

第4回 【対面1回目】1次方程式、連立方程式、植木算
1次方程式と連立方程式と植木算を学びます。
課題は第2回の対面講義の前日までに提出してください。

第5回 【対面2回目】単位変換、割合、方陣算
単位変換と割合と方陣算を学びます。
課題は第3回の対面講義の前日までに提出してください。

第6回 【対面3回目】単位と割合、規則性
単位と割合と規則性を学びます。
課題は第4回の対面講義の前日までに提出してください。

第7回 【対面4回目】損益算、周期算
損益算と周期算を学びます。
課題は第5回の対面講義の前日までに提出してください。

第8回 【対面5回目】複雑な四則演算
複雑な四則演算を学びます。
課題は第6回の対面講義の前日までに提出してください。

第9回 【対面6回目】鶴亀算、平均
鶴亀算と平均を学びます。
課題は第7回の対面講義の前日までに提出してください。

第10回 【対面7回目】速さ
速さの問題を学びます。
課題は第8回の対面講義の前日までに提出してください。

第11回 【対面8回目】濃度
濃度の問題を学びます。
課題は第9回の対面講義の前日までに提出してください。

第12回 【対面9回目】仕事算
仕事算を学びます。
課題は第10回の対面講義の前日までに提出してください。

第13回 【対面10回目】場合の数（確率）
場合の数（確率）を学びます。
課題は第11回の対面講義の前日までに提出してください。

第14回 【対面11回目】実際の就職試験
非言語分野の実際の就職試験問題を解いてみます。
課題は第12回の対面講義の前日までに提出してください。- 3 -



第14回 【対面11回目】実際の就職試験
非言語分野の実際の就職試験問題を解いてみます。
課題は第12回の対面講義の前日までに提出してください。

第15回 【対面12回】テストセンター対策、最終確認試験
就職試験ではPCを用いた学力テストが課されることがありますが、その練習を行います。実際に
PCを使用してテストセンターに近い状態で行いますので、PCを持参してください。
最終確認試験を実施し、成績判定を行います。

到達目標・基準
C評価になる基準

〇Ｃ：与えられた課題を計画性を持って最後まで仕上げることができる。
◎Ｄ：就職試験の非言語分野において、大半の問題を理解することができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習
　授業内容を予習する。（30分程度）
事後学習
　前回の課題プリントの解き直しと各回の課題プリントを仕上げ、総合教養センターで検印をもらうまでしっ
かり取り組む。（60分程度）
　※＜重要＞　毎週、期限内に1F・総合教養センターへ課題を提出する。

指導方法・フィー
ドバック方法

授業では毎回、課題を課すので、それを週内に提出する。希望者には自学用演習プリントを追加配布する。
　※課題に関する質問には個別に総合教養センターにて対応する。
フィードバック：誤答した設問に対して、個別に指導を行う

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

〇Ｃ：講義課題を指定日までに提出し10点を獲得する。（遅れて提出した場合は5点）14回までにすべて遅れず
に提出すると140点満点となるが、100点以上獲得しないと単位修得とはならない。
◎Ｄ：第15回の最終講義において最終確認試験を実施する。
評価については第15回の最終確認試験を50%、課題を50％としてその合計で判定する。
　S評価：90％以上
　A評価：80％以上
　B評価：70％以上
　C評価：60％以上

テキスト テキスト：毎回プリントを配布する。

参考書 『2027最新版 史上最強SPI&テストセンター超実戦問題集』オフィス海著(ナツメ社)

履修上の注意 プリントの枚数が多くなるので、A4サイズの二穴バインダーにプリントをファイリングすること。また、その
バインダーは毎回期日までに提出すること。

やむを得ず授業を欠席した場合は、授業で配布したプリントを速やかに1F・総合教養センターまで取りに行き
指示に従うこと。

学習内容の定着のために春期セミナーの受講を勧める。

本授業を受けるにあたり、障がい(難病・慢性疾患等を含む)に起因して合理的配慮を要する場合は、学生部に
相談してください。プライバシーを尊重しながら配慮希望を確認し、委員会承認後に配慮を開始します。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

e-learning教材、Google Classroom

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4031

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

キャリアデザイン

Career Design

前期 1 1

白川はるひ、澁木祥子

ナンバリング：G11C03（1年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

■B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
■C：目標と計画を立てて課題を解決する力
□D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
自らのキャリア形成を考えるための入門編的授業である。①1年前期の目標設定・計画実践・ふりかえり、およ
び1年後期の学習計画　②就職活動に向けての準備、③人生100年時代のキャリア設計　という3つの柱で授業を
組み立てる。
（授業目標）
社会情勢等を客観的にとらえながら自分自身の生き方を多角的に考え、一生続くキャリア（＝生き方）選択に
関する力を養う。
（学習成果）
◎Ｂ：社会情勢、労働、キャリア理論、社会人としてのあり方、および自己に対する理解を深め、卒業後の自
らの生き方をより明確にすることで、自己の成長を目指して挑戦をすることができる。
〇Ｃ：自らの目標を明確に掲げて効果的な学びの計画を立て、その計画に基づいた実践と省察を繰り返すこと
ができる。

授業計画 1 授業ガイダンス（白川）
・授業ガイダンス
・ジェネリックスキルとは
・目標設定とは

2 就職活動に関して１（キャリアセンター）　or　自己分析１（オンデマンド講座）（白川）
指示にしたがって、以下のいずれかを受講
＜「就職活動に関して１」を受講の場合＞
・就職活動の流れ
・就職活動関連サイトについて
＜「自己分析１」を受講の場合＞
・自己分析ワークシート等の作成（オンデマンド講座）

3 就職活動に関して１（キャリアセンター）　or　自己分析１（オンデマンド講座）（白川）
指示にしたがって、以下のいずれかを受講
＜「就職活動に関して１」を受講の場合＞
・就職活動の流れ
・就職活動関連サイトについて
＜「自己分析１」を受講の場合＞
・自己分析ワークシート等の作成（オンデマンド講座）

4 自己分析２（服・国アドバイザー教職員他）（グループワーク）
・自己分析テストの結果解説
・自身の強みを考え行動計画を練る

5 自己分析３とセルフマネジメント（白川、村木、澁木）（グループワーク）
・価値観について考える
・タイムマネジメント
・セルフコーチングとは

6 人生100年時代の生き方（白川、村木、澁木）（グループワーク）
・人生100年時代の自分の生き方について考える
・働くとは

7 マナー講座１（ゲスト講師）、最終課題について（白川）
・マナーの基本とは
・最終課題に関する説明

8 マナー講座（ゲスト講師）、就職試験に向けて（白川）
・コミュニケーションの達人を目指す
・就職試験の概要を理解する

9 リフレクションとは（白川）（オンデマンド講座）
・リフレクションの意味
・入学後の学びをリフレクションする

10 インターンシップとは（キャリアセンター）、学びの言語化（服・国アドバイザー教職員他）
（グループワーク）
・インターンシップについて理解する
・入学後の学びについての言語化と前期行動計画の中間チェック

11 インターンシップ説明会（キャリアセンター）
・インターンシップについて具体的に考える
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11 インターンシップ説明会（キャリアセンター）
・インターンシップについて具体的に考える

12 履歴書の書き方（キャリアセンター）（オンデマンド３）
・説得力のある履歴書とは

13 入学後のリフレクションと今後のキャリア計画（白川、村木、澁木）
・前期のリフレクションと今後のキャリア計画のワークシート作成と発表

14 学科別特別講座１（学科教員）
・専門分野の学びについて考え学習計画をたてる

15 学科別特別講座２（学科教員）
・専門分野の学びについて考え学習計画をたてる

到達目標・基準
C評価になる基準

◎Ｂ：社会の現状や業界、自分自身に関する理解を深めて目標をたて、自分なりの工夫をしながら目標達成に
向けて取り組むことができる。
〇Ｃ：目標にむけた計画書を作成し、その実践結果を省察することができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習
・課題への取り組み（30分）
事後学習
・自らたてた行動計画の見直し、また、実践に関してのふりかえり（30分）
・授業内で指示された事後課題（確認テスト、ふりかえり、ワークシートなど）への取り組み（30分）

指導方法・フィー
ドバック方法

授業は主に、講義、個人ワーク、グループワークで進める。個人ワークを行ったうえでのグループワークにな
ることが多いため、個人ワークにしっかり取り組むことが必要となる。
授業で学び、考え、目標に向かって計画をたてて実行し、それらをふりかえって次の授業に臨むという一連の
流れを通して、自身に関する発見と探究をするPBL型授業でもある。
キャリアセンター職員による説明、ゲスト講師による講義などの週もある。

フィードバックの方法：
提出物に対しては、必要に応じ全体講評を通してフィードバックする。質問には適宜応じる。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎Ｂ：最終課題、提出物、授業貢献度によって評価する
〇Ｃ：最終課題、提出物、授業貢献度によって評価する

最終課題30％　平常点70％（提出物60％、授業への貢献度10％）

テキスト 無し。適宜プリントを配布する。

参考書 『PROGの強化書』（授業内で配布します）
大宮登　著『理論と実践で自己決定力を伸ばす キャリアデザイン講座 第3版』日経PB社,2019
村山昇　著『働き方の哲学』ディスカヴァー・トゥエンティワン,2018
藤村博之　編『考える力を高めるキャリアデザイン入門』有斐閣,2021
岩上真珠,大槻奈診　著『大学生のためのキャリアデザイン入門』有斐閣,2014
鈴木義幸　著『理想の自分をつくる セルフトーク マネジメント 入門』ディスカヴァー・トゥエンティワ
ン,2021
他

履修上の注意 ・グループワークの多い授業である。履修者全員の力が伸びるよう、協力的に参加すること。
・3週分のオンデマンド講座がある。指示通りに課題の提出を行うこと。
・学科別に各教室で受講する週、全学科同時にホールで受講する週がある。また、アドバイザー面談の際に、
自身のキャリア設計計画について簡単な説明をするという課題もある。連絡をしっかり確認し、集合場所や指
示をまちがえないようにすること。
・各自ファイルを用意し、ワークシートなどは保存しておくこと。最終課題作成時だけでなく、後期の就職活
動の準備のときにも活用できる。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

グループワーク、グループ内プレゼンテーション、PBL型授業

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4181

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

行動経済学

Behavioral Economics

後期 2 2

橋本之克

ナンバリング：G12C06（2年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
■C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

(授業内容)
「行動経済学」は心理学の要素を取り入れた新しい経済学の分野であり、人間が無意識に行う不合理な判断や
行動を解明するものだ。人間心理を把握すれば、自分自身や周囲の人の行動をより良い方向に導くことができ
る。既に現実社会において、社会問題やビジネス課題の解決に活用されている。本講座では行動経済学の基本
である「不合理な判断や行動のパターン」について解説する。その知識をふまえて現実の課題解決における活
用方法を考えていく。

(授業目標)
行動経済学とは何か、不合理な行動の基本的なパターンを理解し、不合理な行動を避け、より良い行動を促す
ことができる。

(学習成果：S評価になる基準)
○Ｃ：消費、学習、仕事などさまざまな行動における不合理さに関する課題を把握し、将来における不合理な
行動を予測し、より良い行動を促す方法を考えられる。
◎Ｄ：消費、学習、仕事などさまざまな行動における不合理な判断や行動のパターンの背景や原因に関して、
行動経済学の法則を用いて説明できる。

授業計画 1 全体概要の解説／行動経済学とは何か（ICT授業）
行動経済学の歴史、経済学との違い、人間のとらえ方、行動経済学を学ぶメリットを理解する。
※対面での講義を予定

2 ナッジ（ICT授業）
ナッジの提唱者と基本的な考え方、環境問題、健康問題など現実社会での活用事例を理解する。
※対面での講義を予定

3 ヒューリスティック①（ICT授業）
短時間で手近な結論で判断を下す「ヒューリスティック」および関連する主な理論、これらを証
明した実験や研究について理解する。
主な理論：「利用可能性ヒューリスティック」「代表性ヒューリスティック」 等
※対面での講義を予定

4 ヒューリスティック②（ICT授業）
判断を左右する「ヒューリスティック」に関して主な理論、現実に起きている事例について理解
する。
主な理論：「ハロー効果」「確証バイアス」「平均への回帰」 等
※対面での講義を予定

5 プロスペクト理論①（ICT授業）
価値の変化と人の反応に関する「プロスペクト理論」に関連する主な理論、これらを証明した実
験や研究について理解する。
主な理論：「損失回避」「保有効果」「現状維持バイアス」 等
※対面での講義を予定

6 プロスペクト理論②（ICT授業）
損失を避けようとして、より大きな損失を生む「プロスペクト理論」に関して主な理論、現実に
起きている事例について理解する。
主な理論：「イケア効果」「確実性効果」「保険文脈」 等
※対面での講義を予定

7 フレーミング①（ICT授業）
対象の見せ方で見る人の判断や選択が変わる「フレーミング」および関連する主な理論、これら
を証明した実験や研究について理解する。
主な理論：「サンクコスト効果」「決定麻痺」 等
※対面での講義を予定

8 フレーミング②（ICT授業）
人の見方を誘導し判断を狂わせる「フレーミング」に関して主な理論、現実に起きている事例に
ついて理解する。
主な理論：「ツァイガルニク効果」「ウィンザー効果」 等
※対面での講義を予定
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人の見方を誘導し判断を狂わせる「フレーミング」に関して主な理論、現実に起きている事例に
ついて理解する。
主な理論：「ツァイガルニク効果」「ウィンザー効果」 等
※対面での講義を予定

9 時間割引（ICT授業）
手に入れるタイミングで価値が変わる「時間割引」および関連する主な理論、これらを証明した
実験や研究、現実社会の事例について理解する。
主な理論：「現在志向バイアス」「上昇選好」 等

※対面での講義を予定
10 その他の行動経済学の法則①（ICT授業）

「自分を高く評価したい」と考える人の判断に関する理論と、これらを証明した実験や研究につ
いて理解する。
主な理論：「認知的不協和」「コントロール幻想」「一貫性の原理」 等
※対面での講義を予定

11 その他の行動経済学の法則②（ICT授業）
「他から良く評価されたい」と考える人の判断に関する理論と、これらを証明した実験や研究に
ついて理解する。
主な理論：「バーナム効果」「フォールスコンセンサス効果」「ピグマリオン効果」 等
※対面での講義を予定

12 その他の行動経済学の法則③（ICT授業）
「社会や周囲に合わせたい」と考える人の判断に関する理論と、これらを証明した実験や研究に
ついて理解する。
主な理論：「同調効果」「バンドワゴン効果」「準拠集団」 等
※対面での講義を予定

13 行動経済学に基づくマーケティング等の現象の解釈（オンデマンド学習）
現実社会においてビジネスの成否を左右する心理的バイアスの事例と、成功や失敗の要因を理解
する。
事例：ソーシャルゲーム、ネットオークション、ポイ活 等
※オンデマンド動画での受講を予定

14 行動経済学における法則の総復習①（オンデマンド学習）
行動経済学の法則に関する理解度を確認する小テスト、および解説。
※オンデマンドでの回答、解説はオンライン動画で実施予定

15 行動経済学における法則の総復習②（オンデマンド学習）
行動経済学の法則に関する理解度を確認する小テスト、および解説。
※オンデマンドでの回答、解説はオンライン動画で実施予定

到達目標・基準
C評価になる基準

○Ｃ：消費、学習、仕事などさまざまな行動における不合理さに関する現状を認識し、課題として定めること
ができる。
◎Ｄ：消費、学習、仕事などさまざまな行動における不合理さに関して関心をもち、自ら学び理解を深めるこ
とができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習として、日常的に「不合理な行動」がないか注意を払い、課題を認識する。（事前90分程度）
事後学習として、講義内容をふまえて不合理な判断や行動のパターンについて、自ら理解内容を確認する。課
題が出た際は期限に合わせて作成や提出を行う。（事後90分程度）

指導方法・フィー
ドバック方法

講義によるインプットを中心に行う。毎回詳細なカラーの資料を用意して、テーマに対する関心を持つよう促
す。口頭での解説のみではなく、「不合理さ」に関連した動画や画像を用意し多様な手法で理解を促す。理解
度を測る確認テストを都度行う。小テストおよびその解説によって理論の理解を深める。
フィードバックの仕方：直後から事後までさまざまなタイミングで、理解度を高める資料提供等、複数の方法
により行う。授業中にも繰り返し、疑問点や質問の有無を尋ねる。さらに理解不足を補うためメールやクラス
ルームでの質問を受け付ける。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

○Ｃ：小テストの結果に対する評価を中心に不合理さへの対応に関する理解度や対応力を評価する。
◎Ｄ：授業ごとに都度行う確認テストを中心に行動経済学の基本に関する理解度を評価する。

都度行う確認テスト40％、小テストの結果 30%、授業態度・貢献度30%

テキスト ①毎回の講義でPDF資料を配布。関連する静止画や動画などを配布または共有。
※PDFのデータを閲覧および保存できるパソコンを推奨。代替手段としてスマホは必携。
②書名「世界は行動経済学でできている」、著者名：橋本之克、出版社名：アスコム、出版年：2015年、ISBN-
13:‎978-4776213659

参考書 特になし。適宜、Web閲覧を求める。

履修上の注意 ・人間心理に対する好奇心や関心をもっていることが必要。
・資料を見る、回答するためにパソコン推奨。代替手段としてスマホは必携。必要に応じてZOOMでのオンライ
ン授業の受講が可能であること。
・受講者の人数等により、授業計画が一部変更される場合がある。15回の授業中、第13回～第15回の3回分はオ
ンデマンドを予定。3回分のオンデマンド授業以外は対面授業を基本とするが、一部をZOOM等でのオンライン授
業とする可能性がある（その際は事前に通知を行う）。
・この授業において、障がい等により配慮を希望する学生は、事前に担当教員もしくは学生部までご相談くだ
さい。必要に応じて、合理的配慮を提供するための対応を検討します。ご相談内容はプライバシーを尊重し、
適切に取り扱います。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

授業で解説した理論を日常に適用する自主的学習など、さまざまな形で行う。授業では受講者の人数、教室の
構造などの状況に応じて適宜実施。

実務経験 シンクタンク「日本総合研究所」、広告会社「ADK」において30年以上、消費者の購買を促すマーケティングに
従事。その中で人間が行動を起こす際の心理について実務と研究を行った。2018年の独立後は「行動経済学の
実社会での活用」を主テーマにコンサルタントとして企業支援を行う。「行動経済学」の書籍を国内外で15冊
執筆。メーカー、総合商社、金融機関など民間企業での研修や講演は通算300回以上。大学、高校、中学での講
義を行う他、テレビ、ラジオ、新聞、雑誌でも解説者やコメンテーターとして活動中。
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4041　4042

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

お金の話と投資入門

後期 1 2

国分さやか

ナンバリング：G11C04（1年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
■C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

(授業内容)
本授業では、お金の役割や家計管理の基本を学ぶとともに、投資の考え方をゲーム等を通して体感し、将来に
向けて賢くお金と向き合う力を養う。また、金融商品の基礎にも触れ、判断に必要な情報の読み取り方を学
ぶ。主体的に考える姿勢を育成する内容である。なお、授業ではパソコンを使用するため、毎回パソコンを持
参すること。また、履修生の理解度に応じて進度が変更される場合がある。

(授業目標）
お金の仕組みや家計管理の基本を理解し、投資の考え方やリスクとリターンの関係を学ぶことで、将来に向け
て主体的に判断し、賢くお金と向き合う力を身につけることを目標とする。

(学習成果）
○Ｃ：家計管理や将来設計を題材に、自身の目標を設定し、収支や投資を踏まえた具体的な計画を立て、課題
解決に向けた行動を考えられるようになる。
◎Ｄ：お金や投資に関する基礎知識をもとに、リスクとリターンを比較・判断し、家計や経済の状況を踏まえ
た上で投資方法や商品を選択できるようになる。

授業計画 １ 授業ガイダンス
☆内容　金融リテラシークイズの実施・授業内容と到達目標の確認
★目標　本授業の目的と到達目標を理解する・自分のお金の知識を確認する

２ マネープランとは＜グループワーク＞
☆内容　「生活設計・マネープランゲーム」の実施・「株式学習ゲーム」の導入
★目標　お金の知識の必要性を理解する

３ 家計管理と税金・社会保険１＜グループワーク＞
☆内容　家計管理とは・税金と社会保険・家計簿アプリの導入・確認テスト
★目標　お金の管理方法の種類を知る・税金と社会保険の全体像を理解する

４ 決済方法【オンデマンド授業】
☆内容　前回復習テスト・決済方法の種類と特徴・キャッシュレス決済の注意点・確認テスト
★目標　様々な決済方法のメリットとデメリットを理解する・心理会計について理解する

５ 借入１＜個人ワーク＞
☆内容　前回復習テスト・ローンと借入・奨学金・確認テスト
★目標　支払利息について理解する・奨学金の役割と返還の仕組みについて理解する

６ 借入２＜個人ワーク＞
☆内容　前回復習テスト・クレジットカードの仕組み・確認テスト
★目標　クレジットカードの返済方法について理解する・リボルビング払いについて理解する

７ 消費者の保護と責任＜ミニグループワーク＞
☆内容　前回復習テスト・成人の責任・契約とは・確認テスト
★目標　トラブル回避の方法について理解する・トラブル時の対策について理解する

８ 中間まとめ＜個人ワーク＞
☆内容　7回目までの中間確認テスト・授業に対する自己点検
★目標　中間確認テストにおいて60点以上を得点する・授業内容に対する理解度の確認をする

９ 金融とは＜個人ワーク＞
☆内容　貯蓄の役割・投資の役割・確認テスト
★目標　世の中のお金の流れを理解する・受取利息について理解する

10 金融商品１【オンデマンド授業】
☆内容　前回復習テスト・金融商品の特性と種類・外貨預金と株式の基礎知識・確認テスト
★目標　金融商品の特性と種類を理解する・為替について理解する

11 家計管理と税金・社会保険２＜個人ワーク＞
☆内容　前回復習テスト・家計簿の確認・キャッシュ・フロー（ＣＦ）表の作成・確認テスト
★目標　自分にあったお金の管理方法を選択できる・ＣＦ表の役割を理解する

12 金融商品２【オンデマンド授業】
☆内容　前回復習テスト・債券と投資信託の基礎知識・確認テスト
★目標　債券と投資信託の仕組みを理解する

13 金融商品３＜グループワーク＞
☆内容　前回復習テスト・経済指標（TOPIX、日経225）・株価と経済（「株式学習ゲーム」）・
確認テスト
★目標　株価の動きを通して経済の動きを理解する
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☆内容　前回復習テスト・経済指標（TOPIX、日経225）・株価と経済（「株式学習ゲーム」）・
確認テスト
★目標　株価の動きを通して経済の動きを理解する

14 金融商品４＜ミニグループワーク＞
☆内容　前回復習テスト・投資信託の選び方・投資の方法・確認テスト
★目標　投資指標を基に投資信託を選べるようになる・確定拠出年金、NISAについて理解する

15 総まとめ＜個人ワーク＞
☆内容　授業全体の振返り・総まとめテスト
★目標　総まとめテストにおいて60点以上を得点する

到達目標・基準
C評価になる基準

○Ｃ：与えられた課題について、家計管理や投資を踏まえた具体的な計画を立て、その内容を説明できるこ
と。(レポート課題）
◎Ｄ：お金や投資に関する基礎知識を正しく理解していること。（前回復習テスト・確認テスト・中間確認テ
スト・総まとめテスト）

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

【事前学習】次回の教材のダウンロード等の準備をし、内容に目を通すこと（90分程度）
【事後学習】授業内容の復習および授業において指示するレポート課題等に取り組むこと（90分程度）

指導方法・フィー
ドバック方法

講義に加え、個人ワークやグループワークなど多様な手法を取り入れて授業を行う。Webツールを中心に授業を
進めるため、パソコンによるデータ管理を徹底することを求める。フィードバックは、授業の進行や目的に応
じて、総括、グループ、個別の各形式で適切に実施する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

○Ｃ：レポート課題により評価を行う。家計管理や投資の視点を踏まえて課題を正しく理解し、目的に沿った
分析ができたり具体的な計画を立てることができているかを評価する。
◎Ｄ：前回復習テスト、確認テスト、中間確認テストおよび総まとめテストにより評価を行う。お金や投資に
関する基礎知識を正しく理解していることを評価条件とする。

レポート課題20％、前回復習テスト20％・中間確認テスト20％、総まとめテスト30％、グループワーク等授業
参加時の貢献度10％

テキスト 「【お金のキホン】マナブとメグミのお金のキホンBOOK」金融経済教育推進機構
「社会人として知っておきたいお金の話」金融経済教育推進機構　　　　　　　　他
※授業内での指示のもと、各自パソコンにダウンロードすること（無料）

参考書 授業内で適宜指示する。

履修上の注意 本授業はお金の知識を学ぶと同時に、「考える力」や「課題を解決する力」を伸ばすことを目的としている。
そのため、正解のない問いに対して主体的に考え続ける姿勢が求められる。なお、事前知識の有無にかかわら
ず誰でも履修可能である。
この授業において、障がい等により配慮を希望する学生は、事前に担当教員もしくは学生部までご相談くださ
い。必要に応じて、合理的配慮を提供するための対応を検討します。ご相談内容はプライバシーを尊重し、適
切に取り扱います。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

グループワークやディスカッション、PBL型課題学習を行う。Webツールを活用するため、毎回必ずパソコンを
持参すること。

実務経験 ファイナンシャル・プランナーとして10年以上にわたり、個人を対象に家計管理、資産形成、ライフプラン設
計などの実務に従事してきた。実際の相談事例や現場で培った知見をもとに、理論と実生活を結び付けた授業
を行う。
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総合：必修

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4051　4052　4053　4054
4055　4056　4057　4058
4059　4060　他2件

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

情報リテラシー

Information Literacy

前期 1 1

江原数彦、吉川尚志、沼田卓也、野地実穂、大澤康太郎、今成優子

ナンバリング：G11A05（1年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

(授業内容)
現代社会のあらゆる職業において、パソコンとインターネットの活用が求められていると言っても過言ではな
い。
本授業ではメール、インターネット、ＡＩ、キーボードタイピング、文書作成・表計算・プレゼンテーション
ソフトの操作といった一般的に社会人に必要とされている技術を初歩から学ぶ。
さらに昨今多発しているコンピューター犯罪などのインターネットに関するトラブルから身を守る為の術を身
につけることも本授業の目的である。

(授業目標)
本授業で得た知識と技術を元に、大学における授業の課題作成がパソコンでできるようになるだけでなく、将
来社会に出た時にスマートフォンと同じように使いこなせるようになる。

(学習成果)
〇Ｄ：他の科目におけるレポートや発表資料・分析資料を、本授業にて身につけた技術を応用して作成するこ
とができる。他者に教えることができる。
◎Ｅ：講義で学んだことを、素早く、かつ正確に作り上げることができる。

授業計画 1　4/8 ガイダンス
本授業はICTワークとなるので、必ずパソコンを持参すること。

・授業の目的と他科目との関連性
・クラス分けテスト
・パソコン　ハード面の取り扱い注意事項／タッチパッド／マウス操作
・必要アプリ（ソフト）の確認／フォルダ管理
・マイクロソフトアカウントについて
・アクティブポータルの操作方法

2　4/15 学習アプリ（ソフト）の理解　１
・ドライブの知識／データのアップロードとダウンロード
・Classroomへの参加確認／課題データのダウンロード／課題の確認と提出方法

3　4/22 学習アプリ（ソフト）の理解　２
・Gmailの使用方法／メールのタグ付け／メールの振り分け／添付データの付け方／添付データの
ダウンロードの方法
・Googleカレンダーの使用方法（予定の入力／クラスルームとの連動／他者を予定に招待する／
他者のカレンダーを共有する／削除する）

4　4/29 【オンデマンド授業】情報セキュリティー・AI
・あなたのスマートフォンの安全管理について
・メールによる詐欺について詳しくなる
・パスワード管理について知識を深め、危機に備える
・AIについての基礎知識を身に付ける
・問題を解いて、知識を確認する

5　5/13 Microsoft PowerPoint 1
ソフトの役割と基本操作を習得する
・基本操作1-1 文字入力
・基本操作1-2 図形の挿入と活用
・基本操作1-3 写真・動画の挿入と活用

6　5/20 Microsoft PowerPoint 2
魅力ある資料を作成するための操作を習得する
・基本操作2-1 アニメーションの設定
・基本操作2-2 スライドショーの設定

7　5/27 Microsoft PowerPoint 3
ソフトを有効活用するための応用技術を身に付ける
・基本操作3-1 BGMを挿入する
・基本操作3-2 スライドショーを記録する
・基本操作3-3 記録したスライドショーを動画にする
・基本操作3-4 データを共有して協働作業に活用する

8　5/27 【オンデマンド授業】Google Slideの役割と基本操作方法
・Google Slideの役割
・パワーポイントとの相違点
・資料の作成練習 - 11 -



・Google Slideの役割
・パワーポイントとの相違点
・資料の作成練習

9　6/3 Microsoft Word 1
基本操作を習得して、ビジネス文書を作成する
・基本操作1-1 文字の入力
・基本操作1-2 段落設定
・基本操作1-3 文字の編集

10　6/10 Microsoft Word 2
基本操作を習得して、表を活用したビジネス文書を作成する
・基本操作2-1 表の挿入
・基本操作2-2 セルの編集
・基本操作2-3 罫線の編集

11　6/17 Microsoft Word 3
・基本操作を習得して、より魅力的な文書を作成する
・基本操作3-1　画像の挿入と編集
・基本操作3-2　ワードアートの編集
・基本操作3-3　図形の挿入

12　6/24 Microsoft Excel 1
基本操作を習得して、表の作成と計算式を覚える
・基本操作1-1 文字や数字の入力
・基本操作1-2 計算式の入力
・基本操作1-3 オートフィル機能
・基本操作1-4 罫線やセルの装飾や編集

13　7/1 Microsoft Excel 2（PBL）
相対参照と絶対参照を理解する
基礎関数について理解を深める
　　SUM/AVERAGE/COUNT/MAX/IF/COUNTIF/SUMIF

第15回（オンデマンド授業）に向けての準備と説明
　　アンケートに回答する

14　7/8 Microsoft Excel 3
グラフを活用して、数値の視覚的情報伝達方法について理解する
・基本機能3-1 グラフ作成
・基本機能3-2 グラフの編集

次回オンデマンドの案内

提出物についての最終確認
15　7/8 【オンデマンド授業】Microsoft Excel 4

第13回授業で集められた「アンケート回答データ」を編集し、データの分析を行う
・ビックデータの扱い方
・テーブルの理解と設定
・抽出・並べ替え

到達目標・基準
C評価になる基準

〇Ｄ：授業で学んだパソコンの基礎技術や知識を元に、目的に応じてアレンジできる。
◎Ｅ：講義で学んだことを、その場で操作技術として再現し、望まれた結果を出すことができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：シラバスを参考に、次回使用するアプリケーションについて各自学習する。特に新しいアプリケー
ションを使用する回の前には、自宅のPCで該当するアプリケーションが正しく起動するかを必ず確かめる。(30
分)
日々のニュース、特にネットワークやセキュリティに関する情報をチェックする。(30分)

事後学習：課題演習の多い授業である。苦手なアプリケーションの操作は次週までに克服するよう各自学習す
る。必要に応じてタッチタイピングの練習も行うこと。(30分)

指導方法・フィー
ドバック方法

●対面授業では、スライド資料と講義で演習を進める。
毎回、講義の内容を元に、様々な課題が課され、その提出が義務付けられる。
文書作成はMS-Word、表計算はMS-Excel、プレゼンテーションはMS-PowerPointによる制作作業を行う。
●オンデマンド授業では、動画や資料を基に、知識を身につけ、同時にパソコンの操作についても学習し、課
題に取り組めるよう指導する。同様にGoogle Workspaceのアプリについての存在を知り、マイクロソフト社各
ソフトとの違いも理解できるようにする。
●対面・オンデマンド授業両方とも、スキルを磨くだけでなく、用途に応じた配慮ができるよう、考える力も
同時に養っていくよう指導する。
【成果に対するフィードバック】
提出された課題成果物に関しては、担当教員が採点のもと、次回授業時に「共通してミスが多かった箇所、間
違えやすい箇所」を全体に伝え、スキルミスの修正ができるよう指導する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

毎回提出される課題に対するパソコンでの演習結果（提出されたもの）を主な評価対象とするが、授業への参
加姿勢や支援姿勢も評価の対象となる。

〇Ｄ：用途別にアレンジできるかを評価する。教室内で困っている学生に対する支援姿勢も評価の対象とす
る。
◎Ｅ：基礎的な成果物を正確に作る事ができるかを評価する。

授業時の課題の取り組みと完成品の提出　80％（特別な理由のない対面時の欠席による事後提出は不可。オン
デマンド時は期限までの提出のみ可。期限後の提出不可。）
積極的、かつ協力的に授業に参加している　20％

テキスト 授業内で適宜必要な資料を配布する。

参考書 講義内で適宜紹介する。

履修上の注意 毎回、パソコンおよびスマートフォンを使用した演習となるので、忘れずに携行のこと。
パソコンに対する苦手意識がある人は、マウスを用意すること。
１回でも欠席すると、その後の学習が困難となるため、休まないようにすること。

本授業を受けるにあたり、障がい(難病・慢性疾患等を含む)に起因して合理的配慮を要する場合は、学生部に
相談してください。プライバシーを尊重しながら配慮希望を確認し、委員会承認後に配慮を開始します。
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毎回、パソコンおよびスマートフォンを使用した演習となるので、忘れずに携行のこと。
パソコンに対する苦手意識がある人は、マウスを用意すること。
１回でも欠席すると、その後の学習が困難となるため、休まないようにすること。

本授業を受けるにあたり、障がい(難病・慢性疾患等を含む)に起因して合理的配慮を要する場合は、学生部に
相談してください。プライバシーを尊重しながら配慮希望を確認し、委員会承認後に配慮を開始します。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

共有操作の場面にて、一部協働学習を行う。

実務経験 （野地）一般社団法人にて、最新のサイエンス情報について専門家への取材を基に広報部門や市民への情報提
供を行ってきた。その経験を活かし、分かりやすく視覚的効果の高い資料とはどんなものか、その作成方法や
Tipsについて演習を通して教授する。
（今成）民間企業においては、Excelを利用した見栄えの良い表作成や関数を使い便利なワークシートを工夫し
て作成した経験を活かした授業をおこなっている。データの管理においては、データベース機能を利用し、分
析業務に従事した経験を授業内で具体例として話している。
（江原）企業・団体にて「広告・広報・企画」業務に8年間従事した経験をもとに、操作方法を教授する。各種
アプリの特性を活用しながら「見やすく・わかりやすく」伝えるための資料作成のあり方を意識できるよう、
仕事の目的を意識しながら授業を展開している。
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4071　4072

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

ビジネス情報処理（表計算）

Business Information Processing

後期 1・2 1

今成優子

ナンバリング：G11C06（1年生） ナンバリング：G12C08（2年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
■C：目標と計画を立てて課題を解決する力
□D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

(授業内容)
表計算ソフトを使用する職業は非常に多く、その操作スキルは社会で求められるものである。
本授業では、代表的な表計算ソフトであるExcelの資格であるマイクロソフト オフィス スペシャリスト(MOS)
の出題範囲に沿って学習を行う。
問題形式、解答方法など合格に必要な知識を身に付けると共に、取得の意義を理解し、自分の学習計画を着実
に実行できる自律的な実践力を養う。

(授業目標)
・MOS Excel合格かそれと同等の表計算ソフトの実践的なスキルを身に付ける。
・目的達成に必要な学習を自己調整して、自発的に学習するスキルを身につける。

(学習成果)
◎Ｃ:資格合格を目標に、自ら学習計画を立て、修正・自己調整しながら実行でき、MOS合格を実現できる力を
身につける。
〇Ｅ:表計算ソフトの機能や操作方法を理解し、目的や要求に応じた操作が行え、練習問題以外の場面でも活用
できる力を身につける。

授業計画 1 ガイダンス／MOS Excel365の事前学習【ICTワーク、PBL】
・MOS試験についてのガイダンス
・教材データのダウンロード
・Excelの基礎知識の学習（特典2を利用した事前学習）
　ズーム機能、データの移動とコピー、データの置換
　行や列の挿入と削除、行や列の非表示と再表示
　シートの追加、シート名の変更、シート見出しの色の設定
　シートの移動とコピー、テーマの適用

2 ワークシートやブックの管理（1）【ICTワーク】
1-2-1　ブック内のデータを検索する、置換する
1-2-2　名前付きのセル、セル範囲、ブックの要素へ移動する
1-2-3　ハイパーリンクを挿入する、削除する
1-3-1　ページ設定を変更する
1-3-2　ヘッダーやフッターをカスタマイズする
1-3-3　行の高さやの幅を調整する
1-4-1　シートを異なるビューで表示する、変更する

3 ワークシートやブックの管理（2）【ICTワーク】
1-4-2　ワークシートの行や列を固定する
1-4-3　ウィンドウの表示を変更する
1-4-4　ブックの基本的なプロパティを変更する
1-4-5　数式を表示する
1-4-6　クイックアクセスツールバーを管理する
1-5-1　印刷設定を行う
1-5-2　印刷範囲を設定する

4 ワークシートやブックの管理（3）【ICTワーク】
1-5-3　別のファイル形式でブックを保存する
1-5-4　ブック内の問題を検査して問題を修正する
1-5-5　コメントとメモを管理する
1-1-1　テキストファイルからデータをインポートする
1-1-2　オンラインソースからのデータをインポートする

5 セルやセル範囲のデータの管理（１）【ICTワーク】
2-1-1　形式を選択してデータを張り付ける
2-1-2　複数の行や列を挿入する
2-1-3　セルを挿入する、削除する
2-1-4　オートフィル機能を使ってセルにデータを入力する
2-1-5　RANDBTWEEN関数とSEQUENCEを使用して数値データを生成する

6 セルやセル範囲のデータの管理（２）【ICTワーク】
2-2-1　セルの配置、文字列の方向、インデントを変更する
2-2-2　セル内のテキストを折り返して表示する
2-2-3　セルを結合する、セルの結合を解除する
2-2-4　数値の書式を適用する
2-2-5　≪セル書式設定≫ダイアログボックスからセルの書式を適用する
2-2-6　書式のコピー／貼り付け機能を使用してセルに書式を設定する
2-2-7　セルのスタイルを適用する
2-2-8　セルの書式設定をクリアする
2-2-9　複数のシートをグループ化して書式設定する
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2-2-1　セルの配置、文字列の方向、インデントを変更する
2-2-2　セル内のテキストを折り返して表示する
2-2-3　セルを結合する、セルの結合を解除する
2-2-4　数値の書式を適用する
2-2-5　≪セル書式設定≫ダイアログボックスからセルの書式を適用する
2-2-6　書式のコピー／貼り付け機能を使用してセルに書式を設定する
2-2-7　セルのスタイルを適用する
2-2-8　セルの書式設定をクリアする
2-2-9　複数のシートをグループ化して書式設定する

7 セルやセル範囲のデータの管理（３）【ICTワーク】
2-3-1　名前付き範囲を定義する
2-3-2　名前付き範囲を参照する
2-4-1　スパークラインを挿入する
2-4-2　組み込み条件付き書式を適用する
2-4-3　条件付き書式を削除する

8 テーブルとテーブルのデータの管理（１）【ICTワーク、PBL】
3-1-1　セル範囲からExcelのテーブルを作成する
3-1-2　テーブルにスタイルを適用する
3-1-3　テーブルをセル範囲に変換する
3-2-1　テーブルに行や列を追加する、削除する
3-2-2　テーブルスタイルのオプションを設定する
3-2-3　集計行を挿入する、設定する
3-3-1　複数の列でデータを並べ替える
3-3-2　レコードをフィルターする
※模擬試験プログラムのインストール

9 数式や関数を使用した演算の実行（１）【ICTワーク】
4-1-1　セルの相対参照、絶対参照、複合参照を追加する
4-1-2　数式の中で構造化参照を追加する
4-2-1　SUM、AVERAGE、MAX、MIN関数を使用して計算を行う
4-2-2　COUNT、COUNTA、COUNTBLANK関数を使用してセルの数を数える

10 数式や関数を使用した演算の実行（２）【ICTワーク】
4-2-3　IF関数を使用して条件付きの計算を実行する
4-2-4　SORT関数を使用してデータを並べ替える
4-2-5　UNIQUE関数を使用して一意の値を返す
4-3-1　RIGHT、LEFT、MID関数を使用して文字の書式を設定する
4-3-2　UPPER、LOWER、LEN関数を使用して文字の書式を設定する
4-3-3　CONCAT、TEXTJOIN関数を使用して文字の書式を設定する

11 グラフの管理（１）【ICTワーク】
5-1-1　グラフを作成する
5-1-2　グラフシートを作成する
5-2-1　ソースデータの行と列を切り替える
5-2-2　グラフにデータ範囲（系列）を追加する
5-2-3　グラフの要素を追加する、変更する
5-3-1　グラフのレイアウトを適用する
5-3-2　グラフのスタイルを適用する
5-3-3　アクセシビリティ向上のため、グラフに代替テキストを追加する

12 総合演習【ICTワーク、PBL】
・MOS試験のガイダンス（再案内）
・申し込み手順と受験者登録の案内
・オンデマンド授業の配信スケジュールの案内
・総合課題演習

13 試験対策講座（１）（ICT：デジタル教材による模擬試験)【オンデマンド学習】
・模擬試験プログラムの使い方
・第1回模擬試験の実施案内とポイント解説
・評価点の説明

14 試験対策講座（２）（ICT：デジタル教材による模擬試験）【オンデマンド学習】
・MOS試験での注意事項
・第2回模擬試験の実施案内とポイント解説
・評価点の説明

15 試験対策講座（３）（ICT：デジタル教材による模擬試験）【オンデマンド学習】
・第3回～第5回模擬試験の実施案内（各自選択制）
・試験当日の注意事項
・評価点の説明

到達目標・基準
C評価になる基準

◎Ｃ:資格合格を目標に、自ら学習計画を立て、修正・自己調整しながら実行できる。
〇Ｅ:表計算ソフトの機能や操作方法を理解し、目的や要求に応じた操作が行える。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

・事前学習:
授業計画内の1-2-2などの表記はテキストの章番号である。事前学習の参考にすること。
なお、試験対策講座で複数回にわたって最終課題を行う。最終課題の内容はMOSの模擬試験問題に準ずるものと
なっている。出題範囲は事前に明確になっているため、試験対策講座の授業回を待たず、充分な事前学習によ
る高得点の獲得を期待する。(30分)
・事後学習:
授業内で正答できなかった問題は事後学習で各自補完する。(30分)授業回で提示した演習問題、またはテキス
トの各出題範囲1～出題範囲5の巻末の確認問題で復習する。

指導方法・フィー
ドバック方法

パソコンを操作する実習が中心である。12回までは講師と共に行う操作練習、13回以降は個別演習形式で進
め、デジタル教材によるMOSの模擬試験を用いた実践演習を行う。
フィードバックの方法：対面授業時は、不明点等の質問は、教室にて対応する。オンデマンド時は、classroom
のコメント機能等を使って対応し、操作上の疑問解決を受講者と共有をする。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎Ｃ:決められた範囲の課題を正しく処理し、期限内に提出する。
〇Ｅ:適宜提示する、教科書以外の課題にも取り組み、様々なパターンの問題に対応できるようになる。

課題提出　　80％（特別な理由なき欠席においての事後提出は不可。オンデマンド課題においては期限内提出
を以て出席とし、期限後の提出は不可となる）
授業参加度　20％
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◎Ｃ:決められた範囲の課題を正しく処理し、期限内に提出する。
〇Ｅ:適宜提示する、教科書以外の課題にも取り組み、様々なパターンの問題に対応できるようになる。

課題提出　　80％（特別な理由なき欠席においての事後提出は不可。オンデマンド課題においては期限内提出
を以て出席とし、期限後の提出は不可となる）
授業参加度　20％

テキスト よくわかるマスターMicrosoft Office Specialist Microsoft Excel 365 対策テキスト& 問題集（FOM出版）
ISBN978-4-86775-056-8（FPT2301）

参考書

履修上の注意 「情報リテラシー」履修済みか、同等以上のコンピュータ操作技能があることが履修の前提となる。
自身のWindowsPC持参が必要であり、さらに「Office 2021 日本語版」または「Office 2024 日本語版」または
「Microsoft 365 日本語版」がインストールされている必要がある。

本授業では、Windows対応ソフトでの学習となるため、Macの場合は多少不便さがあることを理解した上で受講
すること。またテキストに付随してダウンロードができる模擬試験問題システムはWindowsのみで作動する。
MOSを受講する学生は別途MOS試験の受験料が必要（個別申し込み）。

この授業において、合理的配慮を希望する学生は、学生部までご相談ください。対応の検討を致します。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

ICTワーク、PBL

実務経験 民間企業において、Excelを利用した見栄えの良い表作成や関数を使い便利なワークシートを工夫して作成した
経験を活かした授業をおこなっている。データの管理においては、データベース機能を利用し、分析業務に従
事した経験を授業内で具体例として話している。
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4101　4102

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

プレゼンテーション実践

Presentation Skills

後期 1・2 1

森田翔

ナンバリング：G12C07（1年生） ナンバリング：G13C10（2年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
■C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
プレゼンテーションの３大要素である「プレゼンス（人間力：誰が伝えるか）」「シナリオ（構成力：何を伝
えるか）」「デリバリー（伝達力：どのように伝えるか）」の基礎を学び、社会人として身に付けるべき人間
関係の原則について実体験を伴って理解する。
（授業目標）
誰にでも再現可能な型として体系的にスキルを習得することで、自信が身に付き、人前で話すことが好きにな
り、社会人として即戦力の人材を育成する。
（学習成果）
◎Ｃ：人の心を動かし、具体的な行動に繋げて、周囲に影響力を発揮することができる
◯Ｄ：習得したスキルを単なる知識に留めるのでなく、状況に応じて的確に活用することができる

授業計画 1 講座の内容と進め方（個人／グループワーク）
・プレゼンテーションの基本原則
・人の心をつかむ話し方
・現状と理想の明確化

2 選ばれる自己紹介の作り方（個人／グループワーク）
・自己分析
・キャッチフレーズ
・鉄板の1分自己紹介

3 興味を引き出す伝え方（個人／グループワーク）
・当事者意識
・問題意識
・理想意識
・プロセス意識

4 成長が早い人と成長が遅い人の違い（オンデマンド）
・なぜ人は変われないのか
・最短最速で成果を出す3つの思考
・思考が変われば、人生が変わる

5 感情を揺さぶる伝え方（個人／グループワーク）
・ゴールデンサークル理論
・ギャップ
・宣言効果

6 論理的で分かりやすい伝え方（個人／グループワーク）
・ホールパート法
・PREP法
・ピラミッドストラクチャー

7 信頼を獲得する伝え方（個人／グループワーク）
・対比
・たとえ話
・社会的証明

8 スライド資料の作り方（オンデマンド）
・デザインの基本4原則
・配色のルール
・フォントの選び方

9 人を動かす伝え方（個人／グループワーク）
・夢
・ストーリーテリング
・神話の法則

10 成果が出る事前準備の方法（個人／グループワーク）
・返報性の原理
・想定問答
・最終発表会の準備

11 最終発表会の予選会（プレゼンテーション）
参加人数が25名以上の場合は予選会を実施し、最終発表会の登壇者を決定する

12 緊張のコントロール方法（オンデマンド）
・緊張は敵か味方か
・緊張の正体
・科学的根拠に基づく対処法
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12 緊張のコントロール方法（オンデマンド）
・緊張は敵か味方か
・緊張の正体
・科学的根拠に基づく対処法

13 最終発表会1日目（プレゼンテーション）
学習成果を発表する
会場：戸板ホール

14 最終発表会2日目（プレゼンテーション）
学習成果を発表する
会場：戸板ホール

15 最終発表会3日目（プレゼンテーション）
学習成果を発表する
会場：戸板ホール

到達目標・基準
C評価になる基準

◎Ｃ：プレゼンテーションの目的を理解し、情報をわかりやすく伝えて、想いを表現することができる
◯Ｄ：目的を達成するための手段を理解し、適切な手順で資料を作成して、発表することができる

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：前回の授業内容を復習する（30分）
事後学習：毎回の授業課題に取り組む（30分）

指導方法・フィー
ドバック方法

授業の進行は基本的にパワーポイントを使用し、形式は一方的な講義でなく積極的な実践を多く取り入れる。
インプット→アウトプット→フィードバックを繰り返すことで、スキルを「知っている」状態から「できる」
状態にする。
質疑応答の時間を十分にとり、可能な限り不明な点や不安な気持ちを解消する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎Ｃ：授業での個人発表、グループ発表、および授業課題の撮影動画から総合的に評価する。
◯Ｄ：授業課題の発表原稿、発表スライド、およびレポートから総合的に評価する。
期末試験に代替する発表会40％、授業での発表および授業課題40%、授業態度および貢献度20％

テキスト 書名：つかみ大全　仕事で成果を出し続ける人の思考と一生ものの「伝え方」の技術、著者：森田翔、出版
社：翔泳社、出版日：2025年6月11日、ISBN：978-4-7981-8967-3
加えて、適宜プリントを配布する。

参考書 なし。

履修上の注意 一般的にプレゼンテーションスキルは個人差が大きいとされるが、自分と他人を比較して落ち込む必要はまっ
たくない。自分の特徴を理解してそれを磨くことで、誰もが聞き手に強力な印象を与える唯一無二の話し手に
なることができる。各自が現状の課題と理想の状態を明確にして、主体的に目標達成を目指してほしい。ま
た、ビジネス現場において圧倒的に結果を出し続けている人は、インプットよりアウトプットを重視してい
る。失敗を前向きに捉えて、発表を恥ずかしがらず、積極的に挑戦してほしい。楽ができる単位ではないが、
プレゼンテーションが得意な人も苦手な人も大きく成長することができる。真剣に受講すれば、一生役に立つ
実力が手に入ることを約束する。この授業は、経営者や事業家などのプロフェッショナルを対象にプレゼン
テーションの指導を行っている日本つかみ協会の講師により行われる。
※本授業を受けるにあたり、障がい(難病・慢性疾患等を含む)に起因して合理的配慮を要する場合は、学生部
に相談してください。プライバシーを尊重しながら配慮希望を確認し、委員会承認後に配慮を開始します。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション、PBL型授業

実務経験 国内大手製薬企業にて12年間営業職を務め、2万回を超える商談を経験。人の心をつかむ伝え方を習得し、営業
成績最下位から1位へと劇的な逆転を果たす。社内のプレゼンテーション大会優勝の経験も持ち、その実績から
社内講師として若手社員の育成に貢献。その後は独立起業し、セミナー開催数は年間300回以上、受講者数は
3,000人を超え、国内最大級の研修サイトで24ヶ月連続人気ランキングNo.1を獲得。これらの経験に基づき人を
動かすための実践的な講義を提供する。
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4111　4112

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

心理学

Psychology

前期 1・2 2

杉野珠理

ナンバリング：G12C08（1年生） ナンバリング：G13C11（2年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 ■A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

授業内容
心理学が研究するのは私たちの「心」ですが、その範囲はとても広くて奥が深いです。
この授業では、心理学の基本や「へぇ〜！」「そうだったのか」と思える面白い発見をたくさん紹介します。
また、「なぜそんなことが言えるのか？」という証拠や、心理学者がどうやって心の中を調べているのか（実
験や心理テスト）についても、分かりやすく解説します。

授業の目標
「心ってどう動いているの？」という仕組みを知る。
人それぞれの個性の違いと、人間に共通する心のクセの両方を知る。
心理学の有名な理論を知り、世の中を見るヒントにする。
心理学を普段の生活や将来の仕事にどう活かせるか、ワークを通じて体験する。

学習成果
〇A:グループワークを通し、多様な他者の考えと心を尊重し、積極的に協力して意見交換をしグループに刺激
を与え活性化させ、発表することができる。
◎D:心の発達、悩みへの関わり、学校や社会での人間関係などを「心理学の視点」から考え、自分の言葉で解
釈し、説明することができる。

授業計画 1 イントロダクション(ペアワーク/グループワーク)
ガイダンスで履修のルールなどを伝える。
心理的安全性をつくるためのワークを行い、グループディスカッションを安全に行う土台づくり
をする。

2 自分を知るー自分の性格を知る(グループワーク/発表)
投影法を体感し、自分の言葉で伝えることができる。
投影法を理解することができる。

3 自分を知るー自分の強みを知る(ペアワーク/グループワーク/発表)
心理テストの様々な手法を知ることができる。
心理テストの手法によって効果と目的が異なることを知ることができる。

4 自分を知るー自分の感情を知る(ペアワーク/グループワーク/発表)
感情を知る手法について理解することができる。
自分と他者の違いについて知ることができる。

5 自分を知るー自分のルーツを知る①(オンデマンド/ペアワーク/グループワーク/発表/レポート)
愛着という概念について理解することができる。
愛着タイプの種類について説明することができる。

6 自分を知るー自分のルーツを知る②(ペアワーク/グループワーク/発表)
幼少期の愛着と成人の愛着のつながりについて説明することができる。

7 自分を知るー自分って何だろう①(ペアワーク/グループワーク/発表)
アイデンティティの概念について説明することができる。
自分のアイデンテンティティについて知り、説明することができる。

8 自分を知るー自分って何だろう②(ペアワーク/グループワーク/発表)
アイデンティティとその前段階の勤勉性について説明することができる。

9 自分と他者を受け容れるー特性を知る：パーソナリティ障害(オンデマンド/ペアワーク/グループ
ワーク/発表/レポート)
パーソナリティ障害について説明することができる。
距離感とバウンダリーについて理解することができる。

10 自分と他者を受け容れるー多様性(ペアワーク/グループワーク/発表/PBL)
普通って何？変って何？ということに意識を向けることができる。

11 自分と他者を受け容れるーメンタルタフネス(ペアワーク/グループワーク/発表/PBL)
メンタルの強さはどこからできるのか説明することができる。
メンタルを強くする手法について説明することができる。

12 自分と他者を受け容れるー自尊心(オンデマンド/ペアワーク/グループワーク/発表/レポート)
自尊心と自信の違いについて説明することができる。
自尊心を高める方法を知り、活用することができる。
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13 自分と他者を受け容れるーセルフラブ(ペアワーク/グループワーク/発表/PBL)
自己受容の視点を日常生活で取り入れることができる。
セルフラブの手法について知り、活用することができる。

14 自分と他者を受け容れるー折れない心(ペアワーク/グループワーク/発表/PBL)
レジリエンスという概念を説明することができる。
レジリエンスを高める方法を日常生活で活用することができる。

15 まとめー振り返り((ペアワーク/グループワーク/発表/PBL)
授業を受ける前と受けた後の自分に起こった変化を説明することができる。

到達目標・基準
C評価になる基準

到達目標
〇A:授業の決まり（スマホ禁止、私語禁止など）をしっかり守り、真面目な態度で参加していること。
◎D:心理学の基本的な言葉や大事な考え方を知り、その内容をざっくりと説明でき、毎日の生活や自分の行動
について、心理学のルールを当てはめて考えを書くことができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：　google classroomにアップされたスライドを予習する（90分）
事後学習：　スライドを復習し、講義を受ける前と受けた後の自分の考えと心の変化を整理する（90分）

指導方法・フィー
ドバック方法

指導方法
みんなで参加する講義：
先生が一方的に話すだけでなく、授業中にみんなへ質問したり、意見を聞いたりします。「自分ならどう思う
か？」を口に出すことで、心理学を自分事として楽しく学べるようにします。

発表のサポート：
発表が終わった後は、クラス全員で「今の発表のどこが良かったか？」「もっとこうすれば分かりやすくなる
のでは？」と話し合います。自分とは違う考えを知ることで、物事を多角的に見る力を育てます。

「振り返り」の時間：
毎回の授業の終わりや課題を出した後に、「授業のどこが自分の心に刺さったか」、「今日はどこまで分かっ
たか？」「自分はどれくらい頑張れたか？」を確認する時間を作ります。自分の学びを客観的に見つめ直し、
心理学を毎日の生活に役立てる練習をします。

フィードバックの方法
間違いを直して、理解を深める：
みんなが出したレポートや発表に対して、「ここは心理学の理論を正しく使えているね」「ここは少し勘違い
しているかも」とアドバイスをします。間違いに気づき、正しく理解し直せるようにサポートします。

「自分で気づく力」を育てる：
自分の受講態度や発表内容を振り返るチャンスを作ります。グループワークをすることで、「自分はどう他者
とちがうのか」、「自分のよさってなんだろう」、「自分は今、どれくらいできているのか」を自分で正しく
つかめるようになってもらい、自分から進んで学習に取り組める力を引き出します。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

〇A:グループでのディスカッション、グループ発表、ゲームやアクティビティでの積極性、達成度などで評価
する。
◎D:レポートや発表におけるテーマについて、心理学の知識を正しく使い、確かな知識をもとに説明できてい
るかなどで評価する。

授業への参加態度　30％
発表（プレゼンテーション)　40％
レポート課題　30%

テキスト なし
講義に投影するスライドをgoogle class roomに掲載します。

参考書

履修上の注意 授業中に提示したケースやグループディスカッションで話されたことを外部に漏らさないでください。
どこまで話すかは自分で決め、話したくないことは話さないという自己責任を学びましょう。
心理学の知識を使って、客観的に分析し、自分の問題を切り離して冷静にとらえるようにしましょう。
自分の経験を思い出して辛くなってしまった時は、無理に参加せず、発言を控える「パス（回避）します」と
表明しても構いません。
この授業において、障がい等により配慮を希望する学生は、事前に担当教員もしくは学生部までご相談くださ
い。必要に応じて、合理的配慮を提供するための対応を検討します。ご相談内容はプライバシーを尊重し、適
切に取り扱います。
授業中のスマホ・私語は厳禁であり、成績から厳しく減点し、あまりにひどい場合は、教室から出てもらうこ
ともあります。
レポート作成でAIを使う場合は、ヒントをもらう程度にしてください。AIが作った文章をそのまま貼り付ける
（コピペ）のは、カンニングと同じ不正行為です。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

ペアワーク、グループワーク
PBL型授業

実務経験 心の専門家である「臨床心理士」と「公認心理師」の資格を持ち、まずは心療内科のクリニックで働きまし
た。その後、外資系企業や区役所のリーダー層を支えるカウンセラーとして活躍し、大手結婚相談所でもたく
さんの人の悩みを聞いてきました。
これまでの子育てに悩む親御さんのカウンセリング経験と専門の発達心理学の知見をまとめた、「臨床心理士
と精神科医の夫婦が子育てで大事なこと全部まとめてみました (集英社クリエイティブ) 」を出版していま
す。
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4121

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

文学と芸術

Literature and the Arts

前期 1・2 2

高橋大樹

ナンバリング：G12C09（1年生） ナンバリング：G13C12（2年生） 授業方法：遠隔（オ）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
この授業では文学、とくに英語で書かれた海外の小説を中心として、作品の背景や現代の社会問題について考
えます。言語のアート作品である文学を通じて、ものごとの本質に触れることの奥深さ、考えることの面白さ
を味わい、生涯を通じて教養・価値観・感性などを高めるスタートにしてほしいと思います。履修者の皆さん
には最終的に「君たちはどう生きるか」という問いへのヒントを何かしらつかんでほしいと考えています。

（授業目標）
文学や芸術に触れることで呼び起こされた“未だ知り得ない自分”を感じとり、それを表出することによって
「自分にとってかけがえのないものとは何か」を探り、自己、また他者との向き合い方を見つめなおす。
（学習成果）
〇Ｄ：授業で得た知識を理解し、興味を持ったことがらについて主体的に情報を得、学びを深めることができ
る。
◎Ｅ：授業で学び得たことについて味わい感じたことを、自分なりの言葉を用いて表現することができる。

授業計画 １ 文学って何だろう【オンデマンド】
授業内容、授業の進めかた、評価方法に関する説明
小説っていつから書かれた？小説の歴史について知る

２ 小説ができることについて【オンデマンド】
小説ができること、小説は○○ができる！を考え、小説の持つ可能性について考える

３ 本を探しに街に出よう①（PBL）【オンデマンド】
第1回、2回のテーマに沿って、作品読解を行い、その紹介文を作成する

４ 動物と文学①【オンデマンド】
動物が登場人物である、ジョージ・オーウェルの『動物農場』を読み、作品の意味を探る

５ 動物と文学②【オンデマンド】
動物が登場人物である、ジョージ・オーウェルの『動物農場』を読み、作品の意味を探る

６ 怪奇と文学①【オンデマンド】
コナン少年にも劣らない名探偵シャーロック・ホームズ作品について、その背景を知る

７ 怪奇と文学②【オンデマンド】
フランケンシュタインは怪物なのか？『フランケンシュタイン』について、正確な知識を知る

８ 本を探しに街に出よう②（PBL）【オンデマンド】
第4～7回のテーマに沿って、作品読解を行い、その紹介文を作成する

９ 働くことと文学①【オンデマンド】
『アナと雪の女王』を通じて、現代の働くとは何かを考える

10 働くことと文学②【オンデマンド】
『アナと雪の女王』を通じて、現代の働くとは何かを考える

11 働くことと文学③【オンデマンド】
『アナと雪の女王』を通じて、現代の働くとは何かを考える

12 本を探しに街に出よう③（PBL）【オンデマンド】
第9～11回のテーマに沿って、作品読解を行い、その紹介文を作成する

13 ジェンダーと文学①【オンデマンド】
「女性が小説や詩を書こうとするなら、年に500ポンドの収入とドアに鍵のかかる部屋を持つ必要
がある」と述べたヴァージニア・ウルフの作品を概観する

14 ジェンダーと文学②【オンデマンド】
ヴァージニア・ウルフの1929年のエッセイ『自分ひとりの部屋』について知り、この作品が現代
に与えた影響を知る

15 ジェンダーと文学③【オンデマンド】
ヴァージニア・ウルフの1929年のエッセイ『自分ひとりの部屋』について知り、この作品が現代
に与えた影響を知る
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到達目標・基準
C評価になる基準

〇Ｄ：授業で得た知識を理解し、興味を持ったことがらについて人に伝えることができる。
◎Ｅ：授業で学び得たことについて味わい感じたことを、表現することができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：日ごろから美術、音楽、文学などジャンルを問わずさまざまな芸術と出会う機会を持つ。（60分程
度）
事後学習：授業で学んだことがらの要点をおさえ、ノートや資料を整理し理解を深める。（60分程度）
　　　　　授業中に紹介された本や資料について、大学図書館、公共図書館、書店、映画館や美術館へも出か
け、目を通し、周囲にある作品についても興味・関心を広げる。（60分程度）

指導方法・フィー
ドバック方法

・Classroom を通じて授業動画・資料を配信するオンデマンド形式の授業となる。
・Classroomには毎回の授業資料に関する問題を提示し、これを確認テストとして評価対象とする。

英語圏のすぐれた文学作品の解説を中心として、授業動画・資料を配信しますが、履修者は作品を実際に読む
必要があります。履修者は授業時間になったら、各自Google Classroomにアクセスし、配信された授業動画を
視聴します。
フィードバック方法：①課題の提出フォームに毎回コメント欄を設け、次回配信資料の中で質問や感想にコメ
ントします。②メールやクラスルームを通じての質疑応答により対応します。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

〇Ｄ：提出物、確認テスト（毎回実施）によって評価する。
◎Ｅ：提出物、確認テスト（毎回実施）によって評価する。

確認テスト　60％
授業後の提出物　40％

テキスト 授業内で扱う作品の一部を配布する。

参考書 授業中に紹介する。

履修上の注意 ・オンデマンド形式であるが、積極的なコメントを期待しています。繰り返しになりますが、資料に対する確
認テストが重要であるため、忘れずに提出してください。
・この授業において、障がい等により配慮を希望する学生は、事前に担当教員もしくは学生部までご相談くだ
さい。必要に応じて、合理的配慮を提供するための対応を検討します。ご相談内容はプライバシーを尊重し、
適切に取り扱います。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

PBL

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4122　4123

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

文学と芸術

Literature and the Arts

後期 1・2 2

村木桂子

ナンバリング：G12C09（1年生） ナンバリング：G13C12（2年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
この授業では文学を単に読解するのではなく、芸術として全体を鑑賞する。芸術に触発されてものごとの本質
に触れることの奥深さ、喜びを味わい、心ふるえる経験を積み重ねることにより、生涯を通じて形成される教
養・価値観・感性などの基盤づくりを目指す。
（授業目標）
文学や芸術に触れることで呼び起こされた“未だ知り得ない自分”を感じとり、それを表出することによって
「自分にとってかけがえのないものとは何か」を探り、自己、また他者との向き合い方を見つめなおす。
（学習成果）
〇Ｄ：授業で得た知識を理解し、興味を持ったことがらについて主体的に情報を得、学びを深めることができ
る。
◎Ｅ：授業で学び得たことについて味わい感じたことを、自分なりの言葉を用いて表現することができる。

授業計画 １ 神谷美恵子『生きがいについて』／彫刻：船越保武（ディスカッション、ペアワーク）【対面】
授業内容、授業の進めかた、評価方法に関する説明
美しさとは何か、生きがいとは何か

２ 絵本『てぶくろを買いに』『泣いたあかおに』『おにたのぼうし』（ディスカッション、ペア
ワーク）【対面】
異文化理解・相互理解
違いを楽しむ、受け容れる

３ シェイクスピア『ロミオとジュリエット』（ディスカッション、ペアワーク）【対面】
人と共有することによってはじめて開かれる世界

４ ミヒャエル・エンデ『モモ』【対面】
あなたが、あなたらしくなるための「星の時間」

５ 中原中也『在りし日の歌』（ディスカッション、ペアワーク）【対面】
「余白」の世界の大切さ

６ 東山魁夷という文学（ディスカッション、ペアワーク）【対面】
あちらとこちらの世界をつなぐもの

７ サンテグジュペリ『星の王子さま』（ディスカッション、ペアワーク）【対面】
危機に瀕したときに見えてくるもの

８ モーツァルト⑴【対面】
それぞれの夢へのアプローチのしかた

９ モーツァルト⑵【オンデマンド】
思いどおりにならないとき

10 モーツァルト⑶【オンデマンド】
人がその人自身になるということ

11 世界から見た日本の美意識（１）【対面】
東洋と西洋の比較から見えてくるもの（絵画を中心に）

12 世界からみた日本の美意識（２）【対面】
絵と文字の交わり（絵画、工芸）

13 世界からみた日本の美意識（３）【対面】
現在の我々の生活とのつながり

14 学習理解度の確認【対面】
半期の振り返りと学習内容の理解度確認

15 総まとめ【オンデマンド】
授業全体の総まとめと学んだ内容の整理
今後の生活への活かしかた

到達目標・基準
C評価になる基準

〇Ｄ：授業で得た知識を理解し、興味を持ったことがらについて人に伝えることができる。
◎Ｅ：授業で学び得たことについて味わい感じたことを、表現することができる。
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事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：日ごろから美術、音楽、文学などジャンルを問わずさまざまな芸術と出会う機会を持つ。（60分程
度）
事後学習：授業で学んだことがらの要点をおさえ、ノートや資料を整理し理解を深める。（60分程度）
　　　　　授業中に紹介された本や資料を見聴きし、美術館等へも出かけ、芸術一般についての興味・関心を
広げる。（60分程度）

指導方法・フィー
ドバック方法

音楽や絵画等すぐれた芸術作品に触れ、授業内の演習（グループディスカッション、ペアワーク）を踏まえた
短い文章を毎回書く。これにより、自分が感得したものと丁寧に向き合うことになる。正解よりも思考を深め
ることを重視する。パワーポイントを中心に講義をおこない、必要に応じて視聴覚教材も使用する。
フィードバックのしかた：課題の成果を授業中に共有し、講評する。質問には個別に対応する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

〇Ｄ：提出物、確認テストによって評価する。
◎Ｅ：提出物、確認テストによって評価する。
確認テスト：60％、授業後の提出物：40％（総合的に評価する）

テキスト 適宜プリントを配布する。

参考書 授業中に紹介する。

履修上の注意 ・個人で取り組む課題や意見を交換しながらの演習があるが、いずれも積極的な参加を期待する。授業中の演
習参加と課題提出が重要であるため、課題は必ず提出すること。
・受講者の興味・関心等に応じて授業計画が一部変更される場合がある。
・本授業を受けるにあたり、障がい(難病・慢性疾患等を含む)に起因して合理的配慮を要する場合は、学生部
に相談すること。プライバシーを尊重しながら配慮希望を確認し、委員会承認後に配慮開始となる。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

ディスカッション、ペアワーク

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4131　4132　4133

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

日本語コミュニケーション

Japanese Communication Skills

後期 1・2 1

村木桂子

ナンバリング：G12C10（1年生） ナンバリング：G13C13（2年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
国語力の四要素（話す・聞く・書く・読む）のトレーニングを総合的に積みあげることにより複眼的思考、論
理的思考といった考えかたの基礎力を養い、専門科目の学びを深め、発展させることに役立てる。
（授業目標）
毎授業でのペアワーク等かかわりを通して課題に取り組むことによりコミュニケーション力を高め、社会で活
用できる日本語の力を身につける。
（学習成果）
〇Ｄ：受信した情報から取捨選択し要点をとらえ、意見をまとめ、根拠を提示しながら発信することができ
る。
◎Ｅ：授業で学んだ日本語の知識について理解し、活用することができる。

授業計画 １ 外国語から見た日本語の特徴（ペア・ワーク、ディスカッション）【対面】
授業内容、授業の進めかた、評価方法に関する説明
母語のおもしろさ

２ 感じの良い話しかた（ペア・ワーク、ディスカッション）【対面】
コミュニケーションの基礎（日本語の音声）

３ 書き言葉のコミュニケーション（ペア・ワーク、ディスカッション）【対面】
わかりやすい情報提示の順序

４ 手紙・メールの書きかた日本の文字（ペア・ワーク、ディスカッション、PBL）【対面】
コミュニケーションの基礎（文章表現、待遇表現）

５ 日本の文字（ペア・ワーク、ディスカッション、PBL）【対面】
私たちが使用する文字の由来

６ オノマトペ（ペア・ワーク、ディスカッション、PBL）【対面】
豊かな言語生活のために

７ 辞書のいろいろ（１）（ペア・ワーク、ディスカッション）【対面】
辞書の特色について

８ 辞書のいろいろ（２）（ペア・ワーク、ディスカッション）【対面】
図書館での辞書比較

９ 論理的文章の書きかた（初級）【オンデマンド】
根拠のある意見の述べかた

10 論理的文章の書きかた（中級）【オンデマンド】
情報提示の順序を活かしたライティング

11 論理的文章の書きかた（発展）（ペア・ワーク）【対面】
構成を考えながら、根拠ある意見を述べる（アカデミック・ライティング）

12 話し言葉と書き言葉（ペア・ワーク、ディスカッション、PBL）【対面】
社会人としての言語運用能力

13 対義語（ペア・ワーク、ディスカッション、PBL）【対面】
言葉のニュアンスの違い

14 学習理解度の確認【対面】
半期の振り返りと学習内容の理解度確認

15 総まとめ【オンデマンド】
授業全体の総まとめと学んだ内容の整理
今後の生活への活かしかた

到達目標・基準
C評価になる基準

〇Ｄ：他者の言葉に耳を傾け、自分の意見を人に伝えることができる。
◎Ｅ：授業で学んだ日本語の知識について理解し、使用することができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：日ごろからジャンルを問わずさまざまな本（活字）に触れ、多様な言葉の感覚を磨く。（60分程
度）
事後学習：授業で学んだ日本語の知識について要点をおさえ、ノートや資料を整理し理解を深める。（30分程
度）授業中に紹介された本や資料を読み、日本語について興味・関心の幅を広げる。（30分程度）
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事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：日ごろからジャンルを問わずさまざまな本（活字）に触れ、多様な言葉の感覚を磨く。（60分程
度）
事後学習：授業で学んだ日本語の知識について要点をおさえ、ノートや資料を整理し理解を深める。（30分程
度）授業中に紹介された本や資料を読み、日本語について興味・関心の幅を広げる。（30分程度）

指導方法・フィー
ドバック方法

ペアワーク（対話）を中心として、正解よりも考えることを重視した授業を行う。テーマごとに口頭演習した
内容を文章で再確認することにより、日本語コミュニケーション力を「話す・聞く・書く・読む」の観点から
総合的に養う。講義は主にパワーポイントで進め、視聴覚教材も適宜利用する。
フィードバックのしかた：課題の成果を授業中に共有し、講評する。質問には個別に対応する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

〇Ｄ：ペアワークにおける話すこと・聞くことの姿勢や、授業中の積極的な発言、提出物を評価する。
◎Ｅ：確認テストによって評価する。
確認テスト80％、課題提出10％、授業参加態度10％（総合的に評価する）

テキスト 適宜プリントを配布する。

参考書 授業中に紹介する。

履修上の注意 ・ペアワークや個人で取り組む課題があるが、いずれも積極的な参加を期待する。コミュニケーションの授業
なので、授業中の演習参加（話し合い・発言）と課題提出が重要である。
・受講者の興味・関心等に応じて授業計画が一部変更される場合がある。
・本授業を受けるにあたり、障がい(難病・慢性疾患等を含む)に起因して合理的配慮を要する場合は、学生部
に相談すること。プライバシーを尊重しながら配慮希望を確認し、委員会承認後に配慮開始となる。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

ペアワーク、デスカッション、PBL型授業、ICT：パソコン、スマートフォン（課題・自主学習に活用)

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4141

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

健康学

Health Science

後期 1・2 2

吉川尚志

ナンバリング：G12C11（1年生） ナンバリング：G13C15（2年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 ■A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
女性のライフステージを踏まえ、食生活・運動・睡眠などの生活習慣、心の健康、月経や性の健康、美容と健
康、社会的要因との関係を扱い、健康を身体的・心理的・社会的側面から総合的に学ぶ。

（授業目標）
健康を多面的に捉える視点を身につけ、自身の生活や将来を見据えて健康課題を理解し、主体的に健康を管
理・改善しようとする態度と基礎的な判断力を養う。

（学習成果）
〇Ａ：グループワークを通して積極的に人と意見交換を通して、生涯に通ずる「健康」のあり方を探ることが
できる。
◎Ｄ：健康に関する基礎知識を理解し、自分の生活習慣や心身の状態を客観的に振り返ることができ、健康維
持や改善に向けた考えを具体的に示せる。

（S評価になる基準）
授業で学んだ知識や概念を適切に用い、自身の健康課題を明確に捉えたうえで、根拠に基づく改善策を具体的
かつ論理的に説明できる。

授業計画 1 ガイダンス：健康とは何か、授業の進め方（グループ/ペアワーク）
健康の定義や概念について学び、WHOの健康観をもとに、身体的・心理的・社会的側面から健康を
捉える視点を養う。本授業全体の目的や進め方を確認し、健康学を学ぶ意義について理解を深め
るとともに、自身にとっての健康について考える。

2 女性のライフステージと健康（グループ/ペアワーク）
女性のライフステージ（思春期、青年期、成熟期等）に応じた心身の変化と主な健康課題につい
て学ぶ。ライフステージごとの特徴を整理し、将来を見据えた健康管理の重要性について理解を
深める。

3 【オンデマンド・課題】生活習慣と健康（食生活）①
食生活について自分自身の行動調査を行う。

4 生活習慣と健康（食生活）②（グループ/ペアワーク）
食生活と健康の関係について学び、栄養バランスや食習慣が心身に及ぼす影響を理解する。現代
の若年女性に多い食生活の課題を取り上げ、健康的な食行動について考える。

5 【オンデマンド・課題】生活習慣と健康（運動・身体活動）①
運動・身体活動について自分自身の行動調査を行う。

6 生活習慣と健康（運動・身体活動）②（グループ/ペアワーク）
運動・身体活動が健康に与える影響について学ぶ。運動不足のリスクや、日常生活に取り入れや
すい身体活動の方法を理解し、無理なく継続できる運動習慣について考える。

7 【オンデマンド・課題】生活習慣と健康（睡眠・休養）①
睡眠・休養について自分自身の行動調査を行う。

8 生活習慣と健康（睡眠・休養）②（グループ/ペアワーク）
睡眠と休養の役割について学び、生活リズムや睡眠の質が健康に与える影響を理解する。現代の
生活環境が睡眠に及ぼす影響にも触れ、より良い休養の取り方を考える。

9 心の健康①（ストレスと対処）（グループ/ペアワーク）
ストレスの仕組みや心身への影響について学ぶ。日常生活におけるストレス要因を整理し、適切
なストレス対処法や考え方について理解を深める。

10 心の健康②（メンタルヘルスとセルフケア）（グループ/ペアワーク）
メンタルヘルスの基礎を学び、心の健康を保つためのセルフケアの重要性について理解する。大
学生活において起こりやすい心の不調への気づき方や対処について考える。

11 女性の身体①（月経と健康）（グループ/ペアワーク）
月経の仕組みや女性の身体の特徴について学ぶ。月経に伴う心身の変化や不調への理解を深め、
適切なセルフケアや健康管理の重要性について考える。

12 女性の身体②（性とリプロダクティブ・ヘルス）（グループ/ペアワーク）
性とリプロダクティブ・ヘルスの基礎について学ぶ。性の健康や自己決定の重要性を理解し、将
来に向けて自分の身体と向き合う姿勢を養う。

13 美容と健康の関係（グループ/ペアワーク）
美容と健康の関係について学び、美容行動が心身に与える影響を理解する。流行や情報に左右さ
れすぎない、健康を重視した美容の考え方について検討する。- 27 -



13 美容と健康の関係（グループ/ペアワーク）
美容と健康の関係について学び、美容行動が心身に与える影響を理解する。流行や情報に左右さ
れすぎない、健康を重視した美容の考え方について検討する。

14 社会と健康（ジェンダーと健康、健康情報リテラシー）（グループ/ペアワーク）
ジェンダーの視点から健康を捉え、社会的要因が健康に与える影響について学ぶ。女性が直面し
やすい健康問題を取り上げ、社会との関係性について理解を深める。また、健康情報リテラシー
について学び、正確な情報の見分け方や注意点を理解する。インターネットやSNS上の健康情報を
適切に判断する力を養う。

15 まとめ・総括、自分の健康を考える（グループ/ペアワーク）
授業全体を振り返り、健康学で学んだ内容を整理する。自身の健康観の変化を確認し、今後の生
活にどのように活かすかを考察する。

到達目標・基準
C評価になる基準

（到達目標・基準）
〇Ａ：他者の意見を聴き、自身の生活習慣を振り返り、健康維持に必要な基本的行動や考え方を説明できる。
◎Ｄ：健康を身体的・心理的・社会的側面から理解し、女性のライフステージに応じた健康課題を把握でき
る。

（C評価になる基準）
健康に関する基礎的な知識や用語を理解し、授業内容を部分的に説明できる。課題に取り組み、最低限の理解
が確認できる状態である。なお15回の講義中、10回のリアクションペーパーの提出と最終課題の提出を求め
る。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：配布資料や指定された資料を事前に読み、授業で扱う健康課題や用語を確認する。あわせて自身の
生活習慣や健康状態を振り返り、疑問点や関心事項を整理して授業に臨む。（90分程度）

事後学習：授業内容をノートや資料で振り返り、理解が不十分な点を再確認する。学んだ知識を自分の生活習
慣や将来の健康管理と結び付け、課題やレポートに取り組む。（90分程度）

指導方法・フィー
ドバック方法

（指導方法）
PowerPointを用いてワークシートや簡単な演習、意見交換を取り入れながら授業を進める。自身の生活や経験
と結び付けて考えられるよう、具体例を用いて丁寧に解説する。

(フィードバック方法）
授業内での発言やワークへの取り組みに対して口頭で助言を行う。提出された課題やレポートにコメントを付
し、理解度や改善点が分かるようにフィードバックする。メールでの質問も受け付ける。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

（アセスメント・ 成績評価の方法）
〇Ａ：他者との協同力の姿勢を評価する。
◎Ｄ：授業内ワーク、レポート、リアクションペーパーを通して、健康に関する理解度や思考の深まりを把握
する。知識の習得状況に加え、生活への活用や主体的な学びの姿勢も総合的に評価する。

（成績評価の基準）
リアクションペーパー40％、最終課題40％、授業の参加度20％、

テキスト なし
毎回、必要な資料・プリントを配布する。

参考書 「健康管理能力検定3級公式テキスト」　一般財団法人　全国健康管理能力検定協会　監修
「健康管理能力検定2級公式テキスト」　一般財団法人　全国健康管理能力検定協会　監修
「大学生のための最新健康・スポーツ科学」　日本大学文理学部体育学研究室　編　八千代出版
「健康・体力・スポーツ　大学生のための保健体育理論」　横浜保健体育理論研究会　編　学術図書出版
「人間関係づくりトレーニング」　星野欣生著　金子書房
「健康・運動の科学　介護と生活習慣病予防のための運動処方」　田口貞善監修　講談社
「新・生き方としての健康科学〔第二版〕」山崎喜比古監修、 朝倉隆司　編　有信堂高文社

履修上の注意 ①自分にとっての健康とは何かを考えながら、積極的な姿勢で授業へ臨むこと。
②グループワークの際は、お互いの力が伸びるよう、協力的に参加すること。
③3週分のオンデマンド講座がある。指示通りに課題の提出を行うこと。
④本授業を受けるにあたり、障がい(難病・慢性疾患等を含む)に起因して合理的配慮を要する場合は、学生部
に相談してください。プライバシーを尊重しながら配慮希望を確認し、委員会承認後に配慮を開始します。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

GoogleClassroom、グループワーク

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4151

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

世界の遺産

Studies in World Heritage

前期 1・2 2

中村公子（契約講師：鈴木かの子）

ナンバリング：G12C12（1年生） ナンバリング：G13C16（2年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
■C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
世界の有名な遺産100件と日本の遺産全件の中から、テキスト・スライド画像・動画を用いて講義します。古代
遺跡やヨーロッパの建築、大自然の絶景や神話的な地域など、世界旅行の気分を味わいながら、世界遺産検定3
級合格のためのポイントを学習します。
（授業目標）
「社会人に必要な知識や教養」の獲得を目指し、「知的関心」をもって学修する心構え、「異なる考え方や異
なる文化を持つ人々」を理解する能力を身に付けます。

(学習成果)
〇Ｃ：世界遺産を通して、「地球上の多様な価値観」を自ら学び理解を深めることができる。
〇Ｃ：世界の動きに対する関心を深め、批判の目と自分の意見を持てるようになる。
◎Ｄ：世界遺産検定3級レベル試験で80％以上の得点を取得することができる。

授業計画 1 世界遺産の基礎知識1(個人ワーク、ICTワーク)【対面】
・授業内容、スケジュール、検定試験、評価方法に関する説明
・世界遺産の基礎知識について解説
・全授業でスマホ、パソコン等を使用し、Google フォームでリアウションペーパーを提出する

2 世界遺産の基礎知識2(個人ワーク、ICTワーク)【対面】
・世界遺産の基礎知識について解説
・クイズとミニテストで前回までの範囲を確認

3 日本の世界遺産1(個人ワーク、ICTワーク)【対面】
・日本の世界遺産について解説
・クイズとミニテストで前回までの範囲を確認

4 世界遺産で取り組む探求(PBL、個人ワーク、ICTワーク)【オンデマンド】
・世界遺産がかかえる問題（観光、開発、災害など）について解説
・取り上げた問題について、自分の考えをレポートにまとめて提出する

5 日本の世界遺産2(個人ワーク、ICTワーク)【対面】
・日本の世界遺産について解説
・クイズとミニテストで前回までの範囲を確認

6 日本の世界遺産3(個人ワーク、ICTワーク)【対面】
・日本の世界遺産について解説
・クイズとミニテストで前回までの範囲を確認

7 世界遺産の基礎知識 日本の遺産 まとめ(個人ワーク、ICTワーク)【オンデマンド】
・日本の世界遺産について解説
・これまで学んだ内容の確認テストを解き、Googleフォームで提出する

8 世界の文化遺産1(個人ワーク、ICTワーク)【対面】
・世界の文化遺産について解説
・クイズとミニテストで前回までの範囲を確認

9 世界遺産を訪れるツアー企画1(PBL、グループワーク、ICTワーク)【対面】
・世界遺産を訪れるツアーについてグループで企画する
・グループで発表準備を行う

10 世界遺産を訪れるツアー企画2(PBL、グループワーク、ICTワーク、プレゼン)【対面】
・グループで企画したツアーを発表する
・他グループの発表をレビューする

11 世界の文化遺産2(個人ワーク、ICTワーク)【対面】
・世界の文化遺産について解説
・クイズとミニテストで前回までの範囲を確認

12 世界の文化遺産3(個人ワーク、ICTワーク)【対面】
・世界の文化遺産について解説
・クイズとミニテストで前回までの範囲を確認

13 検定直前確認テスト(個人ワーク、ICTワーク)【オンデマンド】
・これまでの学習内容を整理・復習する
・検定直前確認テストを解き、Googleフォームで提出する

14 世界の文化遺産4(個人ワーク、ICTワーク)【対面】
・世界の文化遺産について解説
・クイズとミニテストで前回までの範囲を確認- 29 -



14 世界の文化遺産4(個人ワーク、ICTワーク)【対面】
・世界の文化遺産について解説
・クイズとミニテストで前回までの範囲を確認

15 世界の自然遺産 総まとめ(個人ワーク、ICTワーク)【対面】
・世界の自然遺産について解説
・クイズとミニテストで前回までの範囲を確認

到達目標・基準
C評価になる基準

〇Ｃ：世界遺産を通して、「地球上の多様な価値観」について基本的な理解を深めることができる。
〇Ｃ：世界の動きに対して、自ら学び理解を深めることができる。
◎Ｄ：世界遺産検定3級レベル試験において、十分な理解を示すことができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：講義テーマに対する、教科書の該当箇所を事前に読んでおく。（90分）
事後学習：授業後には当日実施した内容を振り返り、知識を深める。（90分）

指導方法・フィー
ドバック方法

指導方法：
テキトとスライド画像、講義資料（プリント）を用いて、講義を進めます。
内容を理解しやすいよう、世界旅行をしているような気分を味わいながら、授業を進めます。

フィードバックの方法：
リアクションペーパーを返却の際に総括のコメント、また質疑応答にてフィードバックをします。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

〇Ｃ：「地球上の多様な価値観」を理解し、環境保全や国際平和の重要性を認識できているかを検定試験、あ
るいは検定に準じる試験で評価する。
〇Ｃ：世界の動きに関する自分の意見を発表し、それを評価する。
◎Ｄ：検定試験、あるいは検定に準じる試験の結果を評価する。

検定試験、あるいは検定に準じる試験：60％
授業貢献度（自分の意見）：20％
検定試験直前確認テスト：20％

テキスト きほんを学ぶ世界遺産100＜第5版＞　世界遺産検定3級公式テキスト
世界遺産検定公式過去問題集3・4級＜2026年度版＞

参考書

履修上の注意 世界遺産検定の申込方法は別途、授業で案内します。

この授業において、障がい等により配慮を希望する学生は、事前に担当教員もしくは学生部までご相談くださ
い。プライバシーを尊重しながら配慮希望を確認し、委員会承認後に配慮を開始します。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

グループワーク、プレゼンテーション、PBL型授業を行う。また、スマホ、パソコン等を使用し、Google
フォームのアンケートに回答してもらう。

実務経験 世界遺産検定マイスターの資格と82カ国500件超の世界遺産訪問経験を活かし、多文化理解と環境保護を軸に実
践的な講義を行う。
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4161　4162

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

異文化理解

Studies in Cross-cultural Understanding

後期 1・2 2

吉田敏行

ナンバリング：G12C13（1年生） ナンバリング：G13C17（2年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 ■A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
自分とは異なる考えや価値観を理解し受け入れることが異文化理解である。この授業ではそのきっかけとなる
よう、世界の国々の歴史、文化、民族、習慣、宗教、食文化などについて学ぶ。そして日本と違う点も考えて
いく。さらに外国人とのコミュニケーションの助けとなるような簡単なあいさつをさまざまな言語で練習す
る。

（授業目標）
ヨーロッパやアジアのさまざまな言語や文化や習慣、その歴史的背景を知り、日本との共通点や相違点、関係
性を理解する。

（学習成果）
◎Ａ：日本や外国の歴史、文化、言語、料理、世界遺産などの特徴を簡潔に話すことができる。講義形式の授
業だが、質疑応答や発言を多く求めるので、積極的に授業に参加し、さらに学んだことに対して自分なりの意
見を持つことができる。
〇Ｄ：各国の歴史文化や特徴を正しく理解し、グローバル化が進む現代を生きるために役立てることができ
る。将来の仕事などにその知識を活かすことができる。
　Ｅ：外国人と接する機会の最初の会話のきっかけとなる簡単なあいさつや自己紹介ができる。外国人とお互
いの国についてそれぞれの言語で話すことができる。

授業計画 第１回 ヨーロッパの地理歴史概観　（グループ/ペアワーク）
ヨーロッパの国々の地理や歴史について幅広く解説する。

第２回 フランスの言葉と文化　（グループ/ペアワーク、PBL）
フランス語の簡単なあいさつとフランスの歴史文化を学ぶ。

第３回 オンデマンド「ヨーロッパの文化や歴史に関するレポート」（オンデマンド学習）
ヨーロッパの国々の歴史や文化について各自調べて、対面２回目の９月２８日の授業で提出す
る。このレポートの提出によって第３回目の授業の出席とする。

第４回 スペイン、ポルトガルの言葉と文化　（グループ/ペアワーク）
スペイン語、ポルトガル語の簡単なあいさつと歴史文化を学ぶ。

第５回 ドイツ、オーストリアの言葉と文化　（グループ/ペアワーク）
ドイツ語の簡単なあいさつとドイツ、オーストリアなどドイツ語圏の歴史文化を学ぶ。

第６回 イタリアの言葉と文化　（グループ/ペアワーク,PBL）
イタリアの簡単なあいさつと、イタリアの歴史文化を学ぶ。

第７回 オンデマンド「アジアの文化や歴史に関するレポート」（オンデマンド学習）
アジアの国々の歴史や文化について各自で調べて、次回の授業でレポートとして提出する。

第８回 中国の言葉と文化　（グループ/ペアワーク）
中国語の簡単なあいさつと歴史文化を学ぶ。

第９回 朝鮮半島の言葉と文化　（グループ/ペアワーク）
韓国語の簡単なあいさつと朝鮮半島の歴史文化を学ぶ。

第１０回 タイの言葉と文化　（グループ/ペアワーク,PBL）
タイ語の簡単なあいさつと歴史文化を学ぶ。

第１１回 インドシナ半島の言葉と文化　（グループ/ペアワーク）
ベトナム語の簡単なあいさつとベトナム、カンボジア、ラオスの歴史文化を学ぶ。

第１２回 インドネシア、マレーシア、シンガポールの言葉と文化　（グループ/ペアワーク）
インドネシア語の簡単なあいさつとインドネシアやマレー半島の歴史文化を学ぶ。

第１３回 オンデマンド「中南米やアフリカの文化や歴史に関するレポート」　（オンデマンド学習）
中南米やアフリカの国々の歴史や文化について各自で調べて、次回の授業でレポートとして提出
する。

第１４回 中南米の国々の歴史と文化、アフリカの歴史と文化　（グループ/ペアワーク,PBL）
中南米の歴史文化を学ぶ、アフリカの歴史文化を学ぶ。

第１５回 異文化理解まとめと総括　（グループ/ペアワーク）
世界の国々の歴史文化や宗教、風習、料理などをもう一度総復習し、日本文化と比較する。
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第１５回 異文化理解まとめと総括　（グループ/ペアワーク）
世界の国々の歴史文化や宗教、風習、料理などをもう一度総復習し、日本文化と比較する。

到達目標・基準
C評価になる基準

◎Ａ：日本や外国の歴史、文化、言語、料理、世界遺産などを知り、自分で調べたり知識を深めたりできる。
〇Ｄ：各国の歴史文化や特徴を正しく理解し日本との違いを考えることができる。
　Ｅ：外国人と接する機会の最初の会話のきっかけとなる簡単なあいさつができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：授業で扱う地域や国の基礎知識を事前に得ておくため、書籍、雑誌、インターネットの資料を読ん
だり、世界遺産や旅行の動画を見たりして準備をする。（９０分）
事後学習：授業内で配布された資料などをもとに、学んだことを自分なりにまとめておく。（９０分）

指導方法・フィー
ドバック方法

９月１４日の初回の対面授業で課題を提示する。翌週の第二回目の対面授業の時に各自調べてきたことをレ
ポート形式で提出してもらう。これを第三回目のオンデマンド授業の出席及び評価とする。
それ以降のことは授業中に指示するが、それぞれ学習する地域が変わるごとにオンデマンド授業とし、予習を
して対面授業にのぞんでもらう。
毎回の授業の導入としては最初に扱う国の言語でのあいさつを紹介し、そこから文化、歴史へのアプローチを
していく。

フィードバックの方法：授業の最後に、学んだ事柄や自分の印象などを各自レポートに書いて提出してもら
い、添削とコメントをして次回返却する

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎Ａ：提出してもらうレポートにより他者との関わりあいの中で、どの点にどれくらい理解したか、興味を
持ったかを判断する（５０％）
〇Ｄ：講座で学んだことの復習として授業中の小テストにおいて評価する（ⅮとＥで５０％）
　Ｅ：各言語で学んだことをどの程度理解して覚えているか授業中の小テストにおいて評価する

テキスト 授業で配布するプリント
理解を深めるためにＤＶＤなども使用する

参考書 専門書籍に関しては授業内でも紹介するが、日本及び外国に関するものならばすべて、ガイドブックや写真集
なども参考書として読んでもらいたい

履修上の注意 少しでも日本や外国の歴史、文化、言語、料理、世界遺産などに興味がある学生ならば積極的に受講してほし
い。講義形式の授業であるが、質疑応答や発言を多く求めるので、積極的に授業に参加できる学生が望まし
い。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

ディスカッション、グループワーク、PBL型学習

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4171

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

女性と社会

Women and Society

後期 1・2 2

白川はるひ

ナンバリング：G12C14（1年生） ナンバリング：G13C18（2年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 ■A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
日本でみられる女性をめぐる諸課題を切り口に、そこから立ち現れる現代社会の問題や特質、それらの原因や
関連性を検討し、その解決策および今を生きる当事者である自分がどのように考え行動していくべきかについ
て思索し発表する、全15週を通してのPBL型授業である。
（授業目標）
ひとりの社会構成者として、社会への問題意識と参画意識を持ち、持論を提示できるようになること。
（学習成果）
〇Ａ：履修者全員やチームメンバーの理解度が高まるように、主体的、建設的に意見交換することができる。
◎Ｄ：授業で扱う課題を自分事ととらえて理解し、現状説明、有効な解決策の提示、自らとるべき行動などを
論理的に説明することができる。
　　　授業で扱う課題やその他の社会的課題、社会の特質等の情報を見極め、複数の因果関係の仮説を立てる
ことができる。

授業計画 1 授業ガイダンス、ジェンダーギャップとは
・ガイダンス（授業内容、授業目標、評価方法に関する説明、諸注意）
・ジェンダーギャップとは

2 日本の抱えるジェンダーギャップ問題を概観する（グループワーク）
・現代日本社会でみられる女性をめぐる課題をひとつ取り出し、原因を検討する

3 女性と貧困１（グループワーク）
・女性の貧困に関する課題文を読み、現状と課題について、個別ワーク及びグループ学習をする

4 女性と貧困２（ディスカッション）
・女性の貧困の現状と課題等について、ディスカッション、グループ発表、補足説明

5 女性と仕事・育児１（グループワーク）
・女性の労働や育児に関する課題文を読み、現状と課題について、個別ワーク及びグループ学習
をする

6 女性と仕事・育児２（ディスカッション）
・女性の労働や育児に関する課題等について、ディスカッション、グループ発表、補足説明

7 女性と仕事・育児３（グループワーク）
・小テストとフィードバック
・関連文献の読み込みと意見交換

8 女性と教育・政治１（グループワーク）
・女性の教育や政治に関する課題文を読み、現状と課題について、個別ワーク及びグループ学習
をする

9 女性と教育・政治２（ディスカッション）
・女性の教育や政治に関する課題等について、ディスカッション、グループ発表、補足説明

10 女性と教育・政治３（グループワーク）
・小テストとフィードバック
・関連文献の読み込みと意見交換

11 諸課題の関連性を考える（グループワーク）
・授業で扱ってきた諸課題の関連性を検討する

12 さまざまなジェンダーギャップ１（オンデマンド学習）
・ニュースからジェンダーギャップに関する問題をとりあげ検討する

13 さまざまなジェンダーギャップ２（オンデマンド学習）
・身近なジェンダー問題について資料を調べてまとめ、提出する
・他の学生の提出課題を読み、コメントする

14 よりよい社会を目指して（グループワーク）
・日本社会でみられるジェンダーギャップに関してひとつテーマを絞り、各自の考える解決策な
どについて意見交換する

15 まとめ（オンデマンド学習）
・これまで学んだことを活用し、指示にしたがって授業課題に取り組み提出する（プレゼン動画
作成）
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到達目標・基準
C評価になる基準

〇Ａ：自らの意見を筋道をたてて伝えるとともに、自らの役割を遂行しながら授業に参加できる。
◎Ｄ：提示された社会課題について、既習事項や自分の経験、客観的資料などと関連づけながら自らの意見を
伝えることができる。
　　　授業で扱う課題同士の関連性について、因果関係の仮説を図示することができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：
・毎日のニュースチェック、関連資料調べ（70分）

事後学習：
・重要な用語の復習（20分）
・授業内容に関連する資料をさらに調べたり身近な人と意見交換したりしながら自分の考えを深め、指定文字
数で自分の意見をまとめる（90分）

指導方法・フィー
ドバック方法

・第3週から第10週授業のテーマ学習の際は、次の流れで理解を深めていく。①各自での課題文の読み込み・資
料調べ・ワークシート作成　②グループ内でのディスカッション　③問いづくり　④全体シェア　⑤補足説明
⑥持論のまとめと小テスト。
・本授業は15週を通してのPBL型授業となるため、最終的には、授業で扱ったテーマのなかから1つを選び、プ
レゼンテーションにて解決策の提示等を各自が行う。

＜フィードバックの方法＞
・ディスカッション、プレゼンテーションについては、学生同士の相互フィードバックおよび教員からのコメ
ントにて行う。
・提出物については、クラス全体に対して教室あるいはGoogle Classroom上にて行う。
　必要に応じて個々にコメントする。
・Web上での確認テストは、受験後に正解を提示する。
・必要に応じてルーブリックを活用しながらフィードバックを行う。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

○Ａ：提出物、授業貢献度にて評価する。
◎Ｄ：提出物、プレゼンテーション、小テストにて評価する。

小テスト30％　提出物35％、プレゼンテーション25％、授業貢献度10％

テキスト なし。適宜プリント教材を配布する。

参考書 伊藤公雄他『ジェンダーで学ぶ社会学　第4版』世界思想社,2025
中野円佳『教育にひそむジェンダー』筑摩書房,2024
加藤秀一『はじめてのジェンダー論』有斐閣ストゥディア,2017
治部れんげ『「男女格差後進国」の衝撃　無意識のジェンダー・バイアスを克服する』小学館新書, 2020
前田健太郎『女性のいない民主主義』岩波新書,2019
他

履修上の注意 テーマごとの課題文（平均3000字程度の文章の予定）の読み込みに充分取り組んでこそのディスカッションと
なるため、それを心得て履修すること。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

PBL型授業、グループワーク、ディスカッション、プレゼンテーション

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4191　4192

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

環境と人間　【文理融合科目】

Environment and Humans

後期 1・2 2

大澤康太郎、布施梓

ナンバリング：G12C15（1年生） ナンバリング：G13C19（2年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
■C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
環境問題は文系・理系の垣根を超えた幅広い問題意識に関わる。本授業では、地質学などの自然科学的な話題
から環境に対応する市民活動などの社会的な話題までを横断的に扱い、近年企業や行政も喫緊の取り組みを求
められている「環境問題」とその対策の全体像をつかむことを目指す。
（授業目標）
地球環境というさまざまな分野がかかわる、また正答が一つに定まりづらい問題について学習することを通し
て、現代社会を生きていくためのリテラシーと資質を涵養する。
（学習成果）
◎Ｃ：環境問題の複雑さを十分に理解したうえで、自分なりの解決法を考え、言語化することができる。
〇Ｄ：環境問題の原理となる自然法則・社会制度を十分に理解し、相互に矛盾のない環境問題対策を考えるこ
とができる。

授業計画 1 ガイダンス
環境学というさまざまな視点の混在する対象について、学び方を考える。

2 「循環」を通して地球を考える
循環という視点で地球環境について理解する。

3 生命が居住可能な惑星とは？
星や太陽系の惑星の知識を修得し、生命が存在するのに必要な条件を考える。(グループワークの
可能性あり)

4 地球の歴史と探り方
地質学の方法論を用いて地球46億年の歴史を辿る。

5 【オンデマンド・アクティブラーニング】生物多様性 / 気候変動
地球が抱える環境問題の結果として引き起こされている「気候変動」について理解する。
生物多様性の喪失とその影響、人間社会の対応について理解する。

6 生物多様性 / 気候変動
地球が抱える環境問題の結果として引き起こされている「気候変動」について理解する。
生物多様性の喪失とその影響、人間社会の対応について理解する。

7 再生可能エネルギー
再生可能エネルギーを中心に、エネルギーと環境の関係性を理解する。

8 【アクティブラーニング】SDGs
国際的な目標である「SDGs」について、地球環境に関わる項目を中心に学習する。

9 【アクティブラーニング(仮)】プラスチックごみの問題
プラスチックごみがもたらしている環境への影響について理解する。

10 【オンデマンド・フィールドワーク】芝公園の環境について調べる
芝公園に出かけ、環境について考える。

11 【オンデマンド】レジリエントな社会
「レジリエント」をキーワードに、環境問題に対応する方法について考える。

12 環境にかかわる法律
環境にかかわる法律についての知識を得る。

13 【アクティブラーニング】環境問題とテクノロジー
先端技術と環境問題の関わり合いについて知識を得る。

14 環境に対する市民の活動・地域の活動
事例紹介を基に、環境問題に対応する市民活動について知る。

15 環境問題のまとめ　/　最終課題評価とフィードバック
授業全体のまとめを行う。

到達目標・基準
C評価になる基準

◎Ｃ：環境問題の複雑さを理解し、多面的に考え、自分なりの解決方法を提案できる。
〇Ｄ：環境に関わる社会制度・自然法則を理解し、環境問題の解決策を例示できる。
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事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：プリントを読み関連のある箇所を読む(90分程度)
事後学習：配布されたプリントを復習し、演習問題を再度解く(90分程度)

指導方法・フィー
ドバック方法

配布するプリントや、パワーポイント等を使用して講義を進める。
また、適宜グループワークを行う。
フィードバックの仕方：プリント返却時に指導する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎Ｃ：毎回の授業課題を評価する。
〇Ｄ：毎回の授業課題を評価する。

授業内課題90％　授業態度10％

テキスト なし

参考書 適宜指示する

履修上の注意 授業内容は受講生の興味や教材、時事的話題によって変更することがある。
また、天候により一部の授業の順番を入れ替えることもある。

本授業を受けるにあたり、障がい(難病・慢性疾患等を含む)に起因して合理的配慮を要する場合は、学生部に
相談してください。プライバシーを尊重しながら配慮希望を確認し、委員会承認後に配慮を開始します。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

ICT利活用、フィールドワーク

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4201　4202

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

科学と社会とコミュニケーション　【文理融合
科目】

前期 1 1

大澤康太郎、布施梓

ナンバリング：G12C16（1年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 ■A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

(授業内容)
食や栄養、あるいはコスメティックス等、本学とかかわりのあるようなさまざまな領域において、「科学技術
（理系の領域）」と「社会制度(文系の領域)」の融合が進んでいる。そのような複雑な課題について、私たち
は専門人としても市民としても、単に「答え」を学ぶ・覚えるだけではなく、さまざまな人とのコミュニケー
ションを通じて「ともに学んでいく」態度が重要である。
本講義では、そのようなコミュニケーションを促進する「しかけ（ギミック）」を学びながら、実際にコミュ
ニケーションを体験し、他者と共に学ぶ・考える活動について理解を深める。
(授業目標）
テキストやボードゲームを材料に「コミュニケーションのしかけ」について理解し、そのようなコミュニケー
ションを各自の関心領域で作り上げることができるようになる。
(学習成果）
○Ａ：コミュニケーションの体験に主体的に参加し、それを通した共同的な学びの成果について適切に言語化
できる。
◎Ｄ：「コミュニケーションのしかけ」に関する理解を深め、それらを応用した新しいコミュニケーションの
形式を創ることができる。

授業計画 1 ガイダンス
授業内容について紹介する。
シラバスの内容を共有する。

2 コミュニケーションのしかけとしての「ゲーム」①　（前半：座学　後半：アクティブラーニン
グ）
講義：「コミュニケーション」とは何か
体験：「コミュニケーション」を分類してみよう！

3 コミュニケーションのしかけとしての「ゲーム」②　（前半：座学　後半：アクティブラーニン
グ）
講義：「ゲーム」とは何か
体験：「ゲーム」を分類してみよう！/ テキスト紹介『そういうゲーム』

4 コミュニケーションのしかけとしての「ゲーム」③　（前半：座学　後半：アクティブラーニン
グ）
講義：コミュニケーションを進めるための「ゲーム」の紹介
体験：水平思考ゲーム / 科学的思考ゲーム『残された酸素ボンベ』

5 コミュニケーションのしかけとしての「ゲーム」④　（前半：座学　後半：アクティブラーニン
グ）
講義：ゲームの分類--「完全情報ゲーム」と「不完全情報ゲーム」
体験：『狩歌』

6 【オンデマンド】ゲーム探し
身の回りにあるゲームをさがし、ここまでの知識を用いて批評する課題

7 コミュニケーションのしかけとしての「ゲーム」⑤　（前半：座学　後半：アクティブラーニン
グ）
講義：ゲームの分類——「対立型ゲーム」と「協力型ゲーム」
体験：数学的思考ゲーム『ザ・マインド』（予定）

8 ストーリーのあるゲーム①　（前半：座学　後半：アクティブラーニング）
講義：「ストーリー」とは何か/ キャラクター、世界観、構成
体験：ストーリーメイキング初級編

9 【オンデマンド】ストーリーのあるゲーム②
ストーリーメイキング課題に取り組む

10 ストーリーのあるゲーム③　（前半：座学　後半：アクティブラーニング）
講義：名作から学ぶ、学びのための「ストーリー」の型
体験：ストーリーメイキングのためのボードゲーム

11 コミュニケーションを駆動する「物理的なしかけ」　（前半：座学　後半：アクティブラーニン
グ）
講義：物理的な仕掛けとは何か・ルールとは何が違うか
体験：『ジェンガ』など
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12 「トランプ」を再考する　（前半：座学　後半：アクティブラーニング）
講義：トランプの特徴としての汎用性
体験：トランプゲーム各種

13 トランプを使ったコミュニケーションツールを開発する。　（PBL プロジェクトベースドラーニ
ング）
トランプを使った「新しいゲーム」の開発

14 【オンデマンド】課題作成期間
13回で提示された課題を進める

15 課題発表・試行会　(プレゼンテーション。ただし履修人数によっては全体発表ではなく展覧会方
式で行う)
それぞれが作成した課題を相互にコメントする。

到達目標・基準
C評価になる基準

○Ａ：コミュニケーションの体験に主体的に参加し、その成果をまとめることができる。
◎Ｄ：「コミュニケーションのしかけ」について説明することができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：
各回の内容を確認する。(30分程度)

事後学習：
まとめレポート等の、指示された課題を作成する。（30～60分程度）

指導方法・フィー
ドバック方法

●原則として、以下のように進行する。
講義・内容紹介（20分）→コミュニケーションの体験(60分)→まとめ(10分)
●オンデマンドの授業では、配布された資料を読んだうえで各自が体験的な課題に取り組む。
●classroom等を使って適宜フィードバックを行う。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

○Ａ：授業への参加度合い、および課題の提出状況と内容を評価する。
◎Ｄ：課題の提出内容を評価する。

参加度合い：10％
毎回の確認テスト：60％
オンデマンド課題：30％

テキスト 無し。適宜資料を配布する。
※ただし、「トランプ」の購入を指示する可能性があるため、履修希望者は留意すること。

参考書 適宜授業内に指示する。

履修上の注意 参加型の学習活動を主とする授業であることに留意。
主体的な授業参加と安定した課題提出が求められる。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

講義の全体が参加型のアクティブラーニングとして実施される。また、一部課題制作を行うPBLを行う。

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4231　4232

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

やさしい手話とホスピタリティ

Introduction to Japanese Sign Language

前期・後期 1 2

橋本一郎

ナンバリング：G12C17 実務家教員による授業 対面

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 ■A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）近年、さまざまな人々が手話を学習し、ろう者の多くが手話でコミュニケーションをとってい
る。本講義ではろう者にとって大切な言語である日本手話の基本を学び、合わせてろう者を取り巻く社会環境
が抱える諸問題を取り上げ、ろう者に対する理解を深め、同じ国にいながらも「異なる文化」に対する理解を
持とうとすることを目的とする。また本講義を通じて、視覚言語である日本手話を学ぶことから、きこえる人
たちが使っている音声言語でのコミュニケーションのあり方を振り返り、自己理解と他者理解について考える
ことができる。
　前半では、日本手話の数字や時制の表現を確実に修得しつつ、その成り立ちや背景について知り、ろう文化
についての理解も深める内容にする。また、補助的な指文字についても学べる内容にしている。日常的に近く
にあるのに気づくことのなかった様々なろう者に関わる情報を得ることで、さらに学習意欲につながるように
最新の情報を提供していく。
　後半では、日本手話の空間利用や同時性のような視覚言語の特徴を理解しながら表現を確実に修得しつつ、
ろう者の表現を読み取ることができるような内容にする。これまで知ることのなかったろう教育（特別支援教
育）や社会制度や法律、様々な職業に就くろう者を紹介することを通して、自分自身が手話を学ぶ意義や自分
自身の存在が社会に貢献できることに気づき、さらに将来を考える意欲につながるよう内容を展開していく。

（授業目標）ろう者と何らかの方法で基本的なコミュニケーションをとることができる、手話で自己紹介がで
きることを目標とする。自己紹介でとどまることなく、日常生活でのふとした会話ができるようになること。
具体的には、アルバイト先にろう者が来た時の接客が手話でできる、大学帰りに駅まで手話で雑談ができるよ
うになるというレベルを目指す。

（学習成果）
〇Ａ：講義で習得した手話を誰かに表現する、また相手の手話表現を読み取ることを積極的にコミュニケー
ションをとる。また、社会に存在する様々な人々の立場を想像し、社会における場面でも活用しようとする態
度・意欲を身につける。
◎Ｄ：言語としての手話の基礎を理解しつつ、ろう文化に生きるろう者の存在を理解し、自分自身ができるこ
とを具体的にイメージし言語化することができる。

授業計画 第１回 オリエンテーション（PBL）
オリエンテーション
手話の基本要素を知る
手話の色々
手話やろう者に関するクイズ
講師の自己紹介等

第２回 あいさつ・何（趣味）？（PBL）
技術演習（1）コミュニケーションの基本手話単語
技術演習（2）あいさつ・いくつ（数字1〜10）に関する単語等
コミュニケーションゲーム（伝え合う）
指文字（あ行）

第３回 ろう学生の生活・いくつ？
聞こえのシュミレーション
情報保障とその方法
音声認識アプリの体験
技術演習（3）いくつ（年齢・数字11〜99）に関する単語等
指文字（か行）

第４回 ホスピタリティ①・どっち？技術演習（4）どっち（カフェ・飲み物）（PBL）
接客時に関わる単語等
技術演習（5）いくら（お金・100〜9999）に関する単語等
ろう者の職業（ラーメン屋・カフェ）
指文字（さ行）

第５回 デフスポーツ・身振りで伝える（PBL）
身体で表現する体験
技術演習（6）スポーツに関する単語等
デフスポーツ・デフリンピックについて知る
ろう者の職業（アスリート）
指文字（た行） - 39 -



身体で表現する体験
技術演習（6）スポーツに関する単語等
デフスポーツ・デフリンピックについて知る
ろう者の職業（アスリート）
指文字（た行）

第６回 表現する意味①・時制①（グループワーク）
技術演習（7）現在・過去・未来の基礎
技術演習（8）いつ（誕生日）に関する単語等
電話リレーサービスについて知る
ろう者の職業（俳優）
指文字（な行）

第７回 表現する意味②・時制②（グループワーク・ディスカッション）
技術演習（9）いつ（曜日・元号・天気）に関する単語等
技術演習（10）色に関する単語等
コミュニケーションゲーム（LINKAGEを使って）
コミュニケーションゲーム（読唇の体験）
ろう者の職業（映画・ダンサー）
指文字（は行）

第８回 ろう文化・誰？（家族）（グループワーク）
技術演習（11）家族や人に関する単語等
コミュニケーションゲーム（見えないものを渡す）
デフファミリーの生活を知る
ろう者の職業（写真家）
指文字（ま行）

第９回 ホスピタリティ②・どこ？①（PBL）
技術演習（12）場所（公共施設・生活）に関する単語等
テーマパークやホテル・空港での取り組みを知る
ろう者の職業（UD啓発）
指文字（や・わ行）

第１０回 ホスピタリティ③・どこ？②（ディスカッション）
技術演習（13）場所（地名）関わる単語等
結婚式場での取り組みを知る
日常生活用具（補聴器含む）と手帳について
身体障害者補助犬（主に聴導犬）について知る
指文字（ら行）

第１１回 ホスピタリティ④・どこ？③・なぜ？（グループワーク）
技術演習（14）場所（都道府県名・国名）に関わる単語等
観光施設（美術館・博物館等）・観光案内所等での取り組みを知る
技術演習（15）理由や原因に関する単語等
ろう者の職業（医師）
指文字の総復習

第１２回 ろう教育について・どこ？④（グループワーク）
技術演習（16）教育施設や学習・教科に関する単語等
インクルーシブ時代でのろう学校の存在意義を知る
コミュニケーションゲーム（空間認知）
さまざまな法律を知る
ろう者の職業（教員・弁護士・政治家）

第１３回 障害とは何か①・どうやって（方法）？（グループワーク）
技術演習（17）乗り物や交通手段に関する単語等
ろう者の職業（バス・タクシーの運転士・大学教授）
文章の表現・読み取り練習

第１４回 障害とは何か②・ひとりのろう学生の生き方から考える・「気持ち」（グループワーク・PBL）
言語獲得（自己表現できる）する意味
ろう者の職業（さまざまな職業）
技術演習（18）感情の表現
文章の表現・読み取り練習

第１５回 テスト・振り返り・まとめ
テスト60分
振り返り・まとめを含めた90分

到達目標・基準
C評価になる基準

〇Ａ：手話で自己紹介ができるようになる。また、ろう者に通じなかった時に様々な方法が思いだすことがで
き、実践することができる。

◎Ｄ：ろう文化の存在を理解し、自分とは異なる文化の人たちが存在すること、その人たちの生き方や価値観
等を理解し、共に生きようとする態度を身につける。また、街中での手話やろう者に関するニュースに興味を
持ち、理解できるようになる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

「事前・事後」
・NHK「みんなの手話」や紹介する動画等を視聴しながら、予習・復習を行う。（約１時間）

「事後」
・毎回の授業で提示したり、配布するプリントや新聞を読む。またYouTube視聴は、かなりの時間をかけて行う
とよい。内容は授業で紹介する。（約１時間）
・毎回レポート課題を出すので、各自で取り組み、締め切り前に提出すること。そのことを前提にして、次の
授業を進めていく。（約２時間）
・授業で紹介するフィールドワークへの積極的な参加。（最低１回は必修）
・講義で紹介する様々なセミナーやイベント等に参加する。
・わからないことがあれば、クラスルームで問い合わせること。
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「事前・事後」
・NHK「みんなの手話」や紹介する動画等を視聴しながら、予習・復習を行う。（約１時間）

「事後」
・毎回の授業で提示したり、配布するプリントや新聞を読む。またYouTube視聴は、かなりの時間をかけて行う
とよい。内容は授業で紹介する。（約１時間）
・毎回レポート課題を出すので、各自で取り組み、締め切り前に提出すること。そのことを前提にして、次の
授業を進めていく。（約２時間）
・授業で紹介するフィールドワークへの積極的な参加。（最低１回は必修）
・講義で紹介する様々なセミナーやイベント等に参加する。
・わからないことがあれば、クラスルームで問い合わせること。

指導方法・フィー
ドバック方法

１．本授業での課題（試験やレポート等）の講評・解説については授業内（口頭）もしくはクラスルーム上で
おこなう。２．授業形態は、講義形式を基本としますが、授業の中で、近くの人と意見交換をしたり、グルー
プワークをしたりすることがある。
３．スライドで提示するレジュメや補足資料は、印刷したものを授業時に配布するとともに、クラスルームに
アップロードする。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

〇Ａ：手話の技術習得、授業貢献度、課題の提出状況とその内容にて評価する。
◎Ｄ：まとめの試験、レポートの内容にて評価する。

まとめの試験４５％、平常点（授業での手話技術習得の状況と積極的な反応等による授業貢献）２５％、レ
ポート課題１５％、毎回の講義の感想提出１０％、学外へのフィールドワーク参加５％（こちらは必修とす
る）

Ｄ：授業時（あるいはオンデマンド時）に提示した都度のテーマに則り、得られた知識を活用して、レポー
トや企画書を作成することができる。
Ｅ：提出された課題において、学んだ言葉や事象を、正しい文脈で使用・紹介することができる。

本講義では、アクティブラーニングを取り入れ、常に動きながら自ら積極的にコミュニケーションを取ろうと
する様子を評価する。確認のため試験を行うが、普段の講義への参加が最も重要である。

テキスト 特に使用しない。毎回、自作のパワーポイントを提示、自作プリントを配布する。
ファイリングするための専用ファイルを各自購入すること。（A４サイズがファイルでき、いつでも簡単に閲覧
できるものであれば形式は問わない）

参考書 「手話の世界を訪ねよう」（岩波ジュニア新書・亀井信孝著）
「基本の手話　すぐに使える会話と表現」（メイツ出版・野口岳史監修）
「手話でいこう　ろう者の言い分　聴者のホンネ」（秋山なみ・亀井信孝著）
「NHKテキスト　みんなの手話」
「声めぐり」（齋藤陽道著）
「異なり記念日」（齋藤陽道著）
「せかいはことば」（齋藤陽道著）
「ろう者の祈り　心の声に気づいてほしい」（中島隆著）
「手話の歴史　ろう者が手話を生み、奪われ、取り戻すまで　上・下」（ハーラン・レイン著）
「文法が基礎からわかる　日本手話のしくみ」（岡典栄・赤堀仁美著）
「よくわかる！聴覚障害者への合理的配慮とは？」（「聴覚障害者への合理的配慮とは？」編集チーム編集）
「ろうの両親から生まれたぼくが聴こえる世界と聴こえない世界を行き来して考えた３０のこと」（五十嵐大
著）
「耳の聞こえない人、オモロイやん！と思わず言っちゃう本」（大谷邦郎編）
「DVDと動画でわかる　はじめての手話」（モンキー高野著）
「しくみが身につく手話１　入門編」（白水社）
「しくみが身につく手話２　初級編」（白水社）

履修上の注意 講義内容の都合上、受講生の制限を行う。
本授業を受けるにあたり、障がい(難病・慢性疾患等を含む)に起因して合理的配慮を要する場合は、学生部に
相談してください。プライバシーを尊重しながら配慮希望を確認し、委員会承認後に配慮を開始します。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

PBL型授業、グループワーク、ディスカッション、習得した技術を活用したプレゼンテーション

実務経験 横浜市や東京都での特別支援学校（ろう学校16年、知的障害特別支援学校４年、肢体不自由特別支援学校２年
半）での現場教員の経験を有する。また、特別支援教育コーディネーターとしても13年にわたり現場経験を有
し、かつ自分自身が病虚弱特別支援学校に通った経験がある当事者でもある。それらの経験から特別支援教育
の現場で働く教員の声や児童・生徒、保護者等への具体的な指導と理解、また児童相談所や医療機関、当事者
団体等の関係の持ち方等、最新の情報を伝えながら、過去から現在、未来のインクルーシブ社会を見据えられ
るような講義を展開していく。
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4211　4212

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

はじめてのスイーツ&韓国料理

前期 1 1

大塚公子（スイーツ）、趙善玉（韓国料理）、西山良子

ナンバリング：G12C18（1年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 ■A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
□D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

(授業内容)専門の食材料、調理技術、盛り付けのテクニックを講義・デモンストレーションでプロから学び、
菓子、韓国料理をそれぞれ１～３品を調理する。

(授業目標）韓国料理と菓子の基本を実習で学ぶ。身近な材料と道具を使って気軽に、美味しく、個性を生かし
て美しく盛り付けをし、自分でも作れる事、作る楽しさを知る。

(学習成果）
○Ａ：積極的に実習にかかわり、チームワークを築きながら作品を仕上げることができる。
◎Ｅ：講義・実習で学んだ内容を深く理解し、個性を生かして創意工夫し、表現することができる。

授業計画 1 ガイダンス　集中講義（担当 西山）
調理実習について
調理室の使い方、調理の基本、安全・衛生面の注意など

2・3 韓国料理1（実習・GW）　韓国餅　薬食（ヤクシク）（担当 趙先生）
韓国の伝統餅の文化を学ぶ、五味五色の代表的な料理
餅の説明
味のベースとなるソースの作り方
材料の紹介
餅米の蒸し方、餅の形成の仕方

4・5 スイーツ1（実習・GW）　苺のショートケーキ風スコーン・ミックスシトラスゼリー・フレンチ
トーストサンド（担当 大塚先生）
手軽な家庭菓子スコーンをケーキ風に
失敗しないゼリー（ゼラチンの扱い方）
フライパンの扱い方と焼き方のコツ
※オンデマンド課題提示

6・7 韓国料理2（実習・GW）　チャプチェ（担当 趙先生）
発酵エキスを使い韓国の発酵文化と五味五色の文化を学ぶ
宮中料理の代表的な料理
チャプチェの説明
発酵エキスの説明
五味五色の説明
材料の準備の方法
韓国春雨の使い方

8・9 スイーツ2（実習・GW）　プリンアラモード・アールグレー風味のショートブレッド・てりやきチ
キンピザ（担当 大塚先生）
プリンの作り方と盛り付けの工夫
好みの形で楽しむ焼き菓子
ピザ生地のこね方と発酵の仕組み

10・11 韓国料理3（実習・GW）　サムゲタン・ククスジャンク・鶏肉の煮込み・牛肉と茸のお粥（担当
趙先生）
韓国保養食の理論を学ぶ
保養食の代表的な料理
伝統的な麺料理
辛くない鶏肉料理
韓国の伝統的なお粥

12・13 スイーツ3（実習・GW）　キャロットケーキ・オレンジヨーグルトムース・ミートパイ（担当 大
塚先生）
混ぜるだけで作れる人気のケーキ
ギリシャヨーグルトを使ったムース
冷凍生地を利用したジューシーなパイ

14・15 スイーツ4　オンデマンド授業（PBL)　（担当 大塚先生）
オーブンがなくてもできるスイーツ又はおやつを2品考えて撮影する（PBL)
※提出期日(7/3・7/10)

到達目標・基準
C評価になる基準

基本的な韓国料理や菓子を自分で作れるようになる。学んだ知識や技術をふまえて工夫、応用し、自分やまわ
りの食事作りに活かす、役立てる。
○Ａ：進んで実習にかかわり、協力しながら作品を仕上げ、チームワークに貢献できる。
◎Ｅ：基本的な食材や道具の扱い方を知り、調理での安全・衛生について理解、実践できる。
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基本的な韓国料理や菓子を自分で作れるようになる。学んだ知識や技術をふまえて工夫、応用し、自分やまわ
りの食事作りに活かす、役立てる。
○Ａ：進んで実習にかかわり、協力しながら作品を仕上げ、チームワークに貢献できる。
◎Ｅ：基本的な食材や道具の扱い方を知り、調理での安全・衛生について理解、実践できる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：事前にシラバスで実習内容を確認し、料理についての質問などをまとめておく(30分)。
事後学習：事後は実習内容をレシピやノートにまとめて再確認し、担当しなかったり、うまくできなかった料
理を作ってみる(60分)。

指導方法・フィー
ドバック方法

指導方法：デモンストレーションの後、班に分かれて実習する。
　　　　　盛り付けを撮影して、試食、片付け、台の点検を受けてから班ごとに終了する。

フィードバック方法：授業中、授業後の質疑応答、調理後、理解できない部分の解説、課題の評価

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

○Ａ：他者と協力する姿勢（受講態度・班での貢献度・作業効率など）を評価する。
◎Ｅ：調理の基本姿勢（講義・実習の理解度、作品評価、提出課題）により評価する。

提出課題（５０%）　受講態度と貢献度（３０%）　作品の評価（２０%）　を総合的に評価する。
実習授業の為、筆記試験は行わない。

テキスト 毎回、レシピを配布する。

参考書

履修上の注意 料理に対する姿勢が重要なため、特に安全・衛生面に気を付ける事。
毎回、エプロン、三角巾持参。
※食物アレルギーのある学生は、事前に申告すること。
※調理に伴う食材費および消耗品費は別途徴収する。受講後の履修中止があった場合も返金はできない。
※授業で使用する食材や消耗品の費用は別途演習費として徴収いたします。
　履修修正期間後に履修登録している学生は支払い義務が生じます。支払い後の返金はできません。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

実習、グループワーク、PBL

実務経験 大塚公子（スイーツ）：女子栄養大学短期大学部助手業務を経て、株式会社東彩ガス（現日本瓦斯株式会社・
ニチガス）料理教室講師（現在２６年目）を勤めながら、小学校、高等学校での料理教室や都内各所における
料理講座や地域貢献等を行い、また婦人之友社「明日の友」の料理ページを担当するなど幅広い活動の経験を
生かした授業を行います。

趙善玉（韓国料理）：「趙・善玉 料理研究院」院長。
キムチ名人(韓国WFCC第6-3号)・餅名人(韓国WFCC第7-2号)・韓食大家・韓食名匠・日韓農水産食文化協会会長
韓国宮中伝統料理、韓国伝統餅・韓菓子、キムチ、韓国伝統発酵醬などに関する知識や大使館や多種イベン
ト、（株）ホテルオークラ をはじめ、多数のホテルの韓国料理の監修などした経験を生かした講義をします。
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4221　4222

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

作って学ぶ：おうちご飯の基本

後期 1 1

川嶋比野

ナンバリング：G12C19（1年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 ■A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
□D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

(授業内容)
家庭で美味しく盛り付けて食べられる、和・洋・中の基本の調理手法を修得するための実習である。基本的な
調理用具・機器類・食器などについて、その使用用途を理解し、食材の美味しさを引き出す調理技術を身に付
ける。

(授業目標）
食品の特性と調理性を理解し、安全で、美味しい家庭料理を調理するための基本技能を修得する。

(学習成果）
○Ａ：
コミュニケーションをとりながら物事をチームで円滑に進めていくことができる。
◎Ｅ：
①基本的な調理操作として、食品の選択と下処理、調理用具及び機器類の扱い方、火の取り扱い方を理解し、
正しく調理することができる。
②食材を生かした調理操作として、非加熱調理、加熱調理が効率よくできる。
③美味しさを引き出すための調味の仕方、食感を生かした切り方、香りを生かした調理ができる。
④包丁を安全に効率よく使いこなすことができる。
⑤食品の安全を守るための衛生管理を含めた食材の取り扱いができるようになる。
⑥美味しそうに盛り付けることができる。

（各実習回のTQ）
本日の実習のメニューがもっと美味しそうに見せるためには、どんな器に、どんな工夫をして盛り付けると良
いでしょうか？

授業計画 1 ガイダンス（オンデマンド授業）
・実習を受ける前にガイダンス（実習の受け方）のオンデマンド授業を受け、必ず課題のテスト
で満点を取ること。テストは何度でも提出できる。満点を取れていない学生は実習を受講するこ
とができない。受講生の安全のためである。
・実習の心得と注意事項をよく聞き、実行できるようになる。
・衛生管理の基本について理解する。
・計量法を学び正しい計量ができるようになる。
・授業の受け方や評価等について理解する。

2 日本料理1（実習，PBL）　※２回分の授業実施
・日本料理の基本的な調理器具を扱えるようになる。
・白ご飯・あさりの潮汁・ほうれん草のお浸し・茄子の揚げ煮・漬物の調理法・盛り付けを身に
付ける。
・青菜を色良く茹でる方法を身に付ける。
・一汁三菜の基本を学ぶ。

3 西洋料理1（実習，PBL）　※２回分の授業実施
・西洋料理の基本的な調理器具を扱えるようになる。
・ミネストローネ・チーズカツレツ・ストロベリースムージーの調理法・盛り付けを身に付け
る。
・基本的な包丁の使い方を身に付ける。

4 西洋料理2（実習，PBL）　※２回分の授業実施
・コンソメスープ・ベシャメルがけピラフ・コールスローの調理法・盛り付けを身に付ける。
・エビの下処理法を身に付ける。
・ルウの種類について学ぶ。

5 日本料理２（実習，PBL）　※２回分の授業実施
・きのこご飯・筑前煮・だし巻き卵の調理法・盛り付けを身に付ける。
・炊き込みご飯を作れるようになる。
・美味しく見えるお弁当の盛り付け方を身に付ける。
・美味しい日本茶（緑茶）を淹れられるようになる。

6 中国料理1（実習，PBL）　※２回分の授業実施
・中国料理の基本的な調理器具を扱えるようになる。
・白ご飯・チンジャオロース・エビチリ・餃子の調理法・盛り付けを身に付ける。
・美味しい烏龍茶を淹れられるようになる。

7 西洋料理2（実習，PBL）　※２回分の授業実施
・ローストチキン（グレービーソース）・チーズリゾット・フルーツタルトの調理法・盛り付け
を身に付ける。
・カスタードクリームを作れるようになる。
・美味しい紅茶を淹れられるようになる。
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7 西洋料理2（実習，PBL）　※２回分の授業実施
・ローストチキン（グレービーソース）・チーズリゾット・フルーツタルトの調理法・盛り付け
を身に付ける。
・カスタードクリームを作れるようになる。
・美味しい紅茶を淹れられるようになる。

8 実践演習（オンデマンド授業）　※２回分の授業課題
・実習で学んだ料理を２品以上（白米や飲み物以外）自宅で作り、美味しそうに盛り付け、家族
や友人にふるまう。
・完成写真と食卓での集合写真、および自身が作った感想とふるまった方々の感想をレポートに
して提出する。

到達目標・基準
C評価になる基準

○Ａ：
コミュニケーションをとりながら物事を進めていく努力ができる。
◎Ｅ：
①基本的な調理操作として、食品の選択と下処理、調理用具及び機器類の扱い方、火の取り扱い方を理解して
いる。
②食材を生かした調理操作として、非加熱調理、加熱調理ができる。
③美味しさを引き出すための工夫ができる。
④包丁を安全に使うことができる。
⑤食品の安全を守るための衛生管理を含めた食材の取り扱いの基本ができる。
⑥綺麗に盛り付けることができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前事後学習
事前学習：Classroomを事前に必ず確認すること。献立を確認し、デモンストレーションの動画を事前に視聴し
て作り方を把握しておくこと。（30分程度）

事後学習：実習後は指定のレポートを作成し、反省を踏まえて自宅等でもう一度調理すること。練習して初め
て身に付く技術である。実習のデモンストレーションは動画としてClassroomにアップするので、理解できな
かった箇所は見直して復習しておくこと。（30分程度）

指導方法・フィー
ドバック方法

指導方法
・隔週で２限続きの授業を実施する。予定表をよく見て出席すること。
・調理のポイントについて説明を行い、グループごとに調理を行う。
・試食前に各グループの実習内容を評価する。
・後片付けの後、点検を受け、グループごとに終了となる。

フィードバックの仕方：
①実習、②１人前の料理を提出（学生）、③出来上がりをコメントおよび評価、④実習で学んだことをまとめ
たレポートを提出（学生）、⑤オンデマンド課題を提出（学生）、⑥課題へのコメントおよび評価、⑥実習中
および実習後の質疑応答

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

○Ａ：グループで作った料理の出来上がりやレポートを評価する。
◎Ｅ：食材を生かした正しい調理を行い、美味しそうに盛り付けることができるかを提出された課題により評
価する。

実習で作った料理の出来上がり (50%)，レポート提出(10%)，自宅調理課題(40%)を総合的に評価する。
実習科目のため、技術と成果およびレポートを評価するので筆記試験は行わない。

テキスト なし
※レシピについては、印刷したものを配布する。

参考書 調理のためのベーシックデータ

履修上の注意 ・13週目以降は授業を行わない。事前に課したオンデマンド授業の課題を期限までに提出することで出席とな
る。
・実習中は、刃物や火の取り扱いには十分気をつけて行動し、教員の指示に従い、安全に留意する。
・授業で使用する食材や消耗品の費用は別途演習費として徴収する。履修修正期間後に履修登録している学生
は支払い義務が生じる。支払い後の返金はできない。
・実習中は、刃物や火の取り扱いには十分気をつけて行動し、教員の指示に従い、安全に留意する。清潔なエ
プロンと三角巾（又は白衣と帽子）を持参すること。着用しないと授業に参加することができないので忘れな
いこと。
・体調が悪い場合は、食中毒や怪我の危険があるため、連絡の上、授業を欠席すること。
・食物アレルギーの有無について授業前に調査を行うが、調理担当変更，見学，試食を避ける，欠席などの対
応についてはアレルギーの程度によって各自で判断し、教員に申し出て行うこと。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

実習、PBL

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4261　4262　4263

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

スポーツ実習

Sports Practicum

前期・後期 1・2 1

澁木祥子、髙橋佳子

ナンバリング：G13C20（1年生） ナンバリング：G14C20（2年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 ■A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
□D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

(授業内容)
球技種目（バドミントン、ソフトバレーボール、卓球、ニュースポーツ）の基礎技術を取得し、ゲームを行
う。
(授業目標)
運動を通して、日常生活に必要な基礎体力をつける習慣を身につけるために、ストレッチとエクササイズを継
続して実施し、自身の体調の変化に気がつくようにする。ゲームを通して、他者と協働することの意義や楽し
さを体得できるようにする。
(学習成果)
◎Ａ：ゲーム実施の際、自身の役割を理解し、チームに貢献することで責任感を養うことができる。
〇Ｅ：球技種目（バドミントン、ソフトバレーボール、卓球、ニュースポーツ）の基礎技術を修得することが
できる。

授業計画 1 ガイダンス・球技①基礎（実習：ドッジボール） 【対面】（グループ/ペアワーク）
目的、授業における留意点、評価方法の説明、自己紹介
ストレッチ、ドッジボール（基礎練習）

2 ニュースポーツとは・・・【オンデマンド】
ニュースポーツの意義、特徴
ニュースポーツをひとつ取り上げ、分析する

3 ニュースポーツ①基礎・球技②基礎（実習：ドッヂビー、バドミントン1）【対面】（グループ/
ペアワーク）
ストレッチ、ドッヂビー（基礎練習・ゲーム）、バドミントン（基礎練習）

4 球技②応用（実習：バドミントン2）【対面】（グループ/ペアワーク）
ストレッチ、バドミントン（ゲーム）

5 球技③基礎（実習：ソフトバレーボール1）【対面】（グループ/ペアワーク）
ストレッチ、ソフトバレーボール（基礎練習）
パラリンピック競技について

6 球技③応用（実習：ソフトバレーボール2）【対面】（グループ/ペアワーク）
ストレッチ、ソフトバレーボール（ゲーム）
シッティングバレーボール（ゲーム）

7 ニュースポーツ①基礎（実習：ボッチャ）【対面】（グループ/ペアワーク）
ストレッチ、ボッチャ（基礎練習、ゲーム）
アダプテッド・スポーツについて

8 ニュースポーツ②基礎（実習：インディアカ1）【対面】（グループ/ペアワーク）
ストレッチ、インディアカ（基礎練習）

9 ニュースポーツ②応用（実習：インディアカ2）【対面】（グループ/ペアワーク）
ストレッチ、インディアカ（ゲーム）

10 ニュースポーツ③基礎（実習：ユニホック）【対面】（グループ/ペアワーク）
ストレッチ、ユニホック（基礎練習、ゲーム）

11 球技④基礎（実習：ポートボール）【対面】（グループ/ペアワーク）
ストレッチ、ポートボール（基礎練習、ゲーム）

12 球技⑤基礎（実習：卓球）【対面】（ペアワーク）
ストレッチ、卓球（基礎、ゲーム）

13 オリンピック、パラリンピックについて【オンデマンド】
パラリンピック競技をひとつ取り上げ、分析する
アダプテッド・スポーツへの理解を深める

14 ニュースポーツ④基礎（実習：キンボール）【対面】（グループ/ペアワーク）
ストレッチ、キンボール（基礎練習、ゲーム）

15 生涯スポーツ【オンデマンド】
生涯スポーツの意義と役割を考える
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到達目標・基準
C評価になる基準

◎Ａ：チーム内においての自身の役割を見つけ参加することができる。
〇Ｅ：ルールにのっとり、楽しくスポーツすることができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：次週の授業までに日常生活の中でスポーツに関するニュースや書籍に目を通すようにする。（30分
程度）
事後学習：スポーツする楽しさと意義を感じ、日常生活の中にスポーツすることを取り込んでいくようにす
る。（30分程度）

指導方法・フィー
ドバック方法

実技演習
①準備運動としてストレッチやエクササイズを行い、その日の体調を確認する。
②各々のスポーツ種目の基礎技術を練習し修得する。
③ゲームのルールを説明した後、ゲームを行う。ゲームを楽しむ中で、スポーツを楽しむためには何が必要か
　を考えさせる。
フィードバックの仕方：実技と技能カードやGoogleフォームでの感想を総合的に評価し、授業時に返却する。
質問があった場合には、個別に対応する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎Ａ：ゲーム中においてチームにおける貢献度と受講態度、また技能カードやGoogleフォームでの提出物に対
する取り組みを評価する。
〇Ｅ：各種目における技能を評価する。

チームへの貢献度20％、受講態度10％、提出物40％、各種目における技能達成度30％

テキスト なし
必要に応じてプリントを配布する。

参考書 「YOGAポーズ解剖図鑑」成美堂出版
「深堀真由美のからだスッキリヨガプログラム」深堀真由美著　主婦の友社
「スタビライゼーション」小林敬和編著　ベースボールマガジン社

履修上の注意 ①受講資格：健康診断（心電図も含む）において問題がないと認められた者。
②体育館シューズ・ジャージ等、運動に適したものを各自で用意し、長爪やアクセサリー等は外すこと。
③3週分のオンデマンド講座がある。指示通りに課題の提出を行うこと。
④学内行事等の都合により、実習場所の関係から授業計画が前後する場合がある。その際は、事前に周知す
る。
⑤この授業において、障がい等により配慮を希望する学生は、事前に担当教員もしくは学生部までご相談くだ
さい。必要に応じて、合理的配慮を提供するための対応を検討します。ご相談内容はプライバシーを尊重し、
適切に取り扱います。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

グループワーク、ペアワーク、実習
ICTを活用し、スマートフォンやパソコンを使用し、Googleフォームの事後アンケートに回答してもらう。

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4271

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

ダンスパフォーマンス（国際）

前期 1 1

澁木祥子

ナンバリング：G13C21（1年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 ■A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
□D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

(授業内容)
準備運動としてストレッチを実施する中で、心身をほぐす。リズムダンスの基礎的なステップを修得後、リズ
ムに合わせて踊れるよう練習を実施する。
(授業目標)
習得した曲の中から自身の課題曲を決定し、グループでフォーメーションの創作を実施し、人前で発表できる
ようにする。
(学習成果)
◎Ａ：自身の課題曲で、グループ創作を行い、チームをまとめる力を身につけることができる。
〇Ｅ：準備運動としてストレッチを行い、リズムダンスの基礎的なステップを修得することで個人の身体表現
を磨き、リズムに乗って楽しく踊ることができる。

授業計画 1 ガイダンス（自己紹介）・ストレッチ、ウォームアップ【対面】（ペアワーク）
目的、授業における留意点、課題や評価方法の説明、自己紹介
ストレッチ、基礎練習、リズムダンス(ウォームアップ、アイソレーション)

2 ダンスを「みる」分析① 【オンデマンド】
ダンス作品をみる
1、振付、2、芸術面、3 、構成面、4、制作面　5、出演ダンサーの身体と感情表現を分析する

3 リズムダンス①-1（実習：ヒップホップ）【対面】
ストレッチ、基礎練習、リズムダンスを習得する(各種ステップ・フレーズ①)

4 リズムダンス①-2（実習：ヒップホップ）【対面】
ストレッチ、基礎練習、リズムダンスを習得する(各種ステップ・フレーズ①仕上げ)

5 リズムダンス②-1（実習：ジャズダンス）【対面】
ストレッチ、基礎練習、リズムダンス(各種ステップ・フレーズ②)

6 リズムダンス②-2（実習：ジャズダンス）【対面】
ストレッチ、基礎練習、リズムダンス(各種ステップ・フレーズ②)

7 リズムダンス②-3（実習：ジャズダンス）【対面】
ストレッチ、基礎練習、リズムダンス(各種ステップ・フレーズ②仕上げ)

8 リズムダンス③-1（実習：モダンダンス／コンテンポラリーダンス）【対面】
ストレッチ、基礎練習、リズムダンス(各種ステップ・フレーズ③)

9 リズムダンス③-2（実習：モダンダンス／コンテンポラリーダンス）【対面】
ストレッチ、基礎練習、リズムダンス(各種ステップ・フレーズ③)

10 リズムダンス③-3（実習：モダンダンス／コンテンポラリーダンス）・グループ創作①（グルー
プワーク）【対面】
ストレッチ、基礎練習、リズムダンス(各種ステップ・フレーズ③仕上げ)
グループ創作（構成作り）（ICT：iPad）

11 ダンスを「みる」分析② 【オンデマンド】
ダンス作品を分析する
1、振付、2、芸術面、3 、構成面、4、制作面　5、出演ダンサーの身体と感情表現を分析する

12 グループ創作②（グループワーク/ICT）【対面】
ストレッチ、グループ創作(振り作り）（ICT：iPad）

13 グループ創作③（グループワーク/ICT）【対面】
ストレッチ、グループ創作（踊り込み）(ICT：iPad）

14 創作ダンス発表【対面】（グループワーク）
グループ創作した作品発表(ICT：iPad）

15 ダンスを「みる」分析③　創作作品のダンス鑑賞【オンデマンド】
グループ創作した作品を鑑賞する
自身のダンスパフォーマンスを振り返る

到達目標・基準
C評価になる基準

◎Ａ：自身にあった課題曲を自分で選択し、創作活動に参加することができる。
〇Ｅ：軽いエクササイズやストレッチ、リズムダンスに苦手意識を持たずに楽しみ参加することができる。
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事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：自分自身の身体の変化に気がつけるようにチェックを行う。（30分）
事後学習：毎回導入として行うストレッチやマッサージの方法を覚え、日常生活でも実践していくようにす
る。（30分）

指導方法・フィー
ドバック方法

戸板ホールで実習・Googleフォーム提出
①準備運動としてストレッチを行い、その日の体調を確認する。
②ウォームアップを音楽に合わせて行い、リズムに合わせて動くたのしさを感じ、健康でしなやかな日常生活
を送れるようにする。
③リズムダンスを習得した後、グループ創作を行う。個人の身体表現を磨き、他者との身体コミュニケーショ
ンを行う意義について理解を深めさせる。
フィードバックの方法：iPadで動きや作品を撮影し、その動画を用いて改善していく。質問があった場合に
は、個別に対応する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎Ａ：グループ活動時の貢献度と受講態度、またGoogleフォームなど提出物に対する取り組みを評価する。
〇Ｅ：個人技能を評価する。

グループへの貢献度20％、受講態度10％、提出物40％、個人技能達成度30％（合計100％）

テキスト なし
必要に応じてプリントを配布する。

参考書 「YOGAポーズ解剖図鑑」成美堂出版
「深堀真由美のからだスッキリヨガプログラム」深堀真由美著　主婦の友社
「プロッフェッショナルピラーティス」アラン・ハードマン著　池田美紀訳　ガイアブックス
「ダンス解剖学」ジャッキ･グリーン・ハース著　武田淳也監訳　ベースボール･マガジン社

履修上の注意 ①受講資格：健康診断(心電図も含む）において問題がないと認められた者。
②体育館シューズ・ジャージ等、運動に適したものを各自で用意し、長爪やアクセサリー等は外すこと。
③3週分のオンデマンド講座がある。指示通りに課題の提出を行うこと。
④この授業において、障がい等により配慮を希望する学生は、事前に担当教員もしくは学生部までご相談くだ
さい。必要に応じて、合理的配慮を提供するための対応を検討します。ご相談内容はプライバシーを尊重し、
適切に取り扱います。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

グループワーク、ペアワーク、実習、創作
ICTを活用し、スマホやパソコンを使用し、Googleフォームの事後アンケートに回答してもらう。

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4291　4292

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

K-POPダンス

K-POP Dance

後期 1・2 1

澁木祥子

ナンバリング：G13C22（1年生） ナンバリング：G14C22（2年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 ■A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
□D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

(授業内容)
準備運動としてストレッチを実施する中で、心身をほぐす。K-POPダンスの歴史の中で優れた評価を受けた作品
を取り上げ、そこで踊られるダンスのテクニックや振付法を実際に掘り起しをし、踊ることにより実践的に学
ぶ。
(授業目標)
K-POPダンスの歴史の中で優れた評価を受けた作品を取り上げ、そこで踊られるダンスのテクニックや振付法を
実際に掘り起しをし、踊ることにより実践的に学ぶことを目標とする。また文献や動画鑑賞によって作品や技
術の研究、分析を行い、K-POPダンスに対する技術、振付、歴史的背景などについて総合的に理解を深めること
を目標とする。
(学習成果)
◎Ａ：選択した曲の中からグループ創作を実施し、チームをまとめる力を身につけることができる。
〇Ｅ：K-POPダンスに対する技術、振付、歴史的背景などについて総合的に理解を深め、K-POPの基礎的なス
テップを修得することで個人の身体表現を磨き、他者へアウトプットすることができる。

授業計画 1 ガイダンス（自己紹介）【対面】
目的、授業における留意点、評価方法の説明、自己紹介

2 ストレッチ、ウォームアップ・K-POPダンス①-1（実習：リズムダンス）【対面】
ストレッチ、基礎練習、K-POPダンスを習得する(ウォームアップ)

3 K-POPダンス①-2（実習：リズムダンス）【対面】
ストレッチ、基礎練習、K-POPダンスを習得する(各種ステップ)

4 K-POPダンス①-3（実習：リズムダンス）【対面】
ストレッチ、基礎練習、K-POPダンスを習得する(各種ステップ・仕上げ)

5 K-POPダンス②-1　振り起し分析【オンデマンド】
過去の優れたK-POPダンス作品の中から選択し、K-POPダンス作品の映像を鑑賞する。
作品のコンセプト、動きの特徴などを観察し、分析する。

6 K-POPダンス②-2　振り起し分析【オンデマンド】
選択したK-POPダンス作品の振りや、構成を身体的に表現できるようにする。
グループごとにフレーズを分担し、作品の振り起しと分析を行う。
オリジナル作品に近い形で再現できるようにする。

7 K-POPダンス②-3　振り起し分析【対面】（グループワーク）
選択したK-POPダンス作品の振りや、構成を身体的に表現できるようにする。
グループごとに、さらに作品分析の精度を高め、選択した作品を再現できるようにする。

8 K-POPダンス③-1（実習：リズムダンス）【対面】（グループワーク/ICT）
ストレッチ、基礎練習、K-POPダンスを習得する(各種ステップ)

9 K-POPダンス③-2（実習：リズムダンス）【対面】（グループワーク）
ストレッチ、基礎練習、K-POPダンスを習得する(各種ステップ・仕上げ)

10 K-POPダンス②-4　実演発表【対面】（グループワーク）
グループごとに選択した作品の口頭発表、実演発表を行い、各作品の特徴について、理解を深め
る。
他グループの振り起しされたK-POPダンス作品を体験し、再現する。

11 K-POPダンス②-5　実演発表【対面】（グループワーク）
グループごとに選択した作品の口頭発表、実演発表を行い、各作品の特徴について、理解を深め
る。
他グループは、振り起しされたK-POPダンス作品を体験し、再現する。

12 グループ創作1（グループワーク）【対面】
ストレッチ、グループ創作（構成作り）（ICT：iPad）

13 グループ創作2（グループワーク）【対面】
ストレッチ、グループ創作(踊り込み）（ICT：iPad）

14 K-POPダンス　創作発表（グループワーク）【対面】
グループ創作した作品発表(ICT：iPad）

15 K-POPダンス　作品鑑賞【オンデマンド】
グループ創作した作品発表を鑑賞し、自身の実演発表を振り返る。
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15 K-POPダンス　作品鑑賞【オンデマンド】
グループ創作した作品発表を鑑賞し、自身の実演発表を振り返る。

到達目標・基準
C評価になる基準

◎Ａ：自身にあった課題曲を自分で選択し、創作活動に参加することができる。
〇Ｅ：軽いエクササイズやストレッチ、K-POPダンスに苦手意識を持たずに楽しみ参加することができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：自分自身の身体の変化に気がつけるようにチェックを行う。（30分程度）
事後学習：毎回導入として行うストレッチやマッサージの方法を覚え、日常生活でも実践していくようにす
る。（30分程度）

指導方法・フィー
ドバック方法

戸板ホールで実習・Googleフォーム提出
①準備運動としてストレッチを行い、その日の体調を確認する。
②ウォームアップを音楽に合わせて行い、リズムに合わせて動くたのしさを修得し、健康でしなやかな日常生
活を送れるようにする。
③K-POPダンスを習得した後、グループ創作を行う。個人の身体表現を磨き、他者との身体コミュニケーション
を行う意義について理解を深めさせる。
フィードバックの方法：iPadで動きや作品を撮影し、その動画を用いて改善していく。質問があった場合に
は、個別に対応する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎Ａ：グループ活動時の貢献度と受講態度、またGoogleフォームなど提出物に対する取り組みを評価する。
〇Ｅ：個人技能を評価する。

グループへの貢献度20％、受講態度10％、提出物40％、個人技能達成度30％

テキスト なし
必要に応じてプリントを配布する。

参考書 「YOGAポーズ解剖図鑑」成美堂出版
「深堀真由美のからだスッキリヨガプログラム」深堀真由美著　主婦の友社
「K-POP現代史　――韓国大衆音楽の誕生からＢＴＳまで」山本浄邦著　筑摩書房
「K-POPはなぜ世界を熱くするのか」田中絵里菜著　朝日出版社

履修上の注意 ①受講資格：健康診断(心電図も含む）において問題がないと認められた者。
②体育館シューズ・ジャージ等、運動に適したものを各自で用意し、長爪やアクセサリー等は外すこと。
③3週分のオンデマンド講座がある。指示通りに課題の提出を行うこと。
④この授業において、障がい等により配慮を希望する学生は、事前に担当教員もしくは学生部までご相談くだ
さい。必要に応じて、合理的配慮を提供するための対応を検討します。ご相談内容はプライバシーを尊重し、
適切に取り扱います。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

グループワーク、ペアワーク、実習、プレゼンテーションを取り入れ、実践的に学修を進める。
個人のダンスや表現活動の記録（iPad・スマートフォンの活用）、事後課題の提出、プレゼンテーション資料
の作成にICTを活用する。

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4281　4282

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

スポーツレクリエーション

Sports and Recreation

前期・後期 1・2 1

澁木祥子

ナンバリング：G13C23（1年生） ナンバリング：G14C23（2年生） 授業方法：対面

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

■B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
□D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
準備運動としてストレッチを実施する中で、心身をほぐす。様々なスポーツ種目の基礎技術を修得し、ゲーム
を実施する。ダンスにおいては、基礎的なステップを修得し、リズムに合わせて踊れるよう練習を実施する。
実施期間：5日間（土曜日）
実習場所：八王子キャンパス
（授業目標）
ゲームやダンスを通して、自身にあった生涯スポーツやダンスを発見し、楽しみながら健康・体力の維持・増
進を図ることを目標とする。
（学習成果）
○Ｂ：習得した基礎技術を使用して、ゲームやダンスができる。
◎Ｅ：自身にあった運動を見つけ、参加することができる。

授業計画 １ 体つくり運動（実習：体ほぐし・ストレッチ）【対面】（グループ/ペアワーク）
体ほぐし、ストレッチ、ドッヂビー

２ ニュースポーツ①基礎（実習：グランドゴルフ）【対面】（グループ/ペアワーク）
グランドゴルフ（基礎練習）

３ ニュースポーツ①応用（実習：グランドゴルフ）【対面】（グループ/ペアワーク）
グランドゴルフ（ゲーム）

４ 体つくり運動（実習：エクササイズ・エアロビクスダンス）【対面】（グループ/ペアワーク）
ストレッチ、エクササイズ、エアロビクスダンス

５ ニュースポーツ②基礎（実習：インディアカ）【対面】（グループ/ペアワーク）
シッティングバレーボール（基礎練習・ゲーム）、インディアカ（基礎練習）

６ ニュースポーツ②応用（実習：インディアカ）【対面】（グループ/ペアワーク）
インディアカ（ゲーム）

７ 体つくり運動（実習：体ほぐし・エアロビクスダンス）【対面】（グループ/ペアワーク）
体ほぐし、ストレッチ、エアロビクスダンス

８ ダンス（実習：リズムダンス）【対面】（グループ/ペアワーク）
ダンス（ステップ練習、フレーズ練習）

９ 球技①基礎・応用（実習：ポートボール）【対面】（グループ/ペアワーク）
ポートボール（基礎練習、ゲーム）

10 体つくり運動（実習：体ほぐし・ストレッチ）【対面】（グループ/ペアワーク）
体ほぐし、ストレッチ、ドッヂビー

11 ラケット種目①基礎（実習：卓球）【対面】（グループ/ペアワーク）
卓球（基礎練習・ゲーム）

12 ラケット種目①応用（実習：バウンドテニス）【対面】（グループ/ペアワーク）
バウンドテニス（基礎練習・ゲーム）

13 体つくり運動（実習：ストレッチ・エクササイズ）【対面】（グループ/ペアワーク）
ストレッチ、エクササイズ

14 ニュースポーツ基礎③（実習：モルック・キンボール）【対面】（グループ/ペアワーク）
モルック（基礎練習・ゲーム）

15 ニュースポーツ③応用（実習：キンボール）【対面】（グループ/ペアワーク）
キンボール（基礎練習・ゲーム）

到達目標・基準
C評価になる基準

○Ｂ：各種スポーツ、ダンスの基礎技術を修得できる。
◎Ｅ：健康・体力の維持・増進を図る姿勢を身に付けることができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：今後の自身の生活に活かせるように「生涯スポーツ」について調べておく。（30分程度）
事後学習：授業内で実施したスポーツ種目と、自身の日常生活との関わり方について考える。（30分程度）
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指導方法・フィー
ドバック方法

①準備運動として、ストレッチやエクササイズ（エアロビクスダンス）を行い、その日の体調を確認する。
②各々のスポーツ種目やダンスの基礎技術を練習し、修得する。
③ゲームのルールを説明した後、ゲームを行う。ダンスの場合は、リズムに合わせて踊れるよう練習する。
④生涯にわたって楽しく続けられるスポーツ技術、運動能力を身に付けるにはどのような工夫が必要か考えさ
せ、それらをゲーム（ダンス）のルールに適用させて、ゲーム（ダンス）を行う。
フィードバックの方法：実技や技能カード等を総合的に評価し、授業時に返却する。質問があった場合には、
個別に対応する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

○Ｂ：各種目における技能を評価する。
◎Ｅ：積極的にスポーツ・ダンスを実施しているか、チームにおける貢献度と受講態度、また事後課題等の提
出物に対する取り組みを評価する。

チームへの貢献度20％、受講態度10％、提出物40％、各種目における技能達成度30％

テキスト なし
必要に応じてプリントを配布する。

参考書 特になし

履修上の注意 ①受講資格：健康診断（心電図も含む）において問題がないと認められた者。
②受講時の注意事項：運動靴・ジャージ等、運動に適したものを各自で用意し、長爪やアクセサリー等ははず
すこと。
③事前オリエンテーション：事前に指定されたオリエンテーションに必ず参加すること。
④実習期間：5日間(土曜日隔週）※実習期間は、5日間となるため、1日に3回分の授業を実施する。
⑤実習場所：八王子キャンパスで実施する。
⑥履修人数によって、実施できるスポーツが異なるため、授業内容が変更になる場合がある。その際は再度説
明を行う。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

グループワーク、ペアワーク、実習
ICTを活用し、スマホやパソコンを使用し、Googleフォームの事後アンケートに回答してもらう。

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4301　4302　4303　4304

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

Integrated English（Fashion）

Integrated English（Fashion）

前期 1 1

中村公子（契約講師：STYLIANOU Alexander）、玉川明日美

ナンバリング：G14C24（1年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

■B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
□D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
読む・書く・聞く・話すの4技能をバランスよく身につけられるよう、Reading/Writingを日本人講師から
Listening/Speakingをネイティブ講師から学ぶ。RWでは、英文を正確に読み取るためのリーディングスキル
と、自らの考えを伝えるためのライティング技法を学ぶ。LSでは、ビジネスシーンでのコミュニケーションが
円滑に運ぶための表現やフレーズをロールプレイなどさまざまなアクティビティを通して身につける。双方の
内容を通して、英語圏におけるものの考え方や文化的背景を知る。

（授業目標)
多角的なアプローチにより、バランスの取れた4技能のスキルアップを図るとともに、グローバルな視点を身に
つける。

（学習成果）
◎Ｂ：(RW) 扱った内容に関連する事柄についての知識を深め、自らのことばでレポートや発表に繋げることが
できる。
　　　(LS) 日常のさまざまな場面における幅広いトピックに英語で応対できる力を身につける。

〇Ｅ：(RW) 英語特有の発想や表現パターンを理解し応用できる。文化の違いについての造詣を深めることがで
きる。
　　　(LS) 専攻の学修内容（服飾）に関連した語彙を理解し、使えることを目指す。既習の語句やプレゼン
テーション・スキルを応用して、わかりやすいプレゼンテーションを組み立てて発表する力を身につける。

授業計画 1 RW/LS RW/LS: Orientation （オンデマンド）
授業内容及び受講方法について、それぞれでガイダンスと導入Lessonを実施する。
RW: 授業ガイダンス。文化による衣装の違いを考える。
LS: Course & Project introduction, Orientation

2,3 RW RW: Unit 1 Why Do We Wear Clothes?（PBL）
文化や時代、場面によって変化する衣類について知る。

2,3 LS LS: PBL Lesson 1 Brainstorming /  Project Lesson 2 Signposting Language（PBL)
グループでリサーチ・トピックとターゲットとなるファッション・スタイルを相談し、決める。
分かりやすいプレゼンに応用できる語句(signposting language)を学ぶ。

4,5 RW RW: Unit 1 Why Do We Wear Clothes? / Unit 2 The History of Clothes（ペア/グループワー
ク）
時代によって変化する美的感覚の変遷を知る。
衣類の歴史と服作りの進歩を知る。

4,5 LS LS: ESP Lesson 1 Product Promotion and Marketing / ESP Lesson 2 Fashion Displays（グ
ループワーク）
アパレル商品の説明、プロモーション、マーケティングに使われる基本語彙を学ぶ。
店舗ディスプレイの関連語彙を学び、練習する。

6,7 RW RW: Unit 2 The History of Clothes / Unit 5 Fabrics　（ペア/グループワーク）
Unit 1 まとめテスト
過去と現代の衣服の違いについて考える。
さまざまな繊維とその使われ方を知る。

6,7 LS LS: ESP Lesson 3 Garments and Colors / Quiz 1 on ESP 1, 2 (with listening questions) /
ESP Lesson 4 Garment Creation【対面】（グループワーク）
服の色、スタイル、付属品に関する語彙を学ぶ。
小テスト①（ESP Lesson 1, 2に関する語彙。リスニング問題を含む）
服の作り方の間煉獄および応用表現を練習する。

8,9 RW RW: Unit 5 Fabrics  /  Unit 6 The Clothing Industry　(プレゼンテーション）
Unit 2　まとめテスト
繊維についてのグループ内発表
ファッション業界における職業について考える。

8,9 LS LS: PBL Lesson 3 Using visual aids / Quiz 2 on ESP 3, 4 (with listening questions)  /
PBL Lesson 4 Body language and Gestures【対面】（PBL)
プレゼンテーション発表用の効果的な視覚資料の作り方を学修し、応用する。
小テスト②（ESP 3, 4に関する語彙。リスニング問題を含む）
発表時の適切なジェスチャーの使い方を学修し、スクリプト等、自分のプレゼンテーションを作
る。
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プレゼンテーション発表用の効果的な視覚資料の作り方を学修し、応用する。
小テスト②（ESP 3, 4に関する語彙。リスニング問題を含む）
発表時の適切なジェスチャーの使い方を学修し、スクリプト等、自分のプレゼンテーションを作
る。

10,11 RW RW: Unit 6 The Clothing Industry（ペア/グループワーク）
ファッションの流通について知る。

10,11 LS LS: ESP Lesson 5 Fabric Types / ESP Lesson 6 Fabric Patterns（オンデマンド）
生地の種類や代表的な模様に関する語彙を学び、それらを説明する練習をする。
プリント課題に取り組み、確認クイズに回答することで出席とみなす。

12,13 RW RW:  Unit 6 The Clothing Industry & Summary（ペア/グループワーク）
Unit 6 まとめテスト
ファッション業界における様々な問題について考える。

12,13 LS LS: PBL Lesson 5 & 6 Presentation Final Practice /  Quiz 3 on ESP 5, 6 (with listening
questions)（PBL)
プレゼンテーションの発表練習をする。
小テスト③（ESP5, 6に関する語彙、リスニング問題含む）
プレゼンテーションの内容他について、フィードバックを受け、修正する。

14,15 RW RW: Unit 3 Traditional Costume （PBL)
Traditional costumeについての解説スライドを視聴し、指定のレポートを作成する。課題の提出
をもって出席とみなす。

14,15 LS LS: PBL Lesson 7 Final Presentations（プレゼンテーション）
最終プレゼンテーションの発表を行い、フィードバックを受ける。前期の学修の自己振り返りを
行う。

到達目標・基準
C評価になる基準

◎Ｂ：(RW) テキストを正しく理解し、さらに内容を深堀りして自らの学びに繋げることができる。
      (LS) 場面に適したコミュニケーションを適切な英語を用いて行うことができる。

〇Ｅ：(RW) スキミングやスキャニングなどのリーディング技法を用いて、英文の主旨を正確に掴むことができ
る。
      (LS) 英文の内容を正しく理解できる。英語らしい表現で自らの考えを表すことができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習
（RW）前週の既習内容についての振り返りを行う。発表やレポートの準備を進める。(約30分)
（LS）事前・事後両方の学修が必須。プレゼンテーションに必要な全ての項目の準備を進めて学期末の発表に
備える。(約30分)

事後学習
（RW）授業時に課されたワークや課題に取り組み、知識の定着を図る。(約30分)
（LS）既習語彙の復習を行う。（約30分）

指導方法・フィー
ドバック方法

RWとLSを1週交代で実施する。それぞれの指導方法については以下の通り。

（RW）各種ワークやアクティビティ・関連動画などを取り入れ楽しみながら学べるよう指導する。
　　　また、ユニット毎にリサーチまたは英作文を課し、英語での表現力を養う。

（LS）一般英会話・学科の学びに繋がる専門英語・プレゼンテーションで授業を構成する。
　　　適宜単語テストおよびリスニングテストを行う。

フィードバックの方法：テストやプレゼンに対しては、授業内で適宜解説を行う。課題に対しては、添削のう
え返却する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎Ｂ：レポート課題や発表等で評価する。
〇Ｅ：小テストや課題の達成度で評価する。

（RW）
各ユニットまとめテスト　30%、提出物・貢献度　30%、オンデマンド課題・期末レポート　40%

（LS)
プレゼンテーション発表（スピーキング力） 40%  ＊第14回、第15回の授業内で実施する
リスニングテスト（リスニング力）　25% 　＊第6回、第8回、第12回の授業内で実施する
単語テスト 15%、授業態度と貢献度 20%

*最終的な評価は、RW/LSそれぞれの評価を合わせて算出する。

テキスト （RW）Clothes Then and Now, Richard Northcott (2018), Oxford University Press
（LS）なし。適宜プリント等を配布する。

参考書 授業の際に指示する

履修上の注意 グローバル化の進む社会での基礎を作る授業です。積極的に取り組み英語での発信力を高めましょう。
小テストはPCまたはスマートフォンで行うため、毎回必ず持参すること。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

ディスカッション
グループワーク
PBL
プレゼンテーション

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4351

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

Basic English Grammar

Basic English Grammar

後期 1・2 1

中村公子

ナンバリング：G14C25（1年生） ナンバリング：G15C26（2年生） 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
■C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

(授業内容)
英語４技能（読む・書く・聞く・話す）のすべての基本となる文法を基礎から学びなおし、相手に正しく伝え
られる英文を表現できるよう、理解と演習を繰り返す。また、TOEICや英検等で問われる知識を基本に学習をす
すめ、得点アップにつなげる。

(授業目標)
自らの将来とそれに必要な英語力を知り、目標設定をする。その達成向け実現可能な計画を立てて実行する。

(授業成果)
◎Ｃ：自らの望む英語力獲得に向けて計画的に学習を進め、目標に近づくことができる。
○Ｄ：言葉の規則を理解し、適切に使用しながら、自らの意見を正確に伝えられることができる。

授業計画 1 Unit 1 ガイダンス、Unit ２ 品詞（グループ/ペアワーク）
レベルチェックを行い、目標設定をする。
英語の基本的な品詞の役割と機能を理解する。

2 Unit 10 時制（オンデマンド学習）
時制と時間表現の関係を理解する。
基本時制の形と意味を理解し、文脈に応じて適切な使い分けができる。

3 Unit ２品詞（グループ/ペアワーク）
接尾語から品詞を判断する。
語の働きを理解し、文中で適切な品詞を用いることができる。

4 Unit 11 時制（オンデマンド学習）
時制と時間表現の関係を理解する。
基本時制の形と意味を理解し、文脈に応じて適切に使い分けることができる。

5 Unit ３ 比較（PBL）
原級・比較級・最上級の用法を理解する。
倍数表現などさまざまな比較表現を正確に用いることができる。

6 Unit 4 分詞（グループ/ペアワーク）
現在分詞・過去分詞の違いと機能を理解する。
文脈に応じた語形変化と、適切な語順を用いることができる。

7 Unit 5 分詞構文（PBL）
主節との意味関係（理由・時・条件など）を理解する。
時制や省略などさまざまな形の分詞構文を用いることができる。

8 Unit 6 接続詞（PBL）
等位接続詞と従属接続詞の違いを理解する。
文に応じた適切な接続詞を用いて、文を構成することができる。

9 Unit 7 前置詞と組で使われる表現関係詞（PBL)
前置詞＋関係代名詞（in which, to whom など）の語順と用法を理解する。
前置詞＋関係詞の構造と語順を理解し、正しく解釈・使用することができる。

10 Unit 8 代名詞（グループ/ペアワーク)
人称・所有・再帰・指示代名詞の用法を習得する。
代名詞の種類と用法を理解し、指示関係を正確に把握することができる。

11 Unit 9 関係詞（グループ/ペアワーク)
関係代名詞と関係副詞の違いを理解する。
関係詞の構造と働きを理解し、名詞を修飾する複文を正しく用いることができる。

12 Unit 12 仮定法　(PBL）
時制との関係を踏まえて、仮定法過去・過去完了の用法を理解する。
現実とは異なる仮定や願望を表す表現を理解し、正しく用いることができる。

13 Unit 13 動詞の形（グループ/ペアワーク）
時・場所・方向などの基本的用法を理解する。
動詞の基本的な活用形と文型との関係を理解し、正しく用いることができる。

14 Unit 15 その他注意すべき文法事項（グループ/ペアワーク)
確認テスト・フィードバック
無生物主語の構文や強調・倒置などを理解する。
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15 Unit 14 注意すべき前置詞（オンデマンド学習）
時・場所・方向などの基本的用法を理解する。
前置詞の基本的な意味と用法を理解し、語と語の関係を正確に表現することができる。

到達目標・基準
C評価になる基準

◎Ｃ：検定等のスコア達成目標を決め、到達に向け計画的かつ地道に努力できる。
〇Ｄ：英語の基本となる文の構造を理解し、正しい語句の使い分けができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習
あらかじめテキストの解説ページを読み、基礎知識を入れたうえで授業に臨むよう準備する。小テストに備え
前週の既習内容についての振り返りを行う。(約40分)

事後学習
授業時に課されたワークや課題に取り組み、内容の定着を図る。(約50分)

指導方法・フィー
ドバック方法

解説は最低限にとどめ、演習を重視する。授業だけにとどまらず、課題としても問題演習を課す。より多くの
問題を解くことで知識の定着を図る。

フィードバックの方法：課題及び小テストの実施と、授業内での解説、コメントまたは添削物の返却。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎Ｃ：小テストや課題の達成度、発表等で評価する。
〇Ｄ：ワークや課題の成果で評価する。
小テスト　10％
課題・提出物・貢献度　40％
確認テスト　50％

テキスト Essential English Grammar for TOEIC Test  A.S. Calcote、岩崎　光一、先川　暢郎、大東　真理、矢ヶ崎
邦彦 著 (2015)　ISBN:9784523177852

参考書 適宜授業の際に指示する

履修上の注意 ① この授業において、障がい等により配慮を希望する学生は、事前に担当教員もしくは学生部までご相談くだ
さい。必要に応じて、合理的配慮を提供するための対応を検討します。ご相談内容はプライバシーを尊重し、
適切に取り扱います。
②毎時課される課題にまじめに取り組み、期限を守って提出してください。
③授業には必ず辞書を持ってくるようにしましょう。小テストはPCまたはスマートフォンで行うため、必ず持
参すること。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

ペアワーク、グループワーク
PBL型授業

実務経験
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4361

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

フランス語１

FrenchⅠ

後期 1・2 1

中村公子（契約講師：東祥子）

ナンバリング：G14C26（1年生） ナンバリング：G15C28（2年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

■B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
□D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
基礎フランス語を学ぶ。語学と同時に文化・国民性にも触れて、フランス語は勉強ではなく文化の一部であ
り、生きている・使うものという事を念頭において楽しく学ぶ。常に＜参加型＞の授業で、講義ではなく、[話
そう、聞き取ろう、答えよう]という形式で、簡単な会話の授業を行う。教室に入ったら、フランスの世界！を
実感。旅行、日本における国際機関、ホテル業、観光業、飲食業（調理場）で実際役立つやり取りが出来るよ
うなロールプレイを繰り返し理解する。

（授業目標）
一年間で基礎フランス語をマスターし、話す・聞く・読むと言った３技能をしっかり学習・理解して「参加し
よう、話そう、コミュニケーションをとろう！」が指導目標。

（学習成果）
○Ｂ：積極的に自分から話すことができる、聞き取ることができる。
◎Ｅ：社会で使えるよう、自分の進路・興味に合うシチュエーションを選び理解を深め、実践に繋げることが
できる。

授業計画 1 Lecon 1　オリエンテーション（対面）「全授業でペアワークを行う」
授業の概要
フランスってどんな国？
挨拶１

2 Lecon 2　アルファベット　（対面）
アルファベット、読み方のルール
発音の仕方
挨拶2

3 Lecon 3　敬称・自己紹介　（対面）
自己紹介「私は～です」
自分の名前をアルファベットで一文字ずつフランス語で言う
数字(1～10)

4 Lecon 4 表現　（対面）
色々な表現
「ありがとう」
「どういたしまして」
「どうぞ」
「お願いいたします」等
数字(11～20)

5 Lecon 5 冠詞・名詞　（対面）
女性名詞、男性名詞、リエゾンの仕組み
曜日

6 Lecon 6　主語人称代名詞と動詞　（対面）
動詞の活用
文章を作る
je/tu/il/elle/nous/vous/ils/elles

7 Lecon 7　オンデマンド授業　復習回
動画配信+Classroomで質疑応答
Lecon 1～6の復習

8 Lecon 8　 動詞 etre / avoir　（対面）
不規則動詞の活用
etre 自己紹介（国籍・職業）
avoirの様々な表現
場所を表す前置詞

9 Lecon 9　部分冠詞 du / de la / des / de l'　（対面）
表現「～がある」
語彙

10 Lecon 10　オンデマンド授業　復習回
動画配信+Classroomで質疑応答
Lecon 8～9の復習
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11 Lecon 11　er 動詞　（対面）
動詞： 好む・住む・食べる・働く・買う・勉強する・探す・歩く

12 Lecon 12　疑問文・否定文　（対面）

「～ですか？」疑問文
「～ではありません」否定文

13 Lecon 13　オンデマンド授業　復習回
動画配信+Classroomで質疑応答
総復習

14 Lecon 14　期末口頭試験・課題作成（対面）
指定された資料を参照し、指示に従いフランス語課題を作成、提出する。詳細は別途授業内で伝
える。

15 Lecon 15　フィードバック・解説（対面）
期末試験解説・補足

到達目標・基準
C評価になる基準

○Ｂ：積極性を持って取り組むことができる。
◎Ｅ：学習内容を理解し、演習することができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

毎日学習：前回学んだ講義内容を参考に、発音を意識してテキストを音読し、文章を覚える。（毎日15分程
度）
事後学習：今回学んだ文法を理解して練習問題を解く。（30分程度）

指導方法・フィー
ドバック方法

教科書の内容に沿って、文法を分かり易く説明して理解させる。文字の読み方をしっかり確認しながらフラン
ス語を声に出して発音させる。実際にロールプレイで全員が参加してコミュニケーションを取りながら会話の
練習をする。目や頭ではなく、口と耳をフル回転して楽しくフランス語を身に付けていく。
フィードバックの方法：練習問題を皆で確認する。フランス語での質疑応答で理解度を確認する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

○Ｂ：授業内質疑応答で評価する。
◎Ｅ：口頭試験で評価する。

授業での課題30％
授業への貢献度30％
口頭試験40％

テキスト Nouveau Ken et Julie 1（駿河台出版社)
講師参考資料よりプリントの配布

参考書 講師参考資料
Bescherelle la conjugaison
C'est la vie　早美出版社
Mon premier vol Tokyo-Paris　駿河台出版社
Une aventure　早美出版社
パターンで話せるフランス語　ナツメ社

履修上の注意 フランス語の授業を受けに来るのではなく、フランス語を話しにくる事を意識しましょう。
毎日の音読で、旅行先で、職場で、街中で習得したフランス語を活かせるように、自分なりの目標・目的を
持って授業に臨みましょう。１回でも欠席するとそれをきっかけに分からなくなるので欠席は極力しないよう
にしましょう。また、オンデマンド授業は復習回視聴可能な為、分からない時は何度も視聴して活用しましょ
う。
学年末には実用フランス語検定５級にもトライできる学力を身に付ける。

また、この授業において障がい等により配慮を希望する学生は、事前に担当教員もしくは学生部までご相談く
ださい。必要に応じて、合理的配慮を提供するための対応を検討します。ご相談内容はプライバシーを尊重
し、適切に取り扱います。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

ロールプレイ、ペアワーク

実務経験 通訳/翻訳者（多分野）・秘書業務（外資・日系）の実務経験を活かし、社会で必要と思われる其々のスキルを
学生に指導します。通訳の分野においては、様々な業界の実状、特性や知識を伝え、多種多様な仕事であった
りポストを紹介。著名人のビジネスに対する熱意などを学生に伝えてます。また女性の活躍の場が実社会では
多くあり、各々の個性を活かせる仕事の紹介などをしています。（エアライン・自動車関連・3星レストラン・
ブランドファッション・ワインチーズ・スポーツ業界等）また、秘書業務においては日系と外資の違い・任さ
れる仕事の難易度など10年以上の経験を活かし社会で役立つ知識を実践的な目線で講義します
（Secretariat/Business Assistant等）。
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4391

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

フランス語２

FrenchⅡ

前期 2 1

中村公子（契約講師：東祥子）

ナンバリング：G25C29（2年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

■B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
□D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
基礎フランス語を学ぶ。語学と同時に文化・国民性にも触れて、フランス語は勉強ではなく文化の一部であ
り、生きている・使うものという事を念頭において楽しく学ぶ。常に＜参加型＞の授業で、講義ではなく、[話
そう、聞き取ろう、答えよう]という形式で、簡単な会話の授業を行う。教室に入ったら、フランスの世界！を
実感。旅行、日本における国際機関、ホテル業、観光業、飲食業（調理場）で実際役立つやり取りが出来るよ
うなロールプレイを繰り返し理解する。

（授業目標）
一年間で基礎フランス語をマスターし、話す・聞く・読むと言った３技能をしっかり学習・理解して「参加し
よう、話そう、コミュニケーションをとろう！」が指導目標。

（学習成果）
○Ｂ：フランス語を使ってコミュニケーションをする意欲を深める。
◎Ｅ：挨拶、願望、意思を伝えるフランス語の基本表現を操作できる。

授業計画 1 Lecon 1 色々な動詞（対面）「全授業でペアワークを行う」
「動詞： 好む・住む・食べる・働く・買う・勉強する・探す・歩く」
数字(20～30)

2 Lecon 2　不規則動詞・指示形容詞（対面）
vouloir「～したい」
pouvoir「～できる」
prendre「とる、食べる、乗る」
attendre「待つ」
数字(30～40)

3 Lecon 3　不規則動詞・前置詞+冠詞の縮約（対面）
aller「～へ行く」
venir「～から来る」
数字(40～50)

4 Lecon 4　オンデマンド授業　復習回
動画配信+Classroomで質疑応答
Lecon 1～3の復習

5 Lecon 5　疑問副詞　近い未来形・近い過去形・疑問代名詞（対面）
疑問文「いつ」「どこで」「どのように」「いくら」「なぜ」？「誰が」？
aller＋動詞の原形
venir de＋動詞の原形
数字数字(50～60)

6 Lecon 6　不規則動詞・時を表す前置詞（句）（対面）
faire「する」
partir「出発する」
数字(60～70)

7 Lecon 7　時刻や天候など日常表現（対面）
「何時？」「…時」お天気は？
il faut「～しなければならない」
数字(70～80)

8 Lecon 8　オンデマンド授業　復習回
動画配信+Classroomで質疑応答
Lecon 5～7の復習

9 Lecon 9　疑問形容詞・不規則動詞・目的語代名詞（対面）
「どの～」「どれ～」
devoir「しなければならない」
lire「読む」
connaitre「知っている」
数字(80～90)

10 Lecon 10　代名動詞・不規則動詞（対面）
voir「見る」
savoir「知る」
数字(90～100)
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voir「見る」
savoir「知る」
数字(90～100)

11 Lecon 11　過去形 avoir / etre（対面）
「～をした」

12 Lecon 12 オンデマンド授業　復習回
動画配信+Classroomで質疑応答
Lecon 9～11の復習

13 Lecon 13 総復習回
料理・メニューを読み取ろう
フランス料理の特殊な言い回し
カフェ・レストランでの注文
お店での買い物

14 Lecon 14 期末口頭試験・課題作成（対面）
指定された資料を参照し、指示に従いフランス語課題を作成、提出する。詳細は別途授業内で伝
える。

15 Lecon 15　Revisions＋supplement 　実用フランス語検定５級練習問題（対面）
仏検５級に挑戦。

到達目標・基準
C評価になる基準

学年末には実用フランス語検定５級を習得するレベルまで達する。５級受験用練習問題も扱う。
○Ｂ：フランス語圏の人と臆せず基本的なコミュニケーションができる。
◎Ｅ：基本的なフランス語の表現ができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

毎日学習：前回学んだ講義内容を参考に、発音を意識してテキストを音読し、文章を覚える。（毎日15分程
度）
事後学習：今回学んだ文法を理解して練習問題を解く（30分程度）

指導方法・フィー
ドバック方法

教科書の内容に沿って、文法を分かり易く説明して理解させる。文字の読み方をしっかり確認しながらフラン
ス語を声に出して発音させる。実際にロールプレイで全員が参加してコミュニケーションを取りながら会話の
練習をする。目や頭ではなく、口と耳をフル回転して楽しくフランス語を身に付けていく。
フィードバックの方法：練習問題を皆で確認する。フランス語での質疑応答で理解度を確認する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

〇Ｂ：間違いを恐れずに相手に伝えるという意欲を評価する。
◎Ｅ：授業での口頭の受け答えを評価する。

授業での課題30％
授業への貢献度30％
口頭試験40％

テキスト Nouveau Ken et Julie1（駿河台出版社）
講師参考資料よりプリントの配布

参考書 講師参考資料
Bescherelle la conjugaison
C'est la vie　早美出版社
Mon premier vol Tokyo-Paris　駿河台出版社
Une aventure　早美出版社
パターンで話せるフランス語　ナツメ社

履修上の注意 フランス語の授業を受けに来るのではなく、フランス語を話しにくる事を意識しましょう。
毎日の音読で、旅行先で、職場で、街中で習得したフランス語を活かせるように、自分なりの目標・目的を
持って授業に臨みましょう。１回でも欠席するとそれをきっかけに分からなくなるので欠席は極力しないよう
にしましょう。また、オンデマンド授業は復習回視聴可能な為、分からない時は何度も視聴して活用しましょ
う。
学年末には実用フランス語検定５級にもトライできる学力を身に付ける。

また、この授業において障がい等により配慮を希望する学生は、事前に担当教員もしくは学生部までご相談く
ださい。必要に応じて、合理的配慮を提供するための対応を検討します。ご相談内容はプライバシーを尊重
し、適切に取り扱います。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

ペアワーク、PBL型学習

実務経験 通訳/翻訳者（多分野）・秘書業務（外資・日系）の実務経験を活かし、社会で必要と思われる其々のスキルを
学生に指導します。通訳の分野においては、様々な業界の実状、特性や知識を伝え、多種多様な仕事であった
りポストを紹介。著名人のビジネスに対する熱意などを学生に伝えてます。また女性の活躍の場が実社会では
多くあり、各々の個性を活かせる仕事の紹介などをしています。（エアライン・自動車関連・3星レストラン・
ブランドファッション・ワインチーズ・スポーツ業界等）また、秘書業務においては日系と外資の違い・任さ
れる仕事の難易度など10年以上の経験を活かし社会で役立つ知識を実践的な目線で講義します
（Secretariat/Business Assistant等）。
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4371　4372

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

中国語１

ChineseⅠ

後期 1・2 1

中村公子（契約講師：史悦）

ナンバリング：G14C28（1年生） ナンバリング：G15C30（2年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

■B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
中国語の表音文字である「ピンイン」の読み方・書き方から学習を始め、中国語の発音、挨拶、別れ、お礼、
お詫びなどの基本的な会話表現と基礎文法を習得する。さらに、中国文化に触れながら、自信を持って基礎的
なコミュニケーション能力を養うことを授業内容とする。
（授業目標）
中国語の発音と基礎文法を身につけ、「聴く・話す・読む」の力を応用できるように育てていくことを目標と
する。
（学習成果）
◎Ｂ：日常会話ができるようになるとともに、中国の文化や伝統への理解も深められる。
〇Ｄ：中国語で基本的な願望や意思を適切に伝えることができる。

授業計画 1 第1課　ガイダンス、挨拶　　（グループ/ペアワーク）
1.自己紹介、授業内容・学び方に関する説明
2.挨拶：こんにちは
3.ピンイン：声調と母音(単母音)

2 第2課　挨拶　　（グループ/ペアワーク）
1.挨拶：ありがとう
2.ピンイン複合母音
3.会話演習：挨拶

3 第3課　疑問文①　　（グループ/ペアワーク）
1.ピンイン：子音、巻舌音
2.文法：疑問文
3.会話演習：名前

4 第4課　発音、助詞　（PBL）
1.ピンイン：ｎ、ng の区別
2.文法：助詞「的」、「呢」①
3.会話演習：国籍

5 第5課　数字　　（グループ/ペアワーク）
1.発音練習：有気音と無気音
2.文法：数字（1－100）
3.会話演習：年齢

6 第6課　形容詞述語文　　（グループ/ペアワーク）
1.発音練習：声調の組み合わせ①
2.文法：能願動詞「会」①
3.会話演習：「会」を用いた会話

7 第7課　日にち　　（グループ/ペアワーク）
1.発音練習：声調の組み合わせ②
2.文法：日にちの表し方
3.会話演習：自分の誕生日

8 第8課　金額の表し方　　（PBL）
1.発音練習：声調の組み合わせ③
2.文法：能願動詞「想」
3.練習問題：一週間の計画（Q＆A）

9 第9課　疑問文➁　　（グループ/ペアワーク）
1.発音練習：声調の組み合わせ④
2.文法：疑問文
3.会話演習：仕事

10 第10課　命令文　　（グループ/ペアワーク）
1.発音：軽声の読み方
2.文法：「请（～てください）」を用いた命令・依頼表現
3.会話演習：座席の位置

11 第11課　時間の表し方　　（PBL）
1.発音：軽声の機能
2.文法：時間の表し方
3.練習問題：1日の生活習慣（Q＆A）
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1.発音：軽声の機能
2.文法：時間の表し方
3.練習問題：1日の生活習慣（Q＆A）

12 第12課　主述述語文　　（グループ/ペアワーク）
1.発音：声調の組み合わせ①
2,文法：主述述語文と「会」➁
3.会話演習：天気状況

13 第13課　現在進行形　　（オンデマンド学習）
1.文法：動作の現在進行形
2.文化：中国茶紹介（動画を配布）
3.会話型課題の提示（Classroomにて提出）

14 第14課　「了」①　　（オンデマンド学習）
1.文法：発生または完成を表す「了」
2.文化：中国食文化・民族衣装（資料や動画を配布）
3.会話型課題の提示（Classroomにて提出）

15 第15課　「是……的」構文と総復習　　（オンデマンド学習）
1.文法：「是……的」構文
2.半年間の総復習及びまとめ練習（筆記課題／Classroomにて提出）

到達目標・基準
C評価になる基準

◎Ｂ：中国語の基本挨拶を習得する。
〇Ｄ：語彙力を増やし、初歩的な会話を聞き取りができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：単語及び本文の意味を確認する。（30分程度）
事後学習：単語、本文を読んで、課題（毎回の授業で指示する）を完成させる。classroomに課題を提出する。
（60分程度）

指導方法・フィー
ドバック方法

授業は教科書に基づいて進める。各課では、単語・本文・文法ポイントを指導した後、全体の復習を行い、さ
らに応用練習を取り入れることで、学生一人ひとりが確実に習得できるよう努める。
＜フィードバックの方法＞（クラスルームを通じて）
1. 事前課題の提示、
2. 学生による動画課題の提出、
3. 指摘事項を記入して返却、
4. 質問がある場合には個別に対応する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎Ｂ：授業中の参加態度及びペアワーク活動を評価する。
◯Ｄ：課題の提出物と期末練習問題を評価する。

授業態度・貢献度40％、　課題・練習問題60％

テキスト 『中国語の世界標準テキスト―1』北京語言大学出版社編
出版社：株式会社スプリックス
出版日：2021年4月1日　初版第3刷発行
ISBN978－4－906725－18－2
定価：¥2,420（本体2,200円＋税10％）

参考書 電子辞書を推薦する。

履修上の注意 ・毎回の授業が大切です，出欠確認の方法については初回オリエンテーションの際に説明する。
・学期末には中国語資格試験HSK1級（初級）にもトライしましましょう。
・この授業において、障がい等により配慮を希望する学生は、事前に担当教員または学生部へご相談くださ
い。状況に応じて合理的配慮を検討します。なお、相談内容は厳守し、適切に取り扱います。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

PBL型授業（グループ/ペアワーク）
Flipped learning

実務経験 専門学校等において、様々な国の中国語学習者の方々を指導させていただき、貴重な教育経験を重ねるととも
に、それぞれの文化的背景への理解を深めてまいりました。
日本の大学生の皆さんの特性やご要望に寄り添いながら、学生の皆さんを中心とした教育を心がけて取り組ん
でまいります。
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4401

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

中国語２

ChineseⅡ

前期 2 1

中村公子（契約講師：史悦）

ナンバリング：G25C31（2年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

■B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
□D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
本授業では、中国の文化や生活習慣に関する理解を深めるとともに、中国語初級段階に必要な発音・語彙・文
法・表現などの基礎的知識の習得を図る。さらに、応答練習やペアワークを中心とした会話・リスニング活動
を通じて、実践的なコミュニケーション能力の向上を目指す。

（授業目標）
中国語の標準的な発音および初級レベルの文法を習得し、200〜300語程度の語彙を身につけるとともに、日常
的なコミュニケーション能力の向上を図ることを指導目標とする。
（学習成果）
◎B: 中国語で生活場面に適したコミュニケーションをとることができる。
〇E: 語彙を増やし、日中文化・風習の同異性を理解することができる。

授業計画 1 第1課　復習・概数の表し方  （グループ/ペアワーク）
1. 中国語１の復習
2．概数の表し方：几、多。
3．会話演習：旅行について

2 第2課　疑問文  （グループ/ペアワーク）
1.「是不是」を使った疑問文
2．会話演習：基礎情報と運動

3 第3課　「的」を使った文　（グループ/ペアワーク）
1.「的」を使った文を理解する
2．会話演習：所有物を尋ね、確認する

4 第4課　「是……的」構文  （PBL）
1.「是……的」構文の習得
2．練習問題：中国語の勉強経歴（Q＆A）

5 第5課　副詞：「就」、「還」　（グループ/ペアワーク）
1．副詞：「就」、「還」①
2．会話演習：ある物事に対する見方

6 第6課　原因表し関連詞  　（グループ/ペアワーク）
1．疑問代詞「怎么」
2．原因表し関連詞
3．会話演習：原因表し会話を練習する

7 第7課　場所、時間、目的距離 　（グループ/ペアワーク）
1．場所、時間、目的の距離を表す
2．副詞：「就」、「還」②
3．会話演習：お誕生日のお祝いの仕方

8 第8課　兼語文、動詞の重ね型 （グループ/ペアワーク）
1．兼語文
2．会話演習：「～させる」を用いた会話

9 第9課　結果補語  （PBL）
1．結果補語、順序の習得
2．練習問題：趣味について（Q＆A）

10 第10課　否定式命令文 （グループ/ペアワーク）
1．否定式命令文
2．会話演習：「对」を用いた会話

11 第11課　比較           （グループ/ペアワーク）
1.「比」の構文①
2．会話演習：比較①

12 第12課　状態補語   （グループ/ペアワーク）
1．状態補語
2.「比」の構文➁
3. 会話演習：比較➁

13 第13課　アスペクト助詞「着」   （オンデマンドが学習）
1.アスペクト助詞「着」
2.文化：中国の観光地・世界遺産（動画を配布）
3.会話型課題の提示（Classroomにて提出）- 64 -



1.アスペクト助詞「着」
2.文化：中国の観光地・世界遺産（動画を配布）
3.会話型課題の提示（Classroomにて提出）

14 第14課　アスペクト助詞「过」  　（オンデマンド学習）
1.アスペクト助詞「着」
2.文化：中国の行事・お祭り（動画を配布）
3.会話型課題の提示（Classroomにて提出）

15  第15課　動作の状態「要……了」と総復習　（オンデマンド学習）
1．文法：動作の状態「要……了」
2．半年間の総復習及びまとめ練習（筆記課題／Classroomにて提出）

到達目標・基準
C評価になる基準

◎B: 語彙と本文を読める、意味を理解する。
〇E: 中国語で基本な願望、意思を伝えることができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：新出単語及び例文を発音し意味を理解する。（30分程度）
事後学習：語彙を暗記し、本文を暗唱て、課題（毎回の授業で指示する）を完成させる。classroomに課題を提
出する。（60分程度）

指導方法・フィー
ドバック方法

原則として教科書に基づいて授業を進めます。各課では、語彙・本文・文法事項を指導した後、全体の復習を
行い、さらに応用練習を取り入れることで、学生一人ひとりが確実に内容を習得できるよう努めます。
＜フィードバックの方法＞（クラスルームを通じて）
1. 事前課題の提示、
2. 学生による動画課題の提出、
3. 指摘事項を記入したうえで返却、
4. 質問があった場合には、個別に対応する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎B: 授業中の参加態度及びペアワーク活動を評価する。
〇E: 課題の提出物と練習問題を評価する。

授業態度・貢献度40％、課題·練習問題60％

テキスト 『中国語の世界標準テキスト―2』北京語言大学出版社編
出版社：株式会社スプリックス
出版日：2021年4月1日　初版第2刷発行

ISBN978－4－906725－19－9
定価：¥2,585（本体2,350円＋税10％）

参考書 電子辞書を推奨する。

履修上の注意 ・毎回の授業が大切です。出欠確認の方法については初回オリエンテーションの際に説明する。
・学年末には中国語資格試験HSK2級（初級）にもトライしましょう。
・この授業において、障がい等により配慮を希望する学生は、事前に担当教員または学生部へご相談くださ
い。状況に応じて合理的配慮を検討します。なお、相談内容は厳守し、適切に取り扱います。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

PBL型授業（ペアワーク、グループワーク）
Flipped learning

実務経験 専門学校等において、様々な国の中国語学習者の方々を指導させていただき、貴重な教育経験を重ねるととも
に、それぞれの文化的背景への理解を深めてまいりました。
日本の大学生の皆さんの特性やご要望に寄り添いながら、学生の皆さんを中心とした教育を心がけて取り組ん
でまいります。
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4381　4382　4383　4384

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

韓国語１

Korean Ⅰ

後期 1・2 1

姜瑢嬉、石田毅

ナンバリング：G14C30（1年生） ナンバリング：G15C32（2年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

■B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
□D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

【授業内容】
韓国語の文字（ハングル）の読み書きを学び、基本的な文型の習得や応用練習など韓国語の基礎力を養う。ま
た、韓国語での基礎的な表現に自信を持ち、簡単な日常会話や挨拶ができるように繰り返し演習を行う。ハン
グルを確実に習得し、初級レベルの韓国語の文法知識を身につけることを目指すのが、本授業の内容である。

【授業目標】
韓国語の文字であるハングルの仕組みと作り方を理解した上で、基本子音字、基本母音字、合成母音字、終声
（パッチム）の正確な読み書きを身につけることを第一の目標とする。次に、単語の読み方、書き方、発音の
ルールなどを習得し、初級レベルの基礎文法（助詞、肯定・否定文、疑問文など）を使いながら、韓国語で挨
拶や簡単な自己紹介ができることを目標とする。

【学習成果】
◎Ｂ：間違いを恐れず、自信を持って話すことができ豊かなコミュニケーションができる。
○Ｅ：基本文型や表現を身につけ、他の状況や課題に応用できるスキルを高めることができる。

授業計画 1 ガイダンス及び1課 文字と発音（グループワーク）
授業内容と計画などを紹介
韓国語の自己紹介＆挨拶の表現と練習（はじめまして。名前+と申します）
韓国語文字（ハングル）の紹介
単母音・初声その１
小テスト①：学習内容の確認

2 1課 文字と発音（グループワーク、Wordwall)
復習：前回の内容確認（単母音・初声その１）
半母音＋単母音、終声・その１
小テスト②：学習内容の確認

3 2課 文字と発音（グループワーク、Wordwall)
復習：前回の内容確認（半母音＋単母音、終声・その１）
初声・その２（平音）、発音の規則：有声音化
小テスト③：学習内容の確認

4 2課 文字と発音（グループワーク、Wordwall)
復習：前回の内容の確認（初声・その２-平音）
半母音＋単母音、発音の規則：連音化
小テスト④：学習内容の確認

5 3課 文字と発音（グループワーク、Wordwall)
復習：前回の内容の確認（半母音＋単母音、発音の規則：連音化）
初声・その３（激音）、初声・その４（濃音）
小テスト⑤：学習内容の確認

6 3課 文字と発音（グループワーク、Wordwall)
復習：前回の内容の確認（初声・その３-激音、初声・その４-濃音）
終声・その２、発音の規則：濃音化
小テスト⑥：学習内容の確認

7 4課　 韓国人です。（グループワーク、Wordwall)
小テスト⑦：授業前、ハングル総合テスト
自己紹介の表現、助詞（は）
文法解説（教科書 pp.24-26）
語彙と表現、会話本文の解説、口頭練習（教科書 pp.22-23）

8 4課　韓国人です。（グループワーク、Wordwall)
小テスト⑧：前回の内容の確認
練習問題、答えあわせ、補足説明（教科書 pp.24-26）
会話文の演習

9 5課　韓国語は専攻ではありません。（グループワーク、Wordwall)
復習：前回の内容の確認
否定形、助詞（が）、～です・ですか。
文法解説（教科書 pp.32-34）
語彙と表現、会話本文の解説、口頭練習（教科書 pp.30-31）
小テスト⑨：学習内容の確認
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10 5課　韓国語は専攻ではありません。（グループワーク、Wordwall)
小テスト⑩：前回の内容の確認
練習問題、答えあわせ、補足説明（教科書 pp.32-34）
会話文の演習

11 6課　教室は階段の横にあります。（グループワーク、Peer teaching、Wordwall)
復習：前回の内容の確認
漢数字、文法解説（教科書 pp.38）
練習問題、答え合わせ
小テスト⑪：学習内容の確認

12 6課　教室は階段の横にあります。（グループワーク、Peer teaching、Wordwall)
復習：前回の内容の確認
存在の表現、助詞（に）、位置を表す言葉
語彙と表現、会話本文の解説、口頭練習（教科書 pp.39-40）
練習問題、答えあわせ、補足説明
小テスト⑫：学習内容の確認

13 6課　教室は階段の横にあります。（オンデマンド）
学習内容の動画配信
会話文の演習
グループワークのテーマを事前に配信します。グループワークを行い、Classroomにて提出してく
ださい。

14 学習理解度の確認（オンデマンド）
学習動画配信
半期の振り返りと理解度確認
小テスト⑬：学習内容の最終確認、総合テスト

15 総まとめ（オンデマンド）
テスト解説の動画配信
総合テストの解説とフィードバック
半期の総まとめ

到達目標・基準
C評価になる基準

◎Ｂ：韓国語で挨拶や自己紹介ができる。
○Ｅ：名詞や助詞を使い、短文を作ることや解釈することができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：教科書の語彙を予習として覚えること。（20分）
　　　　　教科書の文法内容を読んで学習内容について調べること。（20分）
　　　　　音声資料を聞きながら実際に声を出して発音の練習をすること。（20分）
事後学習：教科書の文型練習や応用練習を解いてみること。（20分）
　　　　　音声資料を聞きながら声を出して練習し、内容を覚えること。（20分）
　　　　　覚えにくい語彙や文法内容をノートに書きながら整理すること。（20分）

指導方法・フィー
ドバック方法

教科書をメインにして順序よく進め、パワーポイント、映像資料などを使用し説明する。
一方的な講義ではなく、Peer teaching, グループワークを積極的に取り入れる。
フィードバックの仕方：課題については返却の際に個別対応する。
小テストを行い、採点・返却時に解説を行う。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎Ｂ：授業への参加態度及び質疑対応を評価する。
○Ｅ：小テスト、課題を評価する。

課題30％、小テスト・グループワーク50％、授業態度・貢献度20％

テキスト
『韓国語の世界へ　入門編』、李潤玉他4人、朝日出版社、2024年度四訂版、ISBN: 978-4-255-55710-6

参考書

履修上の注意 ①本授業を受けるにあたり、障がい（難病・慢性疾患などを含む）に起因にして合理的配慮を要する場合は、
学生部に相談あしてください。プライバシーを尊重しながら配慮希望を確認し、委員会承認後に配慮を開始し
ます。
②毎回の授業内容が大事ですので、やむを得ない事情以外は出席してください。
③予習・復習をとぎれることなく積み重ねていきましょう。
④授業に積極的に参加してください。
⑤課題は必ず期限内提出してください。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

PBL型授業（グループワーク）
Peer teaching,Wordwall

実務経験 専門学校、私立・都立高校での韓国語講師としての経験を活かして初めて習う韓国語に興味を持ちつつ、文字
が読めて、簡単な挨拶ができるなど学生それぞれの目標が達成できる講義を行う。

- 67 -



総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4411　4412

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

韓国語２

Korean Ⅱ

前期 2 1

姜瑢嬉

ナンバリング：G25C33（2年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

■B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
□E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

【授業内容】
韓国語（ハングル）の読み書きができることを前提に、初級レベルの文法や文章の作り方を学ぶ。この授業で
は「韓国語１」に引き続き韓国語の「文法」習得に重点を置いて、初級レベルで必要な語彙と基本文型を学ん
でいく。教科書に沿って簡単な日常会話を練習、自分の意見や考えなどを韓国語で伝えることができるように
練習を重ねる。

【授業目標】
　初級レベルの基本的な語彙と文法事項（丁寧形、過去形、叙述形など）を正しく理解し、日常生活において
よく使う簡単な文章を韓国語で自由に読み書きすることができる。さらに韓国語特有の文法事項にも注意を向
け、日本語との相違点や日本人学習者が間違いやすい点（助詞の使いなど）についても理解を深めることがで
きる。

【学習成果】
◎Ｂ：主体的に学習に取り組み、継続的に学習を進めることができる。
〇Ｄ：身近な話題について考え、簡単な韓国語で表現することができる。

授業計画 １ 授業紹介（グループワーク）
韓国語１復習(第1課～第6課）
韓国語２シラバス紹介

２ 第７課　午後、時間大丈夫ですか。（PBL型、グループワーク）
～です・ます形①、助詞（～を、～も）
文法解説（教科書pp．46～48）
語彙と表現、会話本文の解説、口頭練習（教科書pp．44～45）
小テスト①：学習内容の確認

３ 第７課　午後、時間大丈夫ですか。（PBL型、グループワーク）
小テスト②：前回の内容の確認（7課ヨ体語彙）
練習問題、答え合わせ、補足説明（教科書pp．46～48）
会話文の演習

４ 第８課　小学生にテコンドーを教えています。　（Flipped learning、グループワーク)
～です・ます形②、助詞（場所＋で、～に）
文法解説（教科書pp．52～54）
語彙と表現、会話本文の解説、口頭練習（教科書pp．50～51）
小テスト③：学習内容の確認

５ 第８課　小学生にテコンドーを教えています。　（PBL型、グループワーク）
小テスト④：前回の内容の確認（8課ヨ体の語彙）
練習問題、答え合わせ、補足説明（教科書pp．52～54）
会話文の演習

６ 第９課　ふつう、６時に起きます。（Flipped learning、グループワーク)
～です・ます形③、助詞（手段＋で、～から～まで①）、固有数字
文法解説（教科書pp．60～63）
語彙と表現、会話本文の解説、口頭練習（教科書pp．58～59）
小テスト⑤：学習内容の確認

７ 第９課　ふつう、６時に起きます。（PBL型、グループワーク）
小テスト⑥：前回の内容の確認（9課ヨ体語彙、時計の読み方）
練習問題、答え合わせ、補足説明（教科書pp．60～63）
会話文の演習

８ 第10課　野球がとても好きです。（Flipped learning、グループワーク)
～です・ます形④、助詞（～しに、～から～まで②）
文法解説（教科書pp．68～70）
語彙と表現、会話本文の解説、口頭練習（教科書pp．66～67）
小テスト⑦：学習内容の確認

９ 第10課　野球がとても好きです。（PBL型、グループワーク）
小テスト⑧：前回の内容の確認（10課ヨ体語彙）
練習問題、答え合わせ、補足説明（教科書pp．68～70）
会話文の演習

１０ 第11課　昼ごはん、食べなかったですか。（Flipped learning、グループワーク)
過去形、으変則、否定形
文法解説（教科書pp．76～78）
語彙と表現、会話本文の解説、口頭練習（教科書pp．74～75）
小テスト⑨：学習内容の確認
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１０ 第11課　昼ごはん、食べなかったですか。（Flipped learning、グループワーク)
過去形、으変則、否定形
文法解説（教科書pp．76～78）
語彙と表現、会話本文の解説、口頭練習（教科書pp．74～75）
小テスト⑨：学習内容の確認

１１ 第11課　昼ごはん、食べなかったですか。（PBL型、グループワーク）
小テスト⑩：前回の内容の確認（過去形語彙）
練習問題、答え合わせ、補足説明（教科書pp．76～78）
会話文の演習

１２ 第12課　春休みには何をするつもりですか。（Flipped learning、グループワーク)
敬語、計画、希望の表現
文法解説（教科書pp．82～84）
語彙と表現、会話本文の解説、口頭練習（教科書pp．80～81）
小テスト⑪：学習内容の確認

１３ 第12課　春休みには何をするつもりですか。（オンデマンド）
小テスト⑫：前回の内容の確認
学習内容の動画配信
練習問題、答え合わせ、補足説明（教科書pp．82～84）
会話文の演習
グループワークのテーマを事前に配信します。グループワークを行い、Classroomにて提出してく
ださい。

１４ 学習理解度の確認（オンデマンド）
学習動画配信
半期の振り返りと理解度確認
小テスト⑬：学習内容の最終確認、総合テスト

１５ 総まとめ（オンデマンド）
テストの解説の動画配信
総合テストの解説とフィードバック
半期の総まとめ

到達目標・基準
C評価になる基準

◎Ｂ：初級レベルの簡単な質問や応答を最後まで諦めずやりとりすることができる。
〇Ｄ：日常生活に必要な基礎語彙を理解し、簡単な文を作ることができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：教科書の語彙を予習として覚えること。（20分）
　　　　　教科書の文法内容を読んで学習内容について調べること。（20分）
　　　　　音声資料を聞きながら実際に声を出して発音の練習をすること。（20分）
事後学習：教科書の文型練習や応用練習を解いてみること。（20分）
　　　　　音声資料を聞きながら声を出して練習し、内容を覚えること。（20分）
　　　　　覚えにくい語彙や文法内容をノートに書きながら整理すること。（20分）

指導方法・フィー
ドバック方法

教科書をメインにして順序よく進め、パワーポイントを使用し説明する。
一方的な講義ではなくグループワーク、レクリエーションゲーム等を積極的に取り入れる。
Flipped classroomを設け能動的な学習スタイルを通じ、学習効率を上げる。
フィードバックの仕方：音声課題については返却祭に個別対応する。
　　　　　　　　　　　小テストを行い、学習状況を把握する。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

◎Ｂ：グループワーク又はオーラルテストにより評価する。
〇Ｄ：小テストや課題を評価する。

課題30％、小テスト・グループワーク50％、授業態度・貢献度20％

テキスト 『韓国語の世界へ　入門編』、李潤玉他4人、朝日出版社、2024年度四訂版、ISBN: 978-4-255-55710-6

参考書

履修上の注意 ①本授業を受けるにあたり、障がい（難病・慢性疾患等を含む）に起因して合理的配慮を要する場合は、学生
部に相談してください。プライバシーを尊重しながら配慮希望を確認し、委員会承認後に配慮を開始します。
②毎回の授業内容が大事ですので、やむを得ない事情以外には出席してください。
③欠席した場合はGoogle classroomの授業資料を活用し、自習してください。
④予習・復習をとぎれることなく積み重ねていきましょう。
⑤グループワークには積極的に参加しましょう。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

Flipped learning
PBL型授業（グループワーク）

実務経験 専門学校、私立・都立高校での韓国語講師としての経験を活かして初めて習う韓国語に興味を持ちつつ、文字
が読めて、簡単な挨拶ができるなど学生それぞれの目標が達成できる講義を行う。
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4421

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

韓国語特別演習Ａ

Advanced Korean A

後期 1・2 1

洪承希

ナンバリング：G14C32（1年生） ナンバリング：G25C34（2年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
韓国語能力試験（TOPIK）2級の合格を目指す。TOPIK 2級レベルの単語や文法を学びながら、過去問題の解説を
通じて2級問題のパターンを把握し、実際の試験に備えて問題を解く練習を行う。

（授業目標）
TOPIK 2級に合格する。

（学習成果）
〇Ｄ：日常生活の会話や文章から得られる情報を適切に理解し、それに基づいて質問に答えることができる。
◎Ｅ：韓国語2級レベルの単語と文法を理解し、文脈に応じて情報を解釈できる力を身につける。

授業計画 1 ガイダンス、TOPIKⅠ試験の概要 (全授業でアクティブ・ラーニングを行う)
レベルチェックを行う。授業内容、授業の進め方、評価方法に関する説明
＜読解パターン１＞過去問40~42番の解説及び練習

2 聞き取りパターン1、読解パターン2(ICT)
聞き取り：過去問11~14番、読解：過去問43~45番の解説及び練習

3 聞き取りパターン2、読解パターン3(ICT)
聞き取り：過去問15~16番、読解：過去問46~48番の解説及び練習

4 聞き取りパターン3－①、読解パターン4(ICT)
聞き取り：過去問17~21番、読解：過去問49~52番の解説及び練習

5 聞き取りパターン3－②、読解パターン5(ICT)
聞き取り：過去問17~21番、読解：過去問53~56番の解説及び練習

6 聞き取りパターン4、読解パターン6(ICT)
聞聞き取り：過去問22~24番、読解：過去問57~58番の解説及び練習

7 聞き取りパターン5、6(ICT)
聞き取り：過去問25~26番, 過去問27~28番解説及び練習

8 読解パターン7、8(ICT)
読解：過去問59~62番の解説及び練習

9 読解パターン9 (ICT)
読解：過去問64~66番の解説及び練習

10 読解パターン10(ICT)
読解：過去問67~70番の解説及び練習

11 TOPIKⅠ－2級レベル聞き取りの模擬試験
過去問11~30番の問題を解いてみる。

12 TOPIKⅠ－2級レベル読解の模擬試験
読解40~70番の問題を解いてみる。

13 オンデマンド：聞き取りパターン7、読解パターン11(ICT)
聞き取り：過去問１～6番　・読解：過去問31~33番の解説及び練習ｖ

14 オンデマンド：聞き取りパターン8、読解パターン12(ICT)
聞き取り：過去問7～10番、読解：過去問34～39番の解説及び練習

15 オンデマンド：TOPIKⅠ－１級レベル読解の模擬試験(ICT)
模擬試験：聞き取り1～10番、読解31～39番の解答

到達目標・基準
C評価になる基準

〇Ｄ：自己紹介、趣味、天気等について短い文章で表現できる。
◎Ｅ：短い文章を読んで中心になる考えを選ぶことができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：課題で出された語彙を覚える。（30分程度）
事後学習：授業内容を復習しながら問題内容を理解する。（30分程度）
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指導方法・フィー
ドバック方法

テキストを使用して語彙と文法を確認する。過去問をパターン別に分析したプリントを使用して説明する。
フィードバックの仕方：　毎回語彙の小テストを行い、採点して返却

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

〇Ｄ：授業態度及び授業貢献度によって評価する。
◎Ｅ：課題、小テスト、提出物によって評価する。

小テスト40%、　課題30%、　授業態度・貢献度30%

テキスト 合格できる韓国語能力試験TOPIKⅠ、プリント

参考書

履修上の注意 TOPIK 2級合格のためには、まず単語を覚える努力が大事です。単語学習に十分に力を入れてください。毎回の
授業では、違うパターンの過去問題を解説しながら練習していきます。やむを得ない事情以外は出席してくだ
さい。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

毎回の授業では、日常生活や自分の意見について韓国語で発話する活動を行い、韓国語のスピーキング能力の
向上を目指す。また、問題文を声に出して読む活動を通して、文型および内容理解を深める。
過去形については、音声資料を活用して練習を行う。

実務経験 新大久保語学院で5年間にわたり韓国語講師として勤務。韓国語の文法、会話、TOPIK試験対策の授業を担当。
幅広い年齢層の学習者にTOPIK対策授業を行った経験を活かし、学生がTOPIK試験に合格できるよう講義を行
う。
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総合：選択

講義科目名称：

英文科目名称：

授業コード： 4431

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

担当教員

韓国語特別演習Ｂ

Advanced Korean B

前期 1・2 1

洪承希

ナンバリング：G14C33（1年生） ナンバリング：G25C35（2年生） 実務家教員による授業 授業方法：対面（み）

添付ファイル

 ----------

学位授与の方針と
の関連 □A：他者と協力して共に創り上げる力

□B：自己肯定感をもって最後までやり遂げる力
□C：目標と計画を立てて課題を解決する力
■D：知識を活かして考える力
■E：学んで理解する力

ディプロマ・ポリシー

授業内容
授業目標
学習成果
S評価になる基準

（授業内容）
韓国語能力試験（TOPIK）3級の合格を目指す。TOPIK 3級レベルの単語や文法を学びながら、過去問題の解説を
通じて3級問題のパターンを把握し、実際の試験に備えて問題を解く練習を行う。

（授業目標）
TOPIK3級に合格する。

（学習成果）
〇Ｄ：韓国語の3級単語や文法を適切に使い、与えられたテーマについて自分の意見や考えを韓国語で論理的に
表現することができる。
◎Ｅ：韓国語で日常生活に関する話題や社会的な関係を維持するために必要な表現を理解できる。

授業計画 1 ガイダンス、TOPIKⅡ試験の概要(全授業でアクティブ・ラーニングを行う)
授業内容、授業の進め方、評価方法に関する説明
＜聞き取りパター1＞過去問1、2番の解説及び練習

2 読解パターン1、聞き取りパターン2（ICT）
読解：過去問1~4番、聞き取り：過去問3番の解説及び練習

3 読解パターン2、聞き取りパターン3（ICT）
読解：過去問5~8番、聞き取り：過去問4~8番の解説及び練習

4 読解パターン3、聞き取りパターン4（ICT）
読解：過去問9~12番、聞き取り：過去問9~12番の解説及び練習

5 読解パターン4、聞き取りパターン5（ICT）
読解：過去問13~15番、聞き取り：過去問13~16番の解説及び練習

6 読解パターン5、聞き取りパターン6（ICT）
読解：過去問16~18番、聞き取り：過去問17~20番の解説及び練習

7 聞き取りパターン7、作文（ICT）
聞き取り：過去問21~22番、作文：51、52番の解説及び練習

8 読解パターン6、作文（ICT）
読解：過去問19~20番、作文：53番の解説及び練習

9 聞き取りパターン8、作文（ICT）
聞き取り：過去問23~24番、作文：51、52番の解説及び練習

10 読解パターン7、作文（ICT）
読解：過去問21~22番、作文：53番の解説及び練習

11 読解パターン8、作文（ICT）
読解：過去問23~24番、作文：51、52、53番の解説及び練習

12 TOPIK3級模擬試験（ICT）
過去問1~24番、作文51、52、53番の問題を解いてみる

13 オンデマンド：読解、聞き取りパターン9（ICT）
読解：過去問25~27番、聞き取り：過去問25~26番の解説及び練習

14 オンデマンド：読解パターン10（ICT）
読解：過去問28~31番の解説及び練習

15 オンデマンド：聞き取りパターン10（ICT）
読解：過去問27~30番の解説及び練習

到達目標・基準
C評価になる基準

〇Ｄ：日常生活に関する短い会話内容を聞いて、何をしているのか説明できる。
◎Ｅ：韓国語の文語と口語の違いを区別することができる。

事前・事後学習の
内容および時間
（分）

事前学習：課題で出された語彙を覚える。（40分程度）
事後学習：授業内容を復習しながら問題内容を理解する。（30分程度）
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指導方法・フィー
ドバック方法

テキストを使用して語彙と文法を確認する。過去問をパターン別に分析したプリントを使用して説明する。
フィードバックの仕方：　毎回語彙の小テストを行い、採点して返却。
4回作文練習行い、添削・ 返却時に解説を行う。

アセスメント・
成績評価の方法・
基準

〇Ｄ：授業態度及び授業貢献度によって評価する。
◎Ｅ：課題、小テスト、提出物によって評価する。

小テスト40%、　課題30%、　授業態度・貢献度30%

テキスト  合格できる韓国語能力試験TOPIKⅡ、プリント

参考書

履修上の注意 TOPIK 3級合格のためには、まず単語を覚える努力が大事です。単語学習に十分に力を入れてください。毎回の
授業では、違うパターンの過去問題を解説しながら練習していきます。やむを得ない事情以外は出席してくだ
さい。

アクティブ・ラー
ニング、PBL、ICT

毎回の授業では、日常生活や自分の意見について韓国語で発話する活動を行い、韓国語のスピーキング能力の
向上を目指す。また、問題文を声に出して読む活動を通して、文型および内容理解を深める。
過去形については、音声資料を活用して練習を行う。

実務経験 新大久保語学院で5年間にわたり韓国語講師として勤務。韓国語の文法、会話、TOPIK試験対策の授業を担当。
幅広い年齢層の学習者にTOPIK対策授業を行った経験を活かし、学生がTOPIK試験に合格できるよう講義を行
う。
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